
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。
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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Restart　異世界と先輩とあたし









「てか渡わた世せ戒かい理りとどーゆう関係なん？」




　そう聞かれると、あたし──桑こ折おり那な乃のは少し答えに困る。




　ざっくり言うならカンタン。

　おな高──中高一貫校の二こ上の先輩。それだけ。

　さびしいカンジだけどしょーがない。

　まあたまに屋上で会ってお昼を食べたり、一緒に帰ったりすることもあったし、うっかり絡まれた怖い人たちから守ってもらったり、それ以上のことも……あったようななかったような気もするけど、小学校が一緒だったとか、親が知り合いとかでもないし、むしろ親の話なんて聞いたこともない。

　……そーいえば先輩の親ってなにしてんだろ？

　とゆーのはともかく。

　なんか先輩の話はあんま人にしたくなかった。

　なら聞かれないよーにするのがイチバンで、だからあたしは〝それ〟をするとき、誰にもバレないようにコッソリやってたんだけど──。

「あれ、ナノー？　どしたんこんなトコでー」

　病院はいろんな人がいるので、運悪くトモダチに見つかっちゃったりもして。

　それで「あーうん、ちょっとお見舞い……みたいな」とか言ったら「へー誰の？」「……渡わた世せ先輩」「渡世先輩って……渡世戒かい理り!?　うっそ、なんで!?」ってなって、

「てか渡世戒理とどーゆう関係なん？」ってなる。

「…………えっとね～」

　テキトーにごまかしてると、トモダチもだんだん興味がなくなって、よしやりすごせた、って思ったとこで。

「なんでそんなことしてんの？」

　トモダチのその言葉は、わりと響いた。

　とゆーか、響いたのが自分でもびっくりで、真顔になりかけたのを笑ってごまかす。

「ん～特に理由はないけど……あえていえば──なんとなくおもしろそーだから？」

「──あはっ、なにそれめっちゃナノっぽーい！　ナノ、すぐそれー」

「えへ、でしょ～？　おもしろいとこにあたしありだし。……じゃ、そろそろ行くねー」

　無敵のＪＫがムダづかいしていい時間なんてないのだ。

　そこは同じＪＫのトモダチもわかってくれてて、あっさりバイバイした。

　バイバイしてくれたんだけど──

「なんでそんなことしてんのか、か～……」

　言葉はバイバイしてくれなくて。

　通ってるうちに仲良くなった看護師さんに挨拶して、病室のドアを開いてもかわんなかったから、ベッドでずっとずっと眠ってる渡世戒理先輩にはきだした。

「ほんとそれな！　……ってカンジっすよ先輩」

　たまにやっちゃう、イタいヒトリゴト。

　いちおー先輩に声をかけてるテイだけど、意識がないんだから聞こえてるわけなくて、聞こえてないってわかってるのに声をかけるってことはヒトリゴトで……よーするにめっちゃイタい。

「まあイタいってゆったら、二年も通っちゃってるジテンで、とっくにイタいんですけどね～」

　パイプ椅子に座って、膝にのっけたカバンに肘をついて先輩を見る。

　トモダチは今日がはじめてだと思ってるけど、なんと驚き二年間通ってたりする。

　それでなにしてるのかってゆーと、こうやって眠ってる先輩をながめてるだけ。

　二年間、一度も目覚めてない先輩を。

　……自分でゆーのもなんだけどワリとガチのマジでヤバイヤツだと思う。

　無敵のＪＫめっちゃ時間ムダにしてる説。

　でも。

「それもこれもぜんぶ先輩のせいっすよ～……？」

　実はあたしは先輩が意識を失うとこに立ち会ってる。

　二年前、いきなり目の前で先輩が倒れて救急車を呼んだのはあたしだし、めっちゃ取り乱してちょっぴり……や、結構ガチで泣いたのもあたしである。

　まあ二年も昔のことなので半分くらいウロオボエだけど、ぜんぜん、まったく、忘れられないこともあって。

　倒れた先輩が、あたしを見たときに浮かべた表情。

　普段無表情で、ぶっきらぼうで、めっちゃ冷たくてムカンジョーな先輩が、すごくせつなそうに、なにか言いたげにしてた──。

「あんな顔されて、気にするなってゆーほうが……ムリでしょ……」

　今の、青白く痩せ細った先輩からは、もう想像もつかない。

　あんな顔で、先輩はあたしになにを言おうとしてたんだろ……。

　それが気になって気になって、気になりすぎて。

　貴重なＪＫの時間を浪費してまであたしは──

　…………ん？

「あれ……？」

　今。

　先輩が、ちょっと──いやちょっとどころじゃなく。

　目を、開いてる。

「は……？　は……？　……先、輩？」




「……………………………………こお、り……？」




　ちゃんと。

　あたしの名前を、呼び返した。

　それは、だから。

「え……、え……？　………………ま？　……ちょ──看護師さ」

　叫ぶのを途中でやめたのは、起きあがった先輩に手をつかまれたから。

　ガシッと強い力でつかまれて、フカクにもドキッとして。

　とゆーか。

「二年間寝っぱなしでいきなり力って出るもの……？」

　フツーもっと弱ってない？

　ヒトリゴトのつもりだったあたしに、先輩が反応した。

「ああ……これは基本的に覚醒時は無防備になるため『肉体強化コンフオータンス』の魔法をかけているからだ」

「──は？」

　なんて？

　今……魔法って言った？

「ん……？　待て……二年？　俺が異世界にいたのは七三六二日──二〇年じゃないか？　……いや……意識だけを飛ばしていたのなら…………そうか……そういうことなのか」

「んん!?」

　なにこの噛かみ合あわないカンジ。

　異世界て。七三六二日て。

　まるでオカシクなっちゃったような──

「あ。あーそっか」

　そっかそっか。

　ぽんと手を打って。

　超古典っぽいリアクションをして。

「急に目がさめたから混乱しちゃってるんだ……」

　そりゃそーだ、当たり前だよね──って思ったのに。

「いや、意識ははっきりしている。確かにこれまでの『異世界転移ゲートアウト』に比べれば異様に肉体が重いが……魔法さえ使えるのなら──『羽よレヴイオ』」

　小さな光とともに先輩が浮いた。

　それはもう手品とかトリックとかじゃなく。

　浮いた、とゆーか……飛んだ。

　天井にくっつきそうな先輩は、あたしを見下ろしながら言う。

「このとおり、肉体の問題──つっ」

「先輩!?」

　先輩がいきなりベッドに落ちて、慌ててかけよるけど。

「…………そうか……これが生身の………………そうか……」

　先輩は手のひらを見たまま、なんか自分の世界に入っちゃってて。

　……なんとゆーか。

　めちゃくちゃスゴいことが立て続けに起きたのに。

　その、見覚えがある、ありすぎる、懐かしい先輩の姿に、二度と見れないと思ってた動いてる先輩に──。

　なんかもう、めっちゃウケた。

「──ぷっ、あははははははっ、あはははははははは!!」

　異世界とか魔法とか七三六二日とか。

　ぜんぶどーでもいい。

　そんなことはどーでもよくて。

　二年前から。

　二年間……や、二〇年間？

　ともかく。

「ぜーんぜん……変わってないっすね、先輩」

　めちゃくちゃテンション高く言ったつもりだったのに、なんでか声が震えてて、あたしは自分が泣きそうになってることにびっくりする。

「あ、あれ？　……やば……ちょ、タンマで……」

　すごくうれしいのに。

　すごくうれしいから。

　涙なんて見せたくなくて。

　顔をそむけたのに、先輩はどーゆうわけか正面に回り込んできてあたしの手を取った。

　……や、あの……さっきもだけど、いきなり手とかにぎられるとフツーに焦る。

「ちょ、今は……」

「──桑こ折おり、に……聞いてほしいことがある」

　先輩のそのせつなそうな表情は。

　二年前見たヤツで。

「異世界に飛ばされて……何度飛ばされてもずっと。元の、世界に……。ここに戻ってこようと……生き続けられたのは、桑折に伝えたいことがあった、から……」

　らしくない、たどたどしい言葉。

　先輩があたしに伝えようとしてたこと。

　ずっと気になって。

　病院に通って。目覚めるのを待って。

　なんでそこまでするのか自分でも不思議だったのに。

　今になって、このジョーキョーで、わかった。




「俺は、桑折が好きだ」




　──あたしは、先輩が好きなんだ。




　だから気になって。

　ずっと病院に通って。

　気づいてみれば当たり前で、すごくカンタンなことだったんだけど──

「先輩、それ……告白ってことで……おけまるです？」

「…………告、白……？」

　なんでか、先輩は目を見開く。めっちゃびっくりする。

「え。どんなリアクションっすかそれ」

　そこで驚くとかある？

「えっと、あたしが好きってことは……あたしと付き合いたい……ってことですよね？」

「付き合う──!?」

「いやだから…………え？　もしかして違ってました？」

「…………、……そうか、俺は……桑こ折おりと付き合いたかった……のか？」

「疑問形て」

　告白した相手に聞くて。

「桑折に、命を救われて……そうか…………そういうことか、なるほど……！」

「…………くっ──もームリっ」

　先輩から顔をそらして、あたしは噴きだす。

「あははははははははっ、今自分の気持ち確認するて！　告白した相手に言われて気づくて！　そもそも先輩どんなタイミングで告ってんすか!!　二年寝ててやっと目覚めたと思ったら異世界帰り……異世界帰りっ!?　マジよりのマジで魔法!?　それでしかも今告白!?　も、盛りすぎぃ～っ、あはははははははははっ!!」

　さすがに床を叩たたいて笑ったのはやりすぎだったっぽく、看護師さんがびっくりしながら入ってきて、起きてる先輩を見てもっとびっくりして、悲鳴みたいな声をあげながら先生を呼びに行って、そのジョーキョーがツボってあたしはまた笑う。

　そんなあたしの姿を先輩はぼんやりと見ていて。

「そんなに……おかしいのか………………そうか……」

　なんかもうおじいちゃんみたいなおだやかさに、あたしは涙を拭いながら言う。

「お、おかしすぎだし……おかしすぎオブザイヤーは先輩のモノです……っ。……はー……笑いすぎてお腹なかいたい……」

　これ以上はムリ。ムリよりのムリムリ。

　もう笑いたくないマジで。

　そう思いながら先輩を見ると、すっごく静かに微笑ほほえんでた。

「また桑折の笑う姿が見れて嬉うれしい」

「──」

　それは。

　そういうのは。

　ちょっと、ほんと。

「…………反則、っしょ……」

「反則？」

「なんでもないです！」

「……？」

　ヤバい。熱い。

　たぶん顔真っ赤なんだと思うけど、笑ってたせいで最初から赤かったはずだから、ごまかせてるってことにして、あたしはパン、と手を叩たたく。

「と、ともかく！　先輩はあたしと付き合いたいってことでいーですよねっ？」

　あらためて確認すると、先輩はキョトンとしたあと、急に顔を赤くし、手で口をおおい、

「いや……その……」とか言い出して、挙動不審になって……いやマジかわいいなこの人。

　そのまま放っておくとあたしが悶もだえ死にそうだったし、なにより。

「──いーっすよ」

　先輩の告白があたしもめちゃくちゃうれしかったから。

「先輩、おもしろすぎるから──付き合ってあげます」

　そう言ってにひっと笑うと、先輩はまぶしそうにこっちを見て──フツーに倒れた。

「先輩!?」

「………………『肉体強化コンフオータンス』が……切れ…………」

「このタイミングで!?」

「……だい、じょうぶ………………すぐに、かけ……なおせば…………ぅ、魔力、が……」

「ちょ、先輩!?　──せんぱーいっ!!」

「大丈夫ですか渡わた世せさん！　渡世さん!?　先生、渡世さんが!!」

　と。

　そのあとＩＣＵ集中治療室に入れられた先輩が、少し寝て魔力？が回復したっぽく、フツーに起きあがって病院の人たちが絶叫するトラブルがあったりはしたけど、そーゆうこともぜんぶおいといて。




　桑こ折おり那な乃の一六歳、異世界帰りの彼氏ができました──。






Memory 1　退院祝いとショッピングモールとあたし









「先輩、退院祝いはなにがいーですか？」

「……退院祝い？」

　ものすごい回復力で、いろんな検査をパスし、先輩の退院があっさり決まった。

　荷造り……がないので、着替えたら即帰宅で、今は書類関係がそろうのを待ってるっぽい。

　とくれば次にやるのはハデめな退院祝いパーティー──だと思うけど。

「いや、祝われるようなことはなにもしていない。気持ちだけで大丈夫だ」

「はい、そーゆう遠慮はいらないでーす」

　両手で×印をだすと、先輩はまばたきをして「だが」とか言いかけたので、あたしはさらに続けた。

「てか、あたしがしてあげたいんですよ、先輩に。……ダメっすか？」

「………………ダメじゃ、ない……」

　顔赤くしてる先輩かわいい。マジ天使。

「よろしい。あ、ってゆっても、『退院祝いはお前がいい』とか、そーゆうのはさすがになしっすよー？」

「そんなこと言うわけがない……」

「えー、彼女なのにー？」

「──彼女だからだ。大事にしたい」

「………………そっすか」

　……今のはちょっとヤバかった。

　不意打ち禁止。

「あ、あー、でですね！　ほら、先輩、異世界で二〇年すごしてきたじゃないですか？」

「ああ」

　これ、マジのマらしい。

　なんか精神？だけ飛ばして異世界に行っていたとかで、先輩の中では二年じゃなくて二〇年経たってるとかなんとか。

　そのあいだ五つも異世界を渡り歩いてそれはそれは大変だったらしいんだけど、その影響がこっちに帰ってきてからもめっちゃ出てるっぽくて。

「──桑こ折おり」

「え」

　突然身を乗り出して凛り々りしい表情になった先輩が、あたしの口元に人差し指を立てて、ドアの向こうをにらむ。

　それだけならドキドキするだけだったけど、先輩は反対の手でなにもないとこからメチャクチャファンタジーっぽい全力銃刀法違反の刃物を取り出していた。

「ちょ──」

「しっ」

　人差し指を当てる、が手で口をふさぐ、に変わる。

　そのままドアの向こうをじっと見てた先輩は、しばらくしてからやっと手をはなしてくれた。

「……襲撃じゃなかったか……」

「い──いやいやいや『襲撃じゃなかったか』じゃなく！　それ!!」

「ああ……禍まが々まがしい魔力を放っているから魔剣に見えるかもしれないが、これは元々──」

「……いえ、魔力とか魔剣とかわかんないですけど、とりあえずしまってください……」

「……わかった」

　ちょっと首はかしげたけど、おとなしく言うとおりにする先輩えらい。

　えらいんだけど。

「えー……今めっちゃわかりやすくやらかしてくれたみたいに、先輩やっぱちょっとこっちの世界のジョーシキわかんなくなっちゃってますよね？」
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「いや、そんなことは」

「ありますから！　もう忘れたんすか、『ＩＣＵの悲劇』」

　すでにそんなカンジに病院で呼ばれちゃってるあたりすごいアレ。

「…………覚えている。すまん」

　素直な先輩かわいい。とか思ったらダメ。

　ここは心をオニにして続ける。

「だから、他の知り合いと会う系のやつはしばらくやめときましょー。お祝いも人呼んでぱーっとハデにパーティーとかしたいですが、いろいろきかれるとボロ出しちゃうカモなんで、それ系はもちょっと先輩が慣れたらってことで……」

「パーティー……」

「やっぱしたいですよね……せっかく帰ってきたんですし。気持ちはわかりますけど……」

「いや全然そういうことはないが」

「ないんかーい」

　ないんかーい。

「こちら側の……普通の人や、普通の生活は、少し見てみたい気はするな……」

　エモいカンジで窓の外を見る先輩につられる。

「ふむ……まー病院の看護師さんとか先生は、フツーの人たちではないカモですね～」

　てか看護師さんたち、二年昏こん睡すい→覚醒→即体調回復→退院というマジヤバルートの先輩を怖がって、あきらか距離とっちゃってるし……。

　まーその気持ちもわからなくはないけど……ちょっとだけムッとするし、できたら自然な、先輩のことを知らない人たちを見せてあげたいなってなる。

　それと。

「人もそーですけど、街なんかもなつかしーんじゃないです？　先輩がいた異世界たち……異世界たち？　がどういうとことかはわかんないですけど、ビルとかなさそう」

「……そうだな。確かに人そのものよりも街のほうが気になるかもしれない」

　思ったとおりの反応に、あたしは目を光らせる。

「とゆーことは──退院祝いはあたしとの街デートがいいと。そーゆうことっすね？」

「……街デート？」

「おけまる水産でーっす！」

　先輩めっちゃ首かしげてるけど、ここはいきおい。

「じゃ、今日はこれで解散ってことで、明日駅前広場で一一時に集合しましょー！」

「……集合、は、別にいいんだが……」

　これで解散？　という顔をしているので、あたしはチッチッチッと、指を振ってみせる。

「デート前の女の子はいろいろと準備がいるんですよ。──はいここテストにでまーす！」

　エア黒板を叩たたいたあたしを、先輩は無の表情で見てくる。

　あ、ヤバイ……ちょっとアゲすぎた？

　でもしょーがない。

「とゆーわけでまた明日です、先輩」

　秒で病室を出たあたしは、ウキウキとスマホを開いてカットの予約を──と、その前に。

「あ、先輩もちゃーんと気合い入れて来てくださいね～！　退院祝い＆初デートなんですから」

　特になにも考えずに言った軽口。

　まさかそれが余計な一言だったなんて──このときのあたしは思いもしなかったのである。





　　　　★☆






　翌日、駅前広場に三〇分も早く着いてしまったあたしは、先輩とのデートを楽しみにしていたことをここに認めます。

　アラームが鳴るより早く起きて、髪もネイルもバッチリ、ちゃーんとデートスタイルのオシャレもしたら、なんかウズウズドキドキして、だいぶ早かったけど家を出てしまった。

　スタパで時間を潰そうとして、いやでもあとで先輩と行くかもな？　と思いなおして、想像したらめっちゃ楽しそうだったので、待ち合わせ場所に直行。

　なんかやたらとまわりで「なにあれ……？」「コスプレ？」とかザワついてたけど気にせず、三〇分なにで時間潰そっかな～ってスマホを開こうとしたら隣に先輩がいた。

「ぅえっ!?」

　びっくりしすぎて手からこぼれ落ちたスマホを、先輩は手も触れないで（たぶん魔法で）ひろってくれたので、お礼がだいぶ変な感じになった。

「あ、りがと……ござい、ます……？」

「早いな、桑こ折おり」

「いやそれ自分でしょ……待ち合わせ一一時っすよ？」

「八時にはいた」

「早すぎ!!　異世界は一八〇分前行動がジョーシキなの!?」

「……異世界の、常識……といっても、どの世界かにもよるし、各国、各地域でも違うな。そもそも人が──」

「や、そんなガチな答えがほしかったワケじゃないですけど。とゆーか先輩」

　あたしはそこでようやく、先輩を見た瞬間からずっと思っていたことを口にした。

「その格好……なんです？」

　一言で言うと鎧よろい。

　めっちゃ──鎧。

　病室でいきなり抜いたファンタジー剣にすっごく合いそうなコーデを、先輩はバッチリ決めていた。

　……そっか～。まわりがザワついてたのこれか～。八時からいたのか～。

　あちゃーっとあたしが顔を押さえていると、先輩はしれっと、なんだったらちょっとドヤ顔で言った。

「『天星鎧ステラリウス〝影月スキラ〟』だ。こう見えて敏捷性アジリテイにも大きく補正がかかる」

「……なるほどなるほどアジリティにね……で、なんでそんなスゴイのフツーの街デートに着てきちゃったんです？」

「気合いを入れて来い、と」

「…………言いましたけども」

　ちょっと誇らしげなのもキュンときますけども。

「なにか違っていたか？」

「そっすね～……えっと……もうなにが違うのかわかんなくなるくらい違っちゃってますね……」

「そうなのか…………すまん」

　……ん～。しゅんとする先輩もイイ……とか言ってる場合じゃなかった。

「なら、すぐに脱──」

「あ、待ってください、ウェイトです先輩！」

　脱ぐ、といっても物理的なやつじゃないのが察せられたので、あたしは全力で止めて周囲の目を気にしつつ、公衆男子トイレのほうへ誘導する。

「着替えはトイレの個室で……！」

「……わかった」

　素直な先輩はトイレに入ったかと思うと秒で出てきた。

　で、その中身は。

「なるほど、ジャージですか～」

　まあしょーがないよね。脱ぐと思ってなかっただろうし。

　と同時に、イイコトひらめいた。

「──わかりました。ちょっとプラン変更でいきましょー」

「プラン変更？」

「はい。デートにはツキモノのヤツです」

　や、ホントにそーなのかは知らないけど。

　首をかしげる先輩に、あたしはにひっと笑ってハイテンションに言った。

「まずは先輩の服を選びにショッピングモールにゴー！」





　　　　★☆






　こういうとき、そこそこ栄えたトコに住んでるとベンリ。

　反対口のショッピングモールららぽに入って、イイカンジっぽいメンズ服のショップを順番にせめていく。

「いらっしゃいませ。なにかお探──」

「あ、自分らで選ぶんでダイジョブで～す」

　たまに接客に来るスタッフさんにやんわりお断りを入れ、

「先輩先輩、これとかどっすか？　ちょっとそっち向いて……んー、こっちのほうがいーかな？」

「……薄い……」

「え？　生地のコト？　……そですか？　わりとちゃんとしてると思いますけど」

「防御力デイフエンスの数値が絶望的すぎる……」

「防御力!?　防御力で服見るて……てか数値とか見えるんだ……あ、じゃ、これはこれは？　なんかチェーンついてるし強そう！」

「誤差とすら言えないレベルだ。それよりは向こうのマテリアルのついてるほうがまだ──」

「宝石ターコイズがマテリアル……!?」

「……ダメだな。これなら着ないほうがマシだ」

「ふ、服全否定～!?　あはははははっ！」

　ヤバみがすごい。

　めっっちゃ楽しい！

　先輩は、あたしが勝手に服を当ててもぜんぜん嫌がらないで、むしろわりと乗り気で着てくれて、それがもっともっと楽しいカンジにしてくれる。

「てか先輩、好きな色なんです？」

「特にないが……強いて言えば環境色だな。どうせサーチ系の魔法を使われるからと軽視しがちだが、物理的な迷彩効果は意外と馬鹿にできない」

「ふーむ……よくわかんないですけど、迷彩ってことはグリーン系とかかな……？　あ、このシャツいっすねー！　先輩にあう気がする～」

「……わかった、買ってくる」

「判断はやっ！」

　合わせてないし！　あたしなら絶対そんなカンタンに決めれない。

　てか値札見たら、フツーに高くない!?

　メンズのってなんかやたら高いんだよなー……とか思ってるあいだに、先輩がレジに直行しだしたので、慌てて回り込む。

「ちょちょ、ちょっと待ってくださいって！　もーちょっと考えてからでも……」

「大丈夫だ。桑こ折おりが選んでくれたものなら」

「めっちゃ自信もって言いますね……それはそれであたしにかかるプレッシャーが……」

「桑折は……嬉うれしくないのか？」

「え？　あたし？　……あーまあ、自分の選んだものを着てくれたらアガりますけど……」

「なら問題ない。桑折が喜んでくれるのがなによりも嬉しい」

「────」

　いや。

　急にそんな笑顔で言うの──

「ズルいでしょ……」

「……？　ああ、すまん。桑折にもなにか買おう」

「や、そうじゃなくて！　てか待って、あたしに買わせてくださいよ、退院祝いなんですし」

「いや、それは大丈夫だ」

「いえいえダイジョブとかじゃなく」

「いや」

「──あーもう、じゃあ下！　パンツはあたしが買いますからね!?」

「……ありがとう」

　だからその突然の素直やめて……。

　無愛想からちょっと照れた顔になるのめっちゃニヤけるし……しんどい。もっとお願いします。

「では……ひとまずこれだけ買ってくる」

「はーい」

　と見送ったまではよかったものの。

「──!?　お客様、これは……」

「……？　なにか問題があったか？」

「いや問題っていうか……」

　──はいはい、なんかレジで揉もめてますねー!?

「すみませーん、どしましたー？」

　慌てて駆けつけたあたしに会計をしていたショップスタッフさんが「お客様がこちらを出されて……」と言って見せてくれたのは明らかによその国の──いやナニコレ。お金？

「……ああそうか。こちらの世界の……、……円だったか、確か」

　間違いに気づいたらしい先輩が当たり前のようになにもないところに手を突っ込んだので。

「マジック！　ここでマジックっすねー!?」

　と大きな声でごまかしにかかったものの、ショップスタッフさんは「は？」みたいな顔してたのであんま意味なかったかも。

　とりあえず急いであたしがお金を払い、店員さんには「手品好きなんですよ～ごめんなさ～い」みたいなカンジでムリヤリ押しきって店の外にでて。

「先輩……お願いですから今日はあたしにぜんぶまかせてください……」

　心からお願いしたら、先輩はわかってくれた。ホントによかった。マジで。

　そのあと似たようなショップを何軒か回って、シャツにあうスラックスを買うとジャケットもほしくなっちゃったので付き合ってもらい、いーカンジのヤツをゲット。

　とゆーわけで。

　まとめて試着してもらった結果！

「おー！」

「……着てみた、が……」

「おおお～！」

　ジャケット、シャツ、スラックス姿の先輩は垢あか抜ぬけ感パなかった。

　やー、こーゆうのって素材の良さが大事になってくるけど、先輩は身長高めで細身だからスラっとしててフツーにめっちゃ似合うヤツ！

　てかジャージのときは気づかなかったけど、シルバーの細めネックレスがイイカンジにアクセントになってる。

「ん、ちょっと袖まくってみてください。うんうん………………いっすね！」

　ビッと親指を立てると、先輩は少し首をかしげてから顔をそらし、小声で。

「………………そう、か」

　むふ……照れてる照れてる……。

　と、先輩の照れ顔をタンノーしてたら、近くのショップに気になるものを見つけた。

「お……先輩ちょっとそこみてきてもいーです？」

　こくりうなずく先輩を確認してから、あたしはお目当てのコを手に取る。

「あはっ、やっぱそーだ。……かわい～」

「それは……？」

「ん、シュシュですよシュシュ。ほらこうやって髪をまとめるのに使ったり、手につけてみたり」

「ああ、桑こ折おりの右手首のやつか……」

「ですです。……ほら、このシュシュのここについてる白黒のネコ……めっちゃかわいくないっすか？　地味に集めてんすよねー」

　好きな動物は？　と聞かれたら秒でネコ！　と答えるくらいにはネコ派なので、ネコグッズはいろいろ持ってるんだけど、特にこの〝シロクロネココ〟は最近のお気に。

「うん、これは買い～！　じゃ、ちょっと行ってきまーす」

　会計してほくほく顔で戻ってくると、先輩が少し離れたところにいた。

　あたしが声をかける前に気づいた先輩は、すたすたとこっちに近づいてきて、

「桑こ折おり、これ……」

　差し出された手にのってたのは、白と黒のキラキラ輝くやたら高そうなブレス。

「わ、なんですかこれ。かがやきハンパな！」

　白金とか黒金とかいうやつ？　黒金って聞いたことないけど。

　はー……めっちゃきれーだし、なにより。

「めっちゃ高そ～……」

「もらってくれ」

「…………はっ!?　いやいやいやなにいってんすか、絶対お高いやつでしょ!!」

「金額はついていない。《ステロウン》で勝ち抜いて手に入れたものだ」

「ステ……勝ち抜いて!?　──あ、異世界のヤツか！」

　さらっと異世界からのアイテム出すな～。ドラ○もんみたい……ってゆーのはともかく。

「もらえませんよ！　てか、急になに!?」

「桑折が、集めてると……言っていたから」

「んん……？　あたし別に腕輪集めてなんて──」

　ってそこまで言ってから、あたしは右手に持ったままのシュシュに気づいた。

「あ。ああ～シュシュのこと？」

　シュシュ＝腕輪になってるけど。

「違いますよー。まあシュシュもそこそこ数持ってますけど、集めてるのはほら、このネコのグッズです」

「……ネコ──ネコ科のような見た目の精霊なら喚よべる」

　って言いながら人差し指をうっすら光らせはじめたので、慌ててその指を両手で包む。

「いやいやいやいや喚ばないでください！　ここで喚んだら絶対ダメですよ!?」

　思わず二回言って念を押す。

　それでもなんか言いたげにしている先輩の奇行に、あたしはようやくピンときた。

「もしかして……あれですか、あたしがなんか全部やっちゃってるから、悪いなーお返ししなきゃ……とか思ってます？」

「…………」

　その沈黙はさすがにイエスだってわかった。

　まーあたしも逆の立場だったらそう思うかもな～ってなったのもあるけど。

　でも。

「先輩……いーですか？　今日は先輩の退院祝いで、先輩がゲスト、あたしがホストです。だから気にする必要なっしんですよ。オッケー？」

　と言ったところで、先輩は黙ったまま。

　うーん……しょーがない。

「てか、あたしのほうこそ先輩振り回してません？　ほら、そのジャケットだってあたしが着てほしくて買ったし……なんかいろいろ申し訳ないなーってめっちゃ思ってるんですけど……」

　これは半分本心。

　ちょっとしゅんとしてみせたら、先輩はわかりやすく、といっても表情はほとんど変わってないカンジで慌てた。

「そんなことは……ない。俺は……桑こ折おりの、そういうのも楽しいと思って──」

「でしょ？」

「……？」

「先輩が楽しいように、あたしも今めっちゃ楽しいです。それなのにお礼とか、おかしいでしょ？」

「────」

　目からウロコがおちた、みたいな顔をする先輩にちょっとクスリときて、あたしは先輩に笑いかける。

「まーそれでもなんか悪いなーって思うのなら……あたしの服買うのにもちょっと付き合ってください。あ、言っときますけど、先輩の服選んでたときの三倍は時間かかりますからね～？」

　にひっ、と笑ってみせると、先輩も頬ほおをゆるめてくれて、もうなんかそれだけでふわあってなる。

「お、とか言ってたらちょーどあたしの好きなショップがあるじゃないっすか。寄っちゃいますよ～！」

　いつも行くショップにはちょうどあたし好みっぽいニットワンピが置いてあって、

「試着してきまーす！」

　先輩の返事も待たずに試着室で着替える。

　よしよし、我ながら自然な流れにできた……。

　しかもこれ……ホントにいいカンジなんですけど～！　キテるわ～！

　一回鏡でキメてみてから試着室のカーテンを開ける。

「じゃーん！　どーですか先輩？　イェィ♪」

　そのままなんちゃってのポーズを取ってみたり。

　といっても相手は先輩なので、まー照れるか防御力とかの話をするかの二択だと思ったら。

「すごく──いいな」

「…………へ？」

「色合いや形もそうだが……ふわふわとして……その、俺は服の造形に詳しくないから、うまく言えないんだが……なんというか、桑こ折おりにとてもよく似合っていて……かわいいと思う」

「────」

　いや、そんな、一生懸命言葉にできないことを言葉にするカンジとか──。

　そんなの……ヤバいでしょ。

「……桑折？」

「で、でしょー!?」

　うっ、今絶対声おっきかった。

　思わずその場にしゃがみこみたくなったけど、ギリギリで耐えて、でも顔だけは絶対ムリだったので手で隠して……隠せてることにして！

「と、とりま買ってこよーかな！」

　ごまかしつつ試着室のカーテンを閉めようとしたら、先輩に止められた。

「え」

　え。

　なになに。

　って顔してたら、先輩はなんかちょっと迷うようにしてから言った。

「桑折は……服を、たくさん持ってるのか？」

　……ん？　急になんの話？

　って思ったけど、とりあえず素直に答えとく。

「そですね～……わりと持ってるほうかな～？　服はあればあるだけ嬉うれしー！　ってカンジなんで。プチプラとか、メリカリとかもよく使って……ってゆーか女の子ってだいたいみんなそーだと思いますよ？」

　トモダチどころかうちのママもそうだったので、たぶんみんなそう。

　そーゆう意味では女の子はいつまでも女の子ってゆー。

「てか、それがどーかしたんです？」

　首をかしげると、先輩は目をそらしてまた落ち着かないカンジになった。

「その……桑折が気に入れば、なんだが……」

　そう言って先輩はまたなんでもないところに手を突っ込むと──なにやら透き通って見えるキラキラした布を取り出した。

「もらってくれないか」

「……いやもうどこからツッコんだらいーのやらってカンジなんですが……え、なにこれ！」

　確実に異世界のアレだと思うけど、肌触りがめっちゃよくて、すっごい薄い生地なのに、信じられないくらいしっかりしてる。

　なにより──。

「めっちゃ装飾キレイ！」

　キラキラしてるのがなんなのかわからないけど、ワンポイントでついてるちっちゃい宝石みたいなのがキレイすぎてヤバい。

　ケープみたいだからいろいろ応用きくし、これは買いなのでは……？

　売ってるものなら、だけど。

「『神精霊の加護』と『竜神の霊跡』が二重にかかっていて、ステータス補正がかなり大きくなっている。ここまでのものは……あらゆる世界を探しても、あまりない」

　ビミョーに得意そうな先輩にはすごく申し訳ないけど……そこはわりとどーでもいいかな。

　んー……たぶんここのお店以外の服とか試着室で着たらダメなんだと思うけど……。

「えっと……じゃあちょっとだけ」

　トップスに羽織ってみる。

　……ウソ、軽っ。

　あと気のせいかもだけど──

「……あったかい……」

　体の中からあったまるってゆーか、ぽかぽかするってゆーか。フシギ。

　てかなにより見た目的にフツーに使えそう。

「や、これめっちゃいーですね」

「そうか……あまりいい想おもい出でのあるものじゃないんだが、ステータス補正が高いことは間違いないし、桑こ折おりに着てもらえるのならよかった」

　いやだから先輩も、そうやってすぐ──。

　ん？

「あまりいい想い出があるものじゃない？」

　聞き返すと、先輩はうなずいて、アンニュイなカンジになる。

「《アトフィア》でつきまとってきたヤツが身につけていたものだからな……」

「え」

　古着なのはぜんぜん気になんないけど。

「つきまとってきた人が身につけてたって……」

「ああ大丈夫だ。ちゃんと『解析アナリシス』魔法も通してある。モノ自体は確かだし、呪いもかかっていない」

「呪い!?」

　ソッコーで脱いだ。

　先輩は少し残念そうにしてて、ちょっとかわいそうになったけど……さすがにな～。

　こういうとこ、ホントに先輩異世界にいたんだなーってなる。

　てか、つきまとってきた人ナニモノ……？

　聞いてみたいような、ちょっと怖いような。

　ビミョーにもやりながら店を出たところで──ピンときた。

「もしかして先輩の首のアクセも、異世界アイテムだったりします？」

　なにげ気になってた。

　昏こん睡すいする前の先輩はアクセとかぜんぜん興味なかったから。

　それなのに当たり前につけてるって……フツーになんかあったと思う。

「…………気づいていたのか」

　めっちゃ重い感じの反応に一瞬地雷かと思ったけど、先輩はあっさりそれをハズした。

　見た目シンプルな細めシルバーネックレス。

「近くで見るとキレーっすね……あ、なんか彫られて──」

「触るな!!」

　わりと強めに手を払われた。

　びっくりしたけど、それ以上に先輩が傷ついたような顔をしたことのほうに驚く。

「…………先、輩？」

「……す、すまん……大丈夫か……？」

「あ……い、いえ、こっちこそ勝手に触ろうとしちゃって……えっと、それもステータスとかがあがったりするアイテムとか？」

「いやこれは関係ない。完全にただのアクセサリーだ」

「え。あ……そ……なんですね」

「ああ……」

「……そですか」

　あー……ヤバいヤバい。すっごいギクシャク。

　やっぱ地雷だったじゃーん、あたしのバカーぴえん……って後悔しかけたところで、先輩が言う。

「……この『束縛の首輪』は、シャルティニア……とある異世界人から贈られたアイテムだ」

　え。

　プレゼント？

　それって──って思ったら、もう言ってた。

「そのシャルティニアってゆー人……女の人です？」

「……よくわかったな。さっき言った《アトフィア》でずっとつきまとってきたヤツだ」

　重苦しく言う先輩に、あたしは「おおう……」ってなる。

　なんとゆーか……これはアレだ。

　男女のアレがあったカンジがヤバい。

「えっと……長い異世界生活ですし……まあ、仲間とかいたら……そーゆうことも起きますよね……」

「……仲間？　そんなものがいたことはないが……桑こ折おり？」

「うん……そもそもなにかあったとしてもあたしになにか言う権利とかないし……」

　まだカレカノとかの関係ですらなかったし。

　だからまあ。

　しょーがない。

　……ヘコまないっていったらウソになるけど──。

「待て、勘違いしてる!!」

「うわ、びっくりした！」

　急に今日一の声とか……。

　びっくりしてるあたし以上に、先輩がびっくりするくらい焦ってるのがわかって、あたしは言う。

「や、ダイジョブですよ先輩。あたしそーゆうのわりと平気なほうだと思うんで……」

「俺がよくない！」

　お、おお～……先輩アツい……とか、ちょっと感動したりしてるあいだに、先輩はなんか覚悟を決めたっぽい顔になった。

「……わかった。証明する」

「へ？　証明……って先輩、なんかめっちゃ距離近いような──」

　先輩はものすごく近いとこからあたしに手を伸ばして──突然景色が消えた。

「え……は!?　え!?」

　なんか浮遊感？　みたいなのと一緒に、ぱっと切り替わった景色は見覚えがない……とゆーか、あきらか日本じゃなかった。

　夕方？　っぽいし。

「《アトフィア》最大の国ラストリス……ソメイル平原だ」

「すっご……!!」

　映画館の画面が三六〇度全面に広がってるみたいな……映画の画面の中にあたし自身が入ってるカンジ……？　とにかくめっちゃヤバい！

「『追体験エクスペリエンス』──俺の過去を映像のような形で出力する魔法だ」

「先輩の過去……？」

　異世界の？

「これがおそらく、一番早い」

「はあ……早いって──あれ？　先輩？」

　平原にぽつんと立つ一本の木に、鎧よろいを着た先輩がよりかかっている。

　今より……なんか、だいぶ冷たいカンジ。

『──お呼びだてして申し訳ありません』

　映像の中の先輩が冷たい視線を向けると、その先に黒い布をかぶった女の人がいた。

　黙ったまま見つめ合う二人。

　やがて女の人のほうがパサっと布を取る。

　おお～金髪きれー……てかスタイルいいなー………………って待って待って。

「マジでめちゃくちゃ綺き麗れいなんですけど!!　え、待ってこの人がシャルティニアさん!?」

　どちゃくそ美人……てゆーか、あたしが今まで見た人類の中でダントツなんですけど!!
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　見た目人だけど人じゃないとか、もはやそういうレベル。あきらか違う存在。

　宝石みたいなおっきな目に、お人形みたいな顔。ちょっと耳が長いけど、それもなんか超キュートだし、スラリとした手足とかスタイルカンペキとか、マジでヤバすぎる。

　編み込んだ金髪は陽ひにあたってキラキラしてるし……てかなにこのイタみとムエンっぽい無敵ヘアー。肌とか毛穴ゼロだし……。

「桑こ折おり……？」

「あ……ゴメンナサイ」

　めっちゃ近くでガン見してた。

　現実なら通報されてたかも。

　この映像便利～……。

『なんの用だ』

「や、どんなシャンプー使ってるのかなって思って……」

　って、声出したの映像の中の先輩～！

　……恥ずかし。

　あたしが赤くなってるあいだにも、過去の先輩と超美人──シャルティニアさんの会話は続く。

『あの件について……考え直していただけましたか』

　うつむきがちに話すシャルティニアさん。

　仕草もなんかキレイだし、声もいいじゃん……完璧かこの人。

　ってストップ。

「あの件ってなんです？」

「……平たく言えばシャルティニアとの子供──つまり子作りをしろと迫られた」

「子作りっ!?」

「この世界に俺をとどめるための体のいい枷かせだ。この世界で俺はこの上なく都合のいい存在だったからな」

　ど、どゆこと……!?　ってなったけど過去の先輩がしゃべっていたので黙る。

『興味がない、と言ったはずだ』

『ど……どこがダメなのでしょうか？　変えられることであれば変えます……。ですから──せめて理由をお聞かせください』

『お前に言ったところで意味がない』

『そんな……』

『そもそも俺はこの世界に興味がない』

『ですが……ですがあなたは救ってくれました。ずっと閉塞していたこの世界を……この世界に囚とらわれていたわたしを……！』

『…………』

『ま、待ってくだ──あっ』

　シャルティニアさんが転ぶ。

　こんな綺き麗れいな人が汚れるなんてとんでもない!!　ってゆーナゾ理論で思わずかけよったけど、あたしの手はシャルティニアさんをすり抜けてしまう。

　そうしてるあいだにも先輩はどんどん歩いていってて……スルー力マジハンパない。

『待って……待──』

「ここだ」

　現実の先輩の声のあと。

『わ──わたしは!!　あなたに呪いをかけました!!』

　ピタリと過去の先輩の足が止まる。

『あ、あなたが……わたしから受け取った『自由の首輪』の本当の銘は……『束縛の首輪』……！　えっと……対象は……その首輪を外そうとした者……あ、あと、その首輪に触れた異性は、みな呪われます！　呪いの内容は……ええと……すごく……すごい、おぞましい……口にもできないものです!!』

　…………うっわ……。

　めっちゃ必死……。
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　めっちゃ必死にウソついてる……。

　涙目で、すっごい一生懸命に。

　しかもこれあきらかこの場で考えたやつ……。

　って誰でもわかると思うんだけど──

『…………なぜ、そんな呪いをかけた……？』

　信じてるー！　先輩普通に信じてるー！　逆にスゴい!!

『お、教えてほしい、ですか……？』

　先輩に振り向いてもらえてシャルティニアさんうれしそう～！

　なにそれ～フツーにカワイイんですけど。

『…………』

　過去の先輩は黙ってシャルティニアさんをじっと見つめてから──そのまま空飛んでっちゃった。

「えええええええええー!?　なんでっ!?」

「信じられないだろう……。異世界で大抵のことは受け流せたが、こればかりは俺も愕がく然ぜんとした……」

「いやいやいや愕然としてるのは先輩に対してですけど！」

「……俺？」

「いやだって──この人絶対先輩のこと好きでしょ!?　呪いもフツーにウソじゃん!!」

　って全力で叫びそうになったのを、ギリギリで耐える。

　そんなことしたらいろいろまずい。気がする。

　かわりに深呼吸して、泣いちゃってるシャルティニアさんに「先輩がごめんね……」と心の中だけで謝ると、突然景色がまた変わった。

　まぶしさに目をとじて、もう一回ひらくと、もとのショッピングモールに戻ってた。

「というわけで、シャルティニアには《アトフィア》にいたあいだずっとつきまとわれていたが、桑こ折おりの懸念するようなことは一切ない。むしろ恐ろしい呪いをかけられた忌まわしき相手だ」

「………………うん……はい……」

　確かに先輩が、女の子でもうっかりすると惚ほれてしまいそうなシャルティニアさんにスルー力ハンパなかったのは伝わった。

　伝わった、けど。

「……一個聞いてもいいですか」

「ああ」

「なんでシャルティニアさんじゃダメだったんです？」

　あんなに綺き麗れいで美人でカワイイのに。

　見た目もそーだけど、ウソの下手さとか、先輩が信じちゃったのとか……今まであーゆうことしてなかったからってことだよね。

　とゆーことは中身だってピュアですっごくイイヒトなんだと思う。

　超絶カワイくて性格もいい。

　そんな子が好きピだって言ってたのに──先輩は受け入れなかった。

　なんで？

「…………」

「……先輩？」

　急に先輩が黙った。

　とゆーかこっち見ない。

　目を合わせようと回り込んでも、のぞき込んでもさけられる。

「……おーい……？」

「…………」

「せんぱーい？」

「…………こ……桑こ折おりしか……」

「あたし？」

「……桑折しか……そういう相手は……考えられなかった、から」

　…………。

　………………。

　……………………いやいやいや。

　いやいやいやいやいやいやいや。

　そんなん。

　そんなん……なんかもう。

　なんかもう、なので。

　あたしは熱すぎる顔を手であおぎ、さりげなく離れようとして……やっぱりやめて。

　イキオイで──先輩の首のアクセに触った。

「な……っ、なにして──」

「別に、不幸になってもいーですよ？」

　だって。

「だって今めちゃくちゃ幸せですもん」

　それはもう。

　少し目減りしてもぜんぜんヘーキなくらい──。

　とか。

　やっちゃってから、めっちゃ恥ずかしくなってきて、あたしは早口で続ける。

「そ、そーゆうことで！　とりあえずアクセ買いにいきませんか？」

「…………アクセ？」

　うん、ハテナってなるのは当たり前だと思う。

「えっとですね、ほら、カノジョとしては、カレシが他の女の子からもらったものをずーっと身につけてるってゆーのは……まあ、なんとゆーか……ビミョくて」

「………………そう、だな…………すまない」

「あ、いやいや謝らないでください！　先輩のそれはほら、しょーがないってゆーか、フツーじゃないのですし」

　とゆーか、むしろあれはシャルティニアさんがカワイソーすぎた……。

「ただ、ですね……それでもまあ……ちょこっとフクザツはフクザツなので……そこらへんまるっと解決できちゃう名案をあたしは思いつきました」

「名案？」

「もう一個つけちゃえばいーんですよ」

　外せないなら重ねちゃえばいいじゃんとか、めっちゃ単純だけど。

　嫌なら忘れちゃえとかそーゆうのもチガう気がするし。

　なにより、あたしはまだ先輩と付き合ったばっかで、これから二人でいっぱいいろんなことする予定だから。

　その最初の一歩として。

「あたしと先輩で……おそろのペアアクセつけませんか？」

　それならシャルティニアさんのつけててもセーフにできるし、もしかしたら先輩の中のアクセへの記憶もよくできるかも──ってゆーのはさすがにツゴウよすぎ？

「あ、もちろん先輩がよければですけど……」

「いい」

　喰くいぎみで。

「──つけたい。桑こ折おりとのペアアクセ」

　そう言ってくれた先輩が本当に、めちゃくちゃうれしそうだったから。

　あ、これサイコーのプレゼントになったのかも──ってなったので、先輩の退院祝いもできてオールオッケーかなって思いました。まる。






Memory 2　学校とお昼ご飯とあたし









　俺は幸せなのだろうか。




　もちろん、幸せという言葉の意味は理解しているし、字義通りに受け取ればそうとしか言いようがない。

　だが、実感を伴ってそのことをわかっているかといえば首をかしげてしまう。

　異世界にいた七三六二日間、ずっと望み続けていた元の世界への帰還。

　いや……元の世界に戻れなくてもよかった。

　ただ桑こ折おりに感謝を──想おもいを伝えられさえすれば。

　それなのに元の世界に戻れて。桑折にまた会えて。

　直接言葉で想いを伝えることまでできて──

「先輩、おもしろすぎるから──付き合ってあげます」

　望外の……特別な関係まで築けたのは、誇張なく異世界で起きたどんな驚くべき出来事より驚嘆すべきことで、『覚醒アルーサル』の魔法を何度もかけて念入りに確認しても、まだ現実だと受け入れられない。

　だから。

「あ。せんぱーい、おはようございまーっす」

　制服姿の桑折が、笑顔ですぐ近くまで寄ってきてくれても直視できなかった。

「あは、なんすかその顔～」

「…………眩まぶしすぎる」

「んー？　まぶしい？　今日そんな晴れてなくないっすか？」

　そう言って目を細め、きょろきょろと周りを見てくれる桑折が目眩めまいを覚えそうになるくらい遠い存在に感じる。

「あーわかった。先輩、またなんか変なコト考えてるでしょー？」

「変なこと……」

　変なこと、なのだろうか。

　これが変なことであるのか、俺には判断がつかない。

　だから言葉にしてみた。

「幸せについて……考えていた」

「しあわ……ぷーっ、なにそれ、めっちゃ先輩らしくてウケる～！」

　口を覆う桑折の、サラサラの髪。細く白い腕。眩しい太もも。

　なにより──本当に楽しそうなその笑顔は、一生見ていられる。

　ああ……そうだ。

　そうだった。

　俺はこの光景をずっと夢見ていたんだ……。

「アレですか？　あたしと一緒にいられるのが幸せとか、そーゆうコトっすか？」

「ああ」

「え」

　あまりにもその通りすぎて驚く。

　桑こ折おりはやはり鋭い。

「桑折とまたこうして……一緒に歩くことができて、幸せだ」

　言葉にしてしまえばどうということもない。

　こんな簡単なことに確信が持てていなかったなんて、我ながら愚かすぎる。

「……？　どうした急に屈かがみ込こんで」

「…………だから、もー……反則なんですって……」

「──！　もしかして状態異常か!?」

　状態異常の脅威は総じて時間経過にある。すなわち解除の早さこそがなによりも重要で

「だーっ、ストップ！　魔法使わなくていいですから！　ダイジョブですから!!」

「だが、顔が……」

「顔の赤さのことはほっといてください……てか今見ないで」

「す、すまん……」

　またやってしまった。

　やはりこちらの世界の常識がいまいち掴つかめていない。

　少し怒ったような顔をしているときの桑折もたまらなくて、ずっと眺めていたくなるのだが、桑折が嫌がることは絶対にしたくないのでこらえる。

　歩きながら横目でその様子を窺うかがうだけにしていると、桑折は「落ち着けあたし……落ち着け……」とつぶやいてからこちらを向いた。

「あー……ところで先輩、めっちゃ久しぶりですね、その制服姿」

「制服……」

　そういえば二〇年前、桑折は中等部の制服を着ていたが今は同じ高等部のものになっている。

　中等部の頃も可愛かわいかったが、今はそれ以上に可愛い。

「……正直、久しぶりという感覚すらない」

「学校とかの記憶、ほぼないんですもんね……。まー二年……先輩の中では二〇年ぶりなんでしたっけ？　……うっわ、二〇年ぶりの学校て！　パワーワードすぎる！」

　大きな目を丸くする桑折が驚いた表情でため息を吐ついたかと思えば、すぐに嬉うれしそうに笑う。

「あたしがまだ学校に残ってるあいだに戻ってこれてよかったっすね～。二こ上の先輩がタメになっちゃってるのはウケますけど」

「…………」

　同じ中高一貫校の中等部二年だった桑こ折おりと高等部一年だった俺。

　順調に学年を重ね、高等部に進んだ桑折と対照的に、こちらの世界で昏こん睡すいしていた俺は休学の扱いになっており、高等部一年のままだ。

　退学させられず籍が残っていただけでもありがたいのだが。

「ん、あれ？　もしかして……気にしてました？」

「……ああ」

「え！」

「桑折と俺は同学年だ。先輩という呼称はおかしくないか？」

「──あ、ああ～、そっち？　そっちか……びっくりした……」

「……？　なにがだ？」

「いえいえ、なんでも！」

　慌てたように手を振る桑折から爽やかな柑かん橘きつ系けいの香りがする。いい匂いだと思う。

「確かに先輩と同学年ですけど……えーと、ほら、年の差は変わらないわけじゃないっすか。だから、先輩は人生の先輩ってコトですよ！」

「人生の……なるほど……確かに長く生きた者を敬う概念はどこの世界でも比較的普遍的だった」

「あはははっ、長く生きた者を敬う概念て！　言いかた～！」

　お腹なかを抱えて笑う桑折の明るさに、ほんの数日前まで感じていた殺伐とした異世界の空気をすべて洗い流される気がする。

「とか言ってたら着いちゃいましたね～。しゃべってたらあっとゆーま……あ、職員室はそっちからですよ～。復学手続きとかあるんですよね？」

　いつの間にか辿たどり着ついていた学校がどうでもよくなるほど、桑折に魅入られていた。

「それじゃ先輩、またあとで！」

　ピッと頭の横に手を当てるポーズもよく似合う桑折は、軽やかに踵きびすを返していく。

「ナノナノ～、おっはー」

「おは～、あれ、前髪切った？　かわいいじゃーん」

「えー、マジマジー？　やったぜ～」

「ナノじゃーん、イェー！」

「イェー、なになになんかあったー？　めっちゃゴキゲンっぽ～」

「わかるー？　さすナノ～！　ねね、昨日のドラマ見た？　新人リーマン役の子がさ──」

　あっという間に友人たちに囲まれ、楽しそうに歩き去っていく桑こ折おりの姿。

　幸福を体現した夢のようなその光景に、ただただ俺は満足して──

「ん？　どうしたキミ。生徒の入り口は向こうだぞ」

　見知らぬ男に声をかけられ、我に返る。

　どうやら夢はまだ続くらしい──。





　　　　★☆






「てかさーナノー、さっきの人だれー？」

「え」

「一緒にきてなかった～？　ナノすっごい笑顔で話してたし」

「……」

　トモダチのツッコミにあたしはかたまる。

　さっきの人ってゆーのが先輩なのは、振り返ってチラチラ見てるトモダチからもカクテイで、あたしの今の反応からでもわかっちゃったと思う。

　たぶん、それでもごまかすことはできる。

　そーゆうのはわりと得意だから。

　でもそれは、先輩に対して失礼な気がした。

「えっと…………まあ、なんとゆーか……カレシ」

　いざ言うってなるとやっぱり恥ずくて、フツーに小声になっちゃったんだけど。

「ふーん、カレシか～。なるなる…………は!?　カレシ!?」

　トモダチのリアクションにビビる。

「ちょ、声おっき……」

「ナノが!?　カレシ!?　マ!?　マ!?!?」

「なになにー？　今カレシとか言ってなかったー？」

「ナノにカレシできたって!!」

「──は!?　ウッソ!!　え、ちょ待って待って！　マ!?　──大事件!!　ナノにカレシできた!!」

「──マ!?」

　ってカンジで。

　なんかあっとゆー間に広まってって──教室に着いたらすごい数のトモダチとかクラスメイトに囲まれたり。

「ええ……？　なにこれ」

　みんなヒマなの？

「ナノってめっちゃモテるくせに今まで一回もカレシ作ったことなくなかった!?」

「いやいやモテるくせにて～言いかた言いかた……まーカレシできたことないのはホントだけど」

「だよね!?」

「てかこの前も他校のイケメンに告られてたじゃん！　あれ拒否ったんしょっ？」

「あたし一緒いたとき大学生にもナンパされてたよ～」

「つーかガチでカレシ誰!?」

「おなクラじゃねーよな!?」

「えーと……」

　なんでか言っていいのかちょっと悩んだ。

「うちのガッコの人ではあるけど……おなクラになるかはわかんない」

　そーいえば先輩、ちゃんと手続きできたのかな？

「てかナノのカレシ、たぶんアタシ見た～」

「マ!?　どんなんっ？」

「イケメン？　イケメン？」

「んー一瞬だし、よくわかんなかった」

「いみなー！　ウケるんですけど」

「でも、たぶんだけど──渡わた世せ戒かい理りだったと思うー」

　ピンポイントすぎて、声が出なくなった。

　そーいえば先輩のお見舞い見られてたんだっけ……。

「ワタセカイリ……って、誰？」

「あ、もしかして二留してるとかゆーひとじゃね？」

「あたし知ってるー。なんか入院してた人でしょ？」

「入院って……ヤバイクスリとかやっちゃってたやつ？」

「ちが──」

「なにそれこわっ」

「え、桑こ折おり大丈夫なん!?」

「ナノ～いくら楽しいこと好きっていっても冒険しすぎだよー」

「…………んー……んん……」

　これはちょっと……失敗したかなー。

　こうなっちゃうとホントのコトを言ってもみんな聞き流しちゃう。

　それでおもしろいコトだけを広めていっちゃうんだよな～。

　うーん、しまったな。言わないほうがよかったかも……。

　案の定、みんなあたしに聞かないで、先輩……架空の『渡世戒理』のことを話しはじめてる。

　さーてどうしよ～と思ったとこで。

「あ、先輩」

　ちょうど教室に入ってこようとしてる先輩を見つけた。

　その瞬間、みんながピタリとおしゃべりをやめていっせいにそっちを向く。

　そのままみんなで先輩ガン見。

　おお～息ぴったり。

　先輩は先輩でみんなに見つめられてるのに、フツーに見返してる。

　変な沈黙のあと先輩が目をそらして、みんなヒソヒソモードになった。

「……あの人？」

「え、ぜんぜん怖くなくない？」

「ばっか、よく見ろよすっげえ冷たい目してんぞ……」

「……なんかこえー」

「や、ぜんぜんふつーだし！　むしろそこがいいってゆーか……みんなどこ見てんの～っ？」

　って言いそうになったけど、ギリギリで耐える。がんばれあたし。

　そーしてるあいだに、先輩はゆっくり黒板の前まで移動すると、目を細めながら教室を見回してつぶやいた。

「…………なつかしい、気がするな」

　うん……だよね……二〇年ぶりだもん……。

　ってほっこりしたのはあたしだけで、みんなのヒソヒソ話がめっちゃ聞こえてくる。

「なんかネンショーから戻ってきたみたいなこと言ってんぞ……!?」

「え、少年院帰り……!?」

「入院ってそーゆうこと!?」

「こわいってマジで……！」

　あ～……。

　先輩聞こえて……ってよく見たら先輩が冷たい目でドアのほうに手をかざしてた。

　──ヤバい。

「先輩ストーップ！」

　いきなりあたしが叫んだからみんなびくってしたけど、先輩のほうがはやかった。

「『[image: ]てエクセル』」

　教室のドアにいきなり穴が開いて、その向こうにいた先生が悲鳴をあげる。

　……あちゃ～。

「…………敵……」

　そのままそちらに歩いていこうとする先輩を今度こそあたしは全力で止めた。

「先輩先輩！　それ担任のセンセーだから！　敵じゃないっす！」

「……担、任……？　…………ああ」

　そういえばそんなのもいた、ってカンジですぐわかってくれたのはよかったんだけど。

「──は!?　え、なになに!?　今のなに!?」

「銃!?　銃っ!?」

　だよね～……。

　思わず顔を覆うと。

「大丈夫か桑こ折おり。気分が悪いようなら横になったほうがいい。……桑折さえよければ『回復リキユア』の魔法も──」

「あーいえいえ……ダイジョブです」

　てかそこは気づかってくれるんだ……優しいかよ。

　まあ先輩が原因なんだけどね。

　チグハグとゆーか、なんとゆーか。

　……なんかだんだんおもしろくなってきた。

「ふっ……ふふ、やー大変っすね学校生活も」

「……？　いや、これより危機的な状況はいくらでもあった。命に関わらない時点でたいしたことはない」

「命に関わらないて！」

　学校でのコトを危機的状況て！

「それに、似たようなことは異世界でも経験してる」

「え、マジですか？　それ気になる……」

　くわしく聞きたいとこだけど──その前に。

「センセーに弁解だけしときましょーか」

　苦笑するあたしに先輩は首をかしげた。





　　　　★☆






　その後も先輩はなかなかにやらかしてた。

　まずみんなと話するとき超ちぐはぐ。

　基本、先輩に近づこうとするクラスメイトがほとんどいないんだけど、だからこそ話しかけようとする男子とかもいて。

「よ、渡わた世せくん！　今日からよろしくな！」

「…………」

「……えっと……渡わた世せ、くん……？」

「…………ん、ああ……俺のことか。すまない。向こうにいたときは名字を名乗っていなかったせいか、渡世と呼ばれることに違和感がある」

「む、向こう？　どっか行ってたの？」

「異世界──いや」

「いせ……？　え、なに？」

「……しまった……桑こ折おりとの約束が……」

「おお、やっぱ渡世くんとナノちゃんって──え？　なんで急に頭掴つかん、ちょっ、なになになに!?」

「すまない。記憶を消させてくれ」

「き、記憶ー!?」

「──はい先輩ストップストップ～」

　ってカンジで、あたしが最後に乱入すること多数……というかいまのところヒャクパー。

　授業中にも「渡世は二年ぶりの授業だから」ってセンセーが言ったのを「いや、二〇年ぶりだ」って言ったり、てかタメ語だったり、先輩のうしろに立った人をよくわかんないけど、すごい勢いで押し倒してみたり……あたしが見れなかった男子の体育でもなんかすごいことが起きてたっぽい。

　で。

　そんなことばっかしてたせいか、最初はただの誤解で根も葉もない先輩のウワサが、昼休みにはもうだいたい真実みたいなカンジになってて。

　もう、なんか──限界だった。

「先輩、ちょっと付き合ってもらっていーですか？」





　　　　☆★






　おそらく、俺は致命的なことをやってしまったのだろう。

　確か、事前に桑折と打ち合わせていたのは──

「先輩、学校関連の記憶全然ないんすよね？　そしたら……とりあえず考えずになにかするのだけはやめておきましょーか。あと、あのなにもないトコから異世界アイテム出すヤツ、アレもアウトっす。特に剣とか絶対ダメですよ？　魔法は……魔法使うのももちろんダメなんですけど……うーん、いきなりあれもこれもダメってしてもな～……まあとりあえずバレない方向で」

　……ある程度は守れた、つもりだった。

　なにかしようとする前に考えるのも可能な限り努力したし、『虚数蔵ガーデン』は使用しなかった。魔法の使用は……守れなかったが、おそらく見抜かれてはいないはず。

　問題は不慮の事態に際して勝手に反応してしまう体だ。

　これだけはどうにもならなくて、何度も周囲に驚かれた。

「…………っ」

　……きっと呆あきれられたのだろう。

　その想像に耐えられなくて、黙って前を行く桑こ折おりに声をかけることすらできない。

　そのまま屋上に辿たどり着つき、こちらに向き直った桑折は、真剣な表情で──真剣な、表情、で？




「──ぷっ、あはははははは、あははははははは！」




　突然噴き出す。

　笑って。

　笑って笑って。笑い続けて。

「は、はー……やっと笑えた～……耐えるのしんどかった～……！　あたしマジがんばった……自分に拍手～……いぇ～」

「……耐える？」

「だって先輩……みんなびっくりさせてて……それなのに……きょとんてしてて……ぷーっ、ダメだー！　思い出すと笑うー！　あは、あははははっ！」

「……怒って、いないのか？」

「あははっ、あは、は、えー？　お、怒るって、なににっすか？」

「桑折は……しっかりと注意すべきことを教えてくれていたのに……俺は」

「あ～まあ確かにヒヤヒヤはしましたけど……しょーがなくないっすか？」

「しょうが、ない？」

「だって、ずっと異世界……っていってもよくわかんないですけど、ココとはぜんぜん違うトコに二〇年もいて、いきなりフツーにやれって言われてもムリでしょ。少なくともあたしは絶対ムリですもん。自分がムリなのに人にやらせて、失敗したら怒るなんてトンデモじゃないですか」

　にひっと笑う桑折に、俺はなにも言えなくなる。

「あ、てかすみません！　先輩気にしてたんですね……もっと早く言ってあげればよかった……」

「桑折」

「はい？」

「ありがとう」

　本当に。

　心から。

　感謝の気持ちが湧いてくる。

　だからいつまでも頭を下げていた俺に、なぜか桑こ折おりは慌てだした。

「ちょ……だ、だから、そーゆーのナシですってばっ、てかこんなの当たり前ってゆーか……」

　そうして、はにかむように笑う桑折が愛いとおしくて──どうにかなってしまいそうになる。

　……頼む。

　この時間が永遠に続くなら、俺は他に何もいらない──。





　　　　★☆






　先輩も結構気にしてたっぽい。

　ぜんぜんそんな素振りがなかったのでそれがツボってウケちゃってたけど……気にしてたんならシツレイだったかも。

　でもじゃあどこがダメだったか聞いてみたら。

「……最初は気のせいだとも思っていた。だが……廊下を歩いているときに周囲の人間が」

「あー……聞こえちゃってました？」

　ここまで歩いてくるあいだもそーだけど、先輩はそれはもーすれちがう人すれちがう人にヒソられてた。

　たとえば──

「……ねね、あれが例の……？」

「なんか、先生ぶっとばしたって……」

「凶器でドア破壊したらしいよ……」

「柔道全一の男子投げて押さえ込んだって」

「少年院に二年間入ってたんでしょ？」

「なんでうちの学校入れたの……？」

「理事長脅しつけたとか──」

　などなどと。

　あることないこと……まあだいたいないことだったけど、あながちウソと言えないこともあったし、先輩ぜんぜん気にしてなさそうだったから聞こえてないのかと思ってたんだけど。

「道を譲られていたのは……俺だったんだな」

「………………ん？　どゆこと？」

　マジどゆこと？

　ヒソヒソ話のことですらない？

　──みんなからめっちゃ避けられてたのを道を譲られてたと思ってたってこと？？

「みな桑こ折おりに道を譲っているのかと思っていた」

「……いや、先輩はあたしをなんだと思ってんですか」

　しかもあたしがみんなに道を譲られるて。

「だが、教室で……桑折はみなに頼られていた」

「んー？　頼られてたかな～？」

　別にいつもどおりテキトーとゆーかあたりさわりなっしんというか。

「桑折は、すごく人気があった」

「人気ぃ～？　──まーぶっちゃけそこそこモテますけどー」

「……ああ。だと思う」

「……いやそこは自分で言うんかーいってツッコんでくださいよ……スベったみたいで恥ずいじゃないですか」

　なのに、先輩は首を横に振って、真顔で続ける。

「いや、桑折は可愛かわいい。学校に来て、いろいろな女子を目にして……あらためてそう思った。間違いない」

「……ぃゃ、それ、は…………ぁりがと、ござぃます……」

　──だから、だから、だーかーらー！

　くそ～……先輩はズルい……。

「なにより桑折と話しているあいだ、みな笑顔だった。──男は、特に」

「そーですかね～？　誰にでも同じテンションなんで話しかけやすいってゆーのはあるかもですけど……」

　そもそも今日は先輩への対応もあったせいじゃないかなー？　とも思う。

　てか、あれだけめちゃくちゃしてたのにそんなこと気にしてたんだ……とか、あたしのこと結構見てくれてたんだなーとか、男子が特になんて細かいトコまで──って考えて。

　思った。

「ん？　男子は特にって……もしかして先輩ちょっと嫉妬してます？」

　わりと、ガチで。

　あたしにとってもやっちゃった感ある、軽すぎた爆弾発言は。

「…………っ、…………っ」

　──そこまで!?

　ってツッコミ入れたくなるほどわかりやすく先輩が真っ赤になってうろたえてくれたおかげで、結果オーライになった。

　いやオーライかは微妙かも。

　……あたしもめっちゃ顔熱いから。

　でもそれ以上に、片手で必死に顔を隠して、向こうを見ようとする先輩に、あたしはにやにやする。

「もー先輩～、子供じゃないんすからー」

　……ヤバ。

　今めっちゃ声うわずった。

　冗談めかしてよゆーを出すつもりが、自爆したカンジになったので、いそいで話を変える。

「と、とりあえずお昼しましょ、お昼」

　そうだ。こらえてた笑いをカイホウするのも目的だったけど、イチバンの目的はこれ。

　うちの学校は中高一貫校で生徒の数が多いので、いろんな施設とかがおっきかったり多かったりする。

　で、いっぱいある屋上もイチバンおっきい高等部第一棟だけが開放されていて、ここ──中等部第三棟はフツーは立ち入り禁止で誰も入れない。

　じゃ、なんであたしたちはそんなトコに入れるのかってゆーと、まあいろいろあって昔カギをゲットしたからなんだけど……それはおいといて。

　誰もいないのでドクセン状態のフェンス前に座って、購買で買ったパンと飲み物をテキトーに並べて準備かんりょー。

　別に、今までも屋上でぼっち飯とかフツーにしてる。

　お昼はだいたいトモダチと食べるけど、今日は一人がいっかなーってゆーときもあるから。

　でも──隣に座った、まだちょっと顔の赤い先輩に、あたしはどうしようもなくにやける。

「へへ……やー、めっちゃひさしぶりっすねー、こうやって先輩とお昼一緒するの」

　あたしは二年ぶり。

　先輩は──二〇年ぶり。

　ショージキ先輩とまたこんなふーにお昼食べれるって思ってなかったので……カンムリョーです。

「……正直また桑こ折おりとこんな風にすごせると思っていなかった」

「──あは、あたしが思ってることパクんないでくださいよー」

　照れるじゃないっすか。えへ。

「同じことを……？　……そうか」

　……なにそのすっごくイイ顔。

　……ムリ。ニヤけすぎる。

　きょとんとする先輩に、もう一回笑いかけて、パンとお茶を渡す。

「はい先輩。クルミパンでしたよね？　好きなの。それとも異世界で好み変わっちゃいました？」

「…………」

「なんすかその間～。……もしかしてホントに好み変わっちゃってたり？」

「いや……覚えててくれたんだな」

「え。ああ～。ま、まあクルミパン好きな人って少ないですし……」

　ホントはよく先輩のこと思い出してたからだけど……。

「桑こ折おりに覚えてもらえていたのは──すごく、嬉うれしい」

「──」

　だから、それ……それ！

「……どうした、突然変な体勢になって──まさか」

「なんでもないです！　ダイジョブです！　しまってください！」

　先輩油断するとすぐに剣取り出したり魔法使おうとするから、うっかり悶もだえることもできなくて困る。

　学校に来てからは、よけーに。

　てか、学校生活を危険な状況とか言ってたし、緊張とかもしてるのかな？

　なにせ二〇年ぶりだし……。

　やー二〇年って……ホントすごい気がする。

　想像しようとしても、あたしはまだ一六年しか生きてなくて、どう考えていいかわかんない。

　それくらい長い時間を、先輩はココとは違うトコで、一人ですごしてきた。

　考えれば考えるほど、今ここにいる先輩がキセキみたいに思えてきたり……。

「はー……マジすごいっすねー…………むぐ」

「…………おいしいのか？」

「んぇ？　このパンすか？　まあ……フツーっすね」

　どんな流れ？　って思ったけど、たぶん今のはあたしが唐突すぎてイミフだった。

　パンもぐもぐしながら言ったのですごいのはパンの味だと思ったっぽい。

　てか気つかってくれてるんだろーなー。

　昔はあたしがなに食べてるとかぜんぜん言ってなかったし。

　やっぱり異世界でいろいろあって、変わったところもあったりして……。

　……んーそう考えると気になってくる。

「やっぱ異世界でも誰かとご飯一緒したりしてたんですよね？」

　あたしが真っ先に思い浮かべたのはシャルティニアさん。

　んー……あったんだろーなー。

　あんま想像できないけど。

「…………異世界で…………誰か、と…………」

　先輩は難しい顔でつぶやくとそのまま黙ってしまって。

　あたしはすぐに察した。

「や、話しづらいこととかだったらスルーしちゃってください。ちょっと気になっただけなんで」

「いや」

　喰くいぎみに。

「どう話すべきか悩んでいたんだが──やはりこれが一番いい」

「え。まさか」

　またあの三六〇度映画化の魔法──？

　って最後まで言いきる前に、周りが真っ暗になる。

　あいかわらず思ってからの行動はっやー……。

　あたしはわりとダラダラしちゃうほうなのでそーゆうとこはうらやましい……ってそーじゃない。

「先輩、これ……」

「すぐ切り替わる」

　本当にすぐ目の前が明るくなった。

　青空の下、石造りの街が広がってる。

　なんか、西洋の……ギリシャとか？　そんなカンジ。

　わりとテキトーめな石畳の道に、露天商っぽいのがいっぱい出てる。

　人もすごいいて──

「って、ナニコレ!?　尻尾しつぽ!?　角つの!?」

　てっきりフツーに人かと思ったら、みんな尻尾とか角生えてる！

　うわ～すご……顔は……あれ、フツーに人だ。

　てか美形多い。

「■▽●☆◇だ」

「──なんて？」

「…………あー…………《メクトレ》のヒト種は、みな竜の血を引いていて……いわゆる亜人しかいない」

「なるほー」

　アジンってゆーのがよくわかんないけど、人っぽいイキモノってことかな？

　この世界の人はみんなこーゆう姿をしてるカンジ？

　見慣れればそーゆうものかって思えるけど、こんな世界にいきなり行ったら……ビビるし、フツーの人めっちゃ目立ちそう。

　先輩ダイジョーブだったのかな……？

「あれ、先輩は？」

「……そこだ」

　先輩の指さした先。

　噴水っぽいのがある広場のはしっこに、フードをかぶってうつむいてる人がいた。

「あ～、ぽいぽい」

　ふんいきでイッパツってカンジ。

　近寄って顔をのぞき込んで──

「え、ちょ……めっちゃ痩せてない!?　ダイジョーブなのこれ!?」

　今の先輩と比べたらアリエナイほど痩せてて、なんかもう今にも死んじゃいそう……こんなのフツーに焦る！

「と、とにかくなんか食べないと──」

『とにかくなにか食べて！』

　めっちゃ声カブって。

　あたしは隣の子が先輩（痩せ）に声をかけてたんだってわかる。

　その子はなんかパン……？とか、スープ……？っぽいのを持ってて、先輩にすすめてる。

　まーこの状態の先輩みたらそーするよね……。

　と、ゆーか。

　その子を正面から見て、フツーにビビった。

「や、待って待って……この子もめっちゃかわいくないっすか……!?」

　背はあたしと同じくらいだけど、サラサラの銀髪がゲキヤバだし、顔ちっちゃいし、紫の瞳すっごいキレイだしおっきいし……肌はなにつけてんのこれ!?　ってくらいスベスベでキラキラしてる。

　よく見ると頭にちっちゃい角つのが生えてるけど、ぜんぜんそんなの気にならないってゆーかむしろ超キュート。

　尻尾しつぽ……は、ある、のかな……？　てか足ほっそ！

　はー……いやいや……え～……？

「誰すかこの子!!」

　現実の先輩におもいっきり振り返ると。

　先輩は、なんで!?　ってくらい、めっっちゃヘコんだカンジで言った。

「正直……二度と見たくない顔だ…………」

「………………えぇ～……？」

　どゆこと……？

　こんな、超のつく美少女に言う？　それ。

　あたし、今から一週間はガン見できる自信あるけど……。

　しかもここまで心配されて……ってホント先輩とこの子どーゆう関係なんだろ……？

　ビミョーにモヤったところで、先輩が言う。

「このあとだ……」

　先輩のその言葉が合図だったみたいに美少女が動いた。

　まずパンをちぎって、先輩の口元に持ってく。

　……先輩食べない。

　次に、パンに指を入れて、それを先輩の口に押しつける。

　……先輩食べなーい。

　まあそれはそーだと思う……。

『もうっ』

　あ、やけになったのかな？

　ちぎったパンを自分の口に入れちゃった。

　え～咀そ嚼しやくしてるのもカワイイ……てかなんか食べ方キレイだな……地味にお嬢様系？

　とか思ってたら、いきなり口に入れてたパン出して、それを先輩に差し出──さないで、無む理り矢や理り先輩の口開いて、突っ込んだ。

「ええええええええええっ!?」

「…………最悪、だろう……？」

「い、いや、まあ…………たしかに……」

　ワイルドすぎる……。ワイルド美少女……。

「あれ？　先輩ぜんぜん抵抗してなくない……？」

　大人しくされるがままに……って、待って。

　なんかワイルド美少女、やたらと先輩の体触ってるっぽい……？

　体の調子見てるにしてはボディタッチ多めすぎな気が……てか顔赤くしてるし。

「……このときは、本当に餓死寸前で……抵抗する力がなかった」

　じゃあ、抵抗できないのをいいことに──ってそれはさすがに言いすぎだよね。

　まあそれはいいとして。

　……よくないけど。

「もしかしてこのワイルド美少女……えーっと、なんて名前です？」

「◇▼…………シェミ、が音としては近い」

「シェミちゃんこれ、えっと……先輩といいカンジなんじゃ？」
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「ありえない」

　断言した先輩は、

「証拠を見せる」

　そう言って、目の前の光景を変えていく。

　ダイジェスト版って感じで、すごい勢いで流れてく映像は、めっちゃリアルでそれだけでも楽しい。

　楽しいんだけど。

　森っぽいところで、大きな蛇へびを退治してる先輩のそばで、なんかすっごくカッコカワイイシェミちゃんがいた。

　先輩に合わせて、シェミちゃんもすごいスピードで動いてるんだけど、二人は戦ってるあいだずっと言い合いしてる。

　おっきな岩がゴロゴロしてる暗い場所で、ゾウみたいな大きさのトラと一人で戦ってるシェミちゃんは、チラチラこっち見てて、なにかと思ったらそこに先輩がいた。

　先輩はしょーがないってカンジでシェミちゃんを助けたけど、シェミちゃんは顔を赤くしながら「別に助けてほしいなんて言ってない！」とか、ぜんぜん思ってなさそうなことを言って……あ、先輩行っちゃった。

　見てるだけですっごい暑そうな火山っぽいトコで、超迫力ある、トゲトゲで、でっかい翼の……ドラゴン？　みたいなのと戦ってる先輩は、ケガしてるシェミちゃんをかばってるんだけど、シェミちゃんは潤んだ瞳で「わたしのことなんて……ほうって、おきなさいよ……」とか言ってて、先輩はマジそれどころじゃないって顔してる。

　他にも街の中で、夕焼けの原っぱで、おっきなお城……お城？　え、シェミちゃん何者……？

　とにかく。

　シェミちゃんは先輩にひたすらフクザツな乙女心をゼンカイにしてて。

「──なーるほ～……」

　わかってくれるかって顔で先輩がこっちを見てたので、あたしはコクコクうなずく。

　これはうなずくしかないな～。

「……バッチリおけまる理解です」

　シェミちゃん、めっちゃ先輩のこと好きだわこれ。

　そんで、しゅきしゅき光線の出しかたヘタすぎで引かれたパターンだ。

　よーくわかったけど、先輩には言わない。

　……てか言えない。

　だからあたしはビミョい顔で黙ってたんだけど、先輩はそれをいいカンジに勘違いしてくれたっぽく、最初の噴水広場に映像を戻す。

「結果的に《メクトレ》ではほとんどコイツと一緒にいることになったんだが……そのきっかけがこれだったせいか、その後誰かと食事を共にできなくなったし、食べかけのものを口にするのも無理になった」

　弱みを見せればつけ込まれるという教訓だ──深刻そうに言う今の先輩と、シェミちゃんにお世話されてる当時の先輩（痩せ）は、ぜんぜん違う顔をしていた。

　フツーに感謝してるっぽい……。

「…………そっすね……」

　まあ、このときの先輩はこのあとシェミちゃんにつきまとわれるとは思ってなかったし、その後つきまとわれて、先輩からしたらよくわかんないこと言われて困ったのかもだけど。

　シェミちゃんこの出会い方ならフツーにしてるだけでもうまくいったんじゃ……？

　なんであんな……や、うまくいかれても困るんだけども。

　とゆーか………………う～ん。

　先輩の気持ちもわかるし、シェミちゃんの気持ちも痛いほどわかる。

　先輩にぜんぜん気持ち伝わんなくて、シェミちゃん焦ったんだろーな～……。

　てか、フツーに先輩救ってくれてありがとうだし、めっちゃ感謝……なんだけど。

「……口移しなぁぁ……」

　や、必要だったのはわかる。

　でも他に方法なかったのかな～とか、かなりキワドくない……!?　とか、どーしてもモヤって……モヤっちゃうあたしもどーなん!?　ってなって。

「あぁあぁあ……っ」

「……桑こ折おり？」

　あたしがうめいてるあいだに屋上に戻ってたっぽい。

　先輩が心配そうにこちらを見ていた。

「……や、だいじょぶです」

　すぐに平気っぽい顔をしたあたしは、自分がずっとなにを持ってたのか気づいて。

　ふと思ったら──言ってた。

「えっと……食べます？」

　あたしの食べかけのパン。

　──誰かと食事をできなくなって。

　──食べかけのものを口にできない先輩に。

　ってまさにコレじゃん！　コレオブコレじゃん!!　なにやってんのあたし!?

　自分でもよくわかんない行動にフツーに慌てて、差し出してた手をおもいっきり上にあげたあたしは、「はいあげたー！」ってごまかそうとしたけど、そういえば「パンあげます」とは言ってなかったって気づいて、ダメじゃん！　ってなる。

　えーと、えーと……。

「な……なーんてジョーダン──」

　先輩は。

　あたしの手を掴つかんで。

「食べる」

　真剣に。

　こっちを見る。

「え…………い、いやいやいや……じょ、ジョーダンですって！　だってそれ──食べかけ、ですよ……？」

　あたしの。

　そこまで言ってしまうと、拒否られたときにめっちゃヘコむとか、このゴにおよんでジコチューなあたしに。

「桑折の、なら」

　先輩は、そこで一度止めて、勢いをつけてから言った。

「桑折のなら食べられると思う……いや──食べたい」

「────」

　先輩も先輩で、顔赤い。

　それは、だから、先輩が苦手なことを……トラウマっぽいことを乗り越えようとしてる、ってゆーコトなのに。

　それより、なにより。

　あたしのだから食べたいってゆーのが強く出てて──。

「…………………………ムリ」

「──す、すまん……気持ち悪かったら──」

「あ──ち、違います！　そーじゃなくて！　それはむしろ食べてほしいです！」

「え？」

　はああああああ!?　なに言ってんのあたし!?

　くうううって唸うなりたくなるのをこらえて、てゆーかもうなんかいーやって気持ちでヤケクソになって。

「あの……すっごい恥ずいこと言っていーですか……？」

　先輩の答えを待たずに言う。

「間接キスって……知ってます？」

　──いや、うん。

　わかってる。

　わかってる、わかってます。

　自分でもおかしーのは。

　カレシいたコトなくても、告られたことは何回かあったし、男の子と遊ぶのとか別にフツーだし……こーゆうのぜんぜんヘーキなはずなのに。

　はず、なん、だけど。

「……知ってる」
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　そんな、覚悟を決めたってカンジの顔されちゃうと、自分でもよくわかんない気持ちになる。

　も、ムリ……。マトモに先輩の顔見れない。

　てか、そーなっちゃってる自分が信じらんない──。

「じゃぁ……ぁの…………ど、どーぞ……」

　どーぞて。どーぞてー!!

　頭の中がパンクしそうな中、先輩があたしの食べかけのパンを──口に入れようとしたとこで、パンが消えた。

「──は？」

　思わず空を見て、飛び去った鳥がフツーにくわえてて。

「え…………マ？」

　そんなこと──ある？

　タイミング、神すぎない？

　え。え──。

　ってしてるあいだに先輩が剣を

「すとーっぷ!!　ステイステイ!!　先輩パンのためになにする気っすか!?」

「だが……」

　や、ちょ、そんなガチで悔しそうな顔──。

　なんかもういろいろ重なってムリすぎた。

「あ、あはははははっ!!　と、鳥が……このタイミングで……!?　えぇ～……そ、そんなことありますっ？　ヤ、ヤバすぎっ、あははははははは!!」

「………………油断した」

　って先輩ホントに悔しそうだし。すっごい恨めしそうに鳥見てるし。

　も～……カワイイかよ！

　めっちゃほっこりするんですけど～。

「あきらめましょーよ、先輩。てかあたしの食べかけくらい、いつでも──」

　待って。

　あたしの食べかけくらいいつでもあげますって、フツーにキモくない……？

　って冷静に考えてることも笑えてきて、あたしはさらに噴きだす。

　そんなあたしに先輩もつられるように表情をゆるめてくれて、なんかもう体がポカポカしてきた。

　二年前と同じ場所で、二年前にはできなかったこと──。

　二年前より楽しい気持ち、二年前にはなかった……好きって気持ち。

　これからずっと──いっぱい経験できるって考えればなんにも急ぐコトないって思えて。

　だから、今大事なことは。

「やっぱ、先輩と一緒にいると……たのしーですね！」

　それが一番で、それだけでいい。

　あたしは、そう思ってて。

「……ああ、俺も桑こ折おりと一緒にいられて楽しい」

　めっちゃ嬉うれしい言葉と一緒に、そっと笑い返してくれた先輩に、胸がキューってなって……いや乙女か！

　とか、セルフツッコミしてもごまかせない恥ずさと嬉しさに、あたしは身み悶もだえしたりするのでした。まる。






Memory 3　スタパと充電とあたし









　結局、最後までうまくできなかった。




　午後の授業は座学だけだったが、俺はやはり奇異な行動を取っていたらしい。

　本音を言えば、クラスメイトにどれだけ奇異に思われ、嫌悪されても気にはならない。

　俺が教室……学校で気をつかう理由はたった一つだ。

　桑こ折おりを、失望させたくない。

　ただその一念で周囲に溶け込み、普通の生徒となる──はずだったが、結果は散々なもので、放課後となり、下校中の今思い返しても忸じく怩じたる想おもいが滲にじむ。

　……桑折はあんなにも寛容だというのに。

　俺はその期待にまったく応えられていない──。

「せーんぱーい」

　目の前で笑顔の桑折が手を振っている。

「あは、ぱちくりってカンジっすね～」

　ぴょんとはねて、くるりと回って、にひっと笑って。

　少し先で上目遣いに聞いてくる。

「なーに、ぼーっとしてんすか？　また考えゴト？」

　……気遣ってくれているのだろう。

　教室にいるあいだ、桑折は俺と目が合うたびにこうして笑いかけてくれて、その笑顔に報いたかったのに。

「……うまく、できなかった」

「うまく……？　あ～午後の授業のコトです？　──あは、みんなびっくりしてましたね～。先輩が微動だにしてなかったから『生きてるか？』って聞かれて『アンデッドではない』って答えたのとかめっちゃウケた～。そのあと『証明する』って言って立ち上がったトコで止めにいったけど……そーいえばあれなんだったんです？」

「あれは……『生者の証明エンテネクロ』をしようとしていた」

「エンテ……なんて？」

「『生者の証明』だ。《ステロウン》のリガシャでは生者とまったく見た目の変わらない〝不死者アンデツド〟が日常的に出現していたため、疑いをかけられた者はただちに証明することが求められて……」

「へええ！　ガチでいたんだアンデッド！　あれっすよね、アンデッドって……ゾンビ！」

「ゾン、ビ…………」

「えーと、ちょい待ってください。海外ドラマでめっちゃ流は行やったゾンビものが…………あ、これこれ」

　桑こ折おりがスマートフォンの画面を見せてくる。

　……極めて近くで。

「やっぱ異世界のゾンビもこんなカンジなんです？」

　キラキラと輝いて見える大きな瞳。

　うっすらと化粧がされている綺き麗れいで可愛かわいらしい顔。

　なにかはわからないが……心が打ち震えるほどたまらなくいい匂い。

　見事に着こなしている制服から出た華きや奢しやな腕と、白いブラウスからのぞく胸の──

「……っ」

「ん？　どしたんです、急に顔そらして」

　桑折はどこまでも純粋なのに、俺は……！

　ただちに目を閉じ、邪念を払うべく精神統一をはかる。

「先輩？　おーい？　……え、ウソ。寝た？」

「…………寝てない。大丈夫だ」

「……？　あ、はい。で、コレなんですけど」

「……〝不死者アンデツド〟とは違うな。〝不死者〟はこのような傷を負ったりはしない。むしろ傷をつけられないことこそが〝不死者〟の証あかしとすら言える」

「え、そーなんだ!?　ってことは──このゾンビニセモノか～！　……ちょっとガッカリ～」

「あ……いや……絶対に傷を負わせることができないというわけでもない。〝不死者〟となる条件の一つに〝永久魔素エクセラトル〟というものがあり、〝不死者〟は必ずこれを持っているんだが〝永久魔素〟を吸収する特殊な鉱物〝アンテリアル〟で作った武器を使用すれば傷をつけることもできるはずで、そうすればこのような状態にならなくも──」

「あははっ、先輩必死すぎ！」

　噴き出すように笑う桑折に、俺は自分でも驚くほど早口になっていたことに気づく。

「……すまん……つまり、俺が言いたかったのは……」

「こんなカンジのゾンビもいるかもしれないってコトっすよね？　てか……あたしがガッカリするって言ったから、フォローしてくれた……で合ってます？　えへ」

　そう、なのだが……あらためて言葉にされると非常に恥ずかしい。

　俺は自分でも赤面しているのがわかって、口元を覆うようにし、顔を俯うつむかせて──屈かがみ込こんだ桑折のイタズラっぽい笑顔を目の当たりにする。

「……やっぱ先輩の照れた顔カワイー」

　小声でつぶやき、えへへと笑って、首をかしげる桑折が──神々しくすら感じて。

「桑こ折おりのほうがはるかに可愛かわいい」





　　　　★☆






「桑折のほうがはるかに可愛い」

　…………。

「………………いや……だ～か～ら～……」

「……？」

「……先輩ホントひきょー」

　もう何回目かわかんないコトをまた言って、あたしはまだちょっと顔赤いのに、めっちゃマジメにちょっきゅーで褒めてくる先輩にうめく。

　ちゃんと恥ずかしーってなってるくせに、こうやってフツーにカワイイとか言えちゃうのはなんなのホント……。

　先輩、なにげ女慣れしてる……？

　ってまー異世界であれだけの美少女ちゃんたちを見てるから慣れてるは慣れてるんだろーな～。

　あたしは直で見たシャルティニアさんとかシェミちゃんを思い浮かべながら、でもなーと腕を組む。

　先輩のオンナゴコロわかってなさもハンパなかったんだよな……。

　とゆーことは……あたしの気持ちも……。

　──いやいやそゆこと考えない！

　あたしは立ち上がってまだこっちを見てる先輩に言う。

「とりま、先輩も時間あったら見てみてくださいこのドラマ。ちょっと前のだけど、フツーにおもしろいっすよー」

「わかった。桑折が言うなら見てみる。……その……スマホ、でも見られるんだよな？」

「あは、今スマホかどうか迷ってませんでした？　まー二〇年もずっとさわってなかったら……って待って。そいえば先輩今日スマホ一回も出してなくない？」

「ああ、昨日破壊した」

「は!?　破壊した、って……あ、だからか！」

「なにがだ？」

「昨日先輩にリンクしたのにぜんぜん反応なかったから。まーひさしぶりすぎてそーゆうのも忘れちゃってるんだろうなーって思ってフツーに流してましたけど。……てかリンクって覚えてます？」

「…………メッセンジャー、だったか？」

「ぶっ……ビミョーに違ってるのがじわる……なんでメッセ……。リンクはスタンプとか使ったりできるほーですよ」

「ああ……思いだした」

「で、そのリンクでメッセージを昨日送ったんですよ。ガッコのコトいろいろ確認しようと思って」

「そうだったのか……すまない」

「や、ぜんぜんいーです。使い方とか忘れてるだろうなーって思ったし。それより、なんで壊しちゃったんです？」

「充電の仕方を間違えた」

「どゆこと!?」

　充電の仕方に間違えるとかある!?

「あ、や、待って……そっか……異世界に充電器とかコンセントとかないですもんね」

　二〇年やってなかったら忘れるのかも……。

　二〇年ぶりの充電とかゆーシチュエーションがぜんぜん想像つかなくてわかんないけど。

「充電器と同じシステムのものならあった。充じゆう填てんするのは魔力だったが」

「え……まさか」

「その要領でスマホの充電でも誤って魔力を込めて爆発させた」

「やっぱり!!　てかバクハツってケガとかダイジョーブだったんです!?」

「肉体はまったく問題なかったが……スマホは完全にダメになってしまった」

　しょんぼりする先輩、ちょっとかわいい。

「あー……愛着とかありますもんね」

「機械そのものにはないが、あれには桑こ折おりとのやりとりが……」

「あたしとの……あー二年前の？」

　コクリうなずく先輩は、まっすぐこっちを見て言う。

「大事な想おもい出でだ」

「────」

　二年前。

　先輩とそんなにリンクはしてなかったと思う。

　てか連絡先交換したのもすっごいあとだったし……。

　それなのに、大事にしてくれようとしてたのは……フツーにめっちゃうれしい。

　それを、スマホに魔力を込めて、爆発させて──

「スマホに……魔力……」

　待って。声に出すとヤバい。

「スマホ……魔力……爆発──んふっ……ふ……ふふ……っ」

　ヤバ……ツボった。

　あたしが笑いをこらえてると、先輩が不思議そうにこっちを見てくる。

　あー……もう。

　ほんと…………好き。ってなる。

　よろこばせてあげたいって、フツーに思う。

　だから。

「──だいじょーぶですよ先輩」

　あたしがアゲぎみに声をかけると、先輩はまばたいた。

「想おもい出ではこれからいっぱいつくっていけばおっけーだし、てかつくっていきましょ！　いろんなとこいったり、いろんなことしたりして」

「……いろんなことを……」

「そー。あたし先輩とやりたいこといっぱいあるし、先輩もそーゆうのあったら言ってください」

　うん、ホントいっぱいある。

　けど。

「そのためにもスマホはほしいっすね～。やっぱ連絡取るのにベンリだし……」

「軽い意思疎通程度なら『伝達セント』の魔法もあるが……」

「や、それはナシで」

　ナシ。

　あたしがかぶせぎみに×印を出すと、先輩も予想していたらしく、うなずいて上げかけた手を下げる。

「んースマホって高いし、カンタンに〝じゃ、あたらしいの買う！〟ってなんないかもですけど……」

「スマホの相場は覚えていないが……おそらくそれくらいの資金ならあるはずだ」

「とかいって異世界グッズ出すのはダメっすよ？」

「家にあったものだから大丈夫だ」

　そう言いながら先輩はポッケからお札を出す。

　束で。ごっそりと。

「これで足りるか？」

「……いやいや」

　待って待って。

「あきらかポッケに入る枚数じゃないっすよねこれ……」

　てか入ったとしてもすっごい不自然にふくらむ。

　先輩フツーだったよね？

「…………」

「んー？　なんで目ーそらすんすか？　んー？」

「…………………………服の先に『虚数蔵ガーデン』をつなげていた……」

「はい、ショージキでよろしい。……あとしまってくださいそれ」

　腕を組んでうんうんうなずいてから、先輩に札束をしまってもらう。

「人前に出してないからいいっちゃいーですけど……あたし以外の人の前で使ったらダメっすよ？　それ」

「わかった。桑こ折おりの前以外では絶対に使わない。なんなら『誓約クロス』の魔法を使っても」

「いやだからそれがダメなんですって」

　く……笑わせにきてるワケじゃないのに笑いそうになる……。

「とりあえず、お金はダイジョブそーですね」

　てか、そんなお金が家にあるって、先輩んちどうなってんだろ……？

　気になるけど、聞きづらくて迷ってると、先輩から声をかけてきた。

「桑折」

「はい？」

「その……桑折がもしよければ、なんだが」

　ちょっとキョドってから、といってもフツーの人じゃ気づかないレベルだと思うけど、先輩は意を決したように続けた。

「選ぶのを、手伝って……くれないか？」

「あ、はい。スマホっすよね？　もちです」

「…………！」

　あ、ぱあって！　今ぱあって顔がなった！

　え、スゴ……ええ～、ちょ、今の顔撮りたかった……！

　嬉うれしそうな先輩の顔はすぐに消えてしまって、あたしは取り出したスマホのカメラモードを恨みがましげに見つめる。

　もーちょっと早くついてくれたら……や、ムリか。

　うーん、ムービー常に起動とか電池が死ぬしな～。

　とか、ホンキで考えてたら。

「……その、ムリは、しないでくれ」

　あ、カンチガイさせたかも。

　あたしは先輩の不安そうなカンジをふきとばすようにアゲて言った。

「いやいや先輩のスマホ選びとか先輩がダメって言っても絶対一緒するし！　とりま、駅前行きましょー！」
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　で。

　駅前のショップが並んでるトコまで来たのはよかったんだけど、先輩にスマホのキャリアを聞いたとこで問題発生。

「使ってたキャリア？　……キャリア、というのは……魔法……ではないよな」

「ですね～。えーっと、回線の会社……ココモとかハドバンとかシーユーとか……聞いたことないです？」

「…………すまん、似たような都市の名前しか」

「いや都市の名前て」

　異世界のヤツかな～。異世界のヤツだろうな～。

　それはそれで気になるけど……。

「んー、いちおー格安のヤツもあるけど、二年前はそんな有名でもなかったし、たぶん三大キャリアだと思うんだけどなー」

　てか先輩スマホ爆発したってＳＩＭカードもダメになったってことだよね。

　そこから調べないと。

「詳しいんだな……」

「あー昔スマホ買うとき、めっちゃ調べたんすよ～。そーゆうの好きなんで」

　各社の通信の強度とか、今でもたまにヒマなときに見たり。

「そうか……すごいな……」

「え……あは、そんなコトないっすよ～。てか、トモダチには引かれるヤツだし」

「そうなのか？」

「そですよー。ナノ詳しすぎコワって」

　まーわりとスグなんでも興味もつから最近はトモダチも慣れてきて、またか～とかナノはそうだよね～みたいなカンジだけど。

　あたしもそーゆう反応に慣れてるからあんまりなにも感じなくなってて、先輩みたいに言ってくれる人のほうがめずらしくて……ちょっと反応に困る。や、うれしーんだけども。

「ちなみに桑こ折おりは……どこのキャリアにしてるんだ？」

「あたし？　あたしはＫＱっすね～。そこのお店で……」

「俺もそれにしよう」

「へ？」

「行ってくる」

「ちょ……ちょっと待ってください！　ホント決断早っ！　もうちょい悩むとか……」

「桑折が昔調べて選んだキャリアなんだろう？　なら問題ない。信用できる」

「え……えぇ～……？　いやまあ……確かにおすすめですけど……」

　てか、そんなカンジに言われたらフツーに照れるとゆーかニヤけますけど……。

　なのに。

「なにより…………桑こ折おりと、おそろいに、したい」
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　そんな……そんな……めっちゃがんばった顔で言うの──ナシでしょ。

　いや、アリよりのアリで、最の高なんだけど。なんだ、けど！

　あたしはその場でうずくまって「かわいすぎか!!　か、わ、い、す、ぎ、か～っ!!」って叫びたいのをこらえるために、深呼吸を三回してから言う。

「そ……そーゆうことなら、いいと……思います、よ……？」

「そうか、よかった」

　めっちゃほっとしたカンジで、先輩はまだ動けないあたしを置いてＫＱのショップに入っていく。

　はー……先輩と一緒にいると、いろいろもたなくてツラみ。イイ意味で。

　すぐ先輩を追いたいけど、もーちょっと冷静になってから入ろーかな……って思ってたら先輩がショップから出てきた。

「……保護者の同意書がないとダメらしい……」

「あ」

　忘れてた。

　そーだ。すっかりとんでた。

「ま、まあまた来れば──」

　だいじょーぶですよ、ってゆー前に。

「…………桑折と同じ、スマホ……」

　それはもうしょんぼりと言う先輩に、ガマンとかムリすぎた。

「──ぷっ、あははははっ！　先輩がっかりしすぎ～！」

　てかその顔かわいすぎる！

「なぜ……保護者の同意なんてものがいまさら必要なんだ……」

「あー先輩は異世界でバッチリ独り立ちしてますもんね～。なんなら窓口のおねーさんより……ってもしかしてそーゆうこと言っちゃいました？」

「言った」

　やっぱり……。

「軽く流されたが」

「ぅっふっ……そ、それはそーでしょ……っ」

　先輩とおねーさんのやりとり想像するとおもしろすぎる。

　てか、ちゃんと入って見とけばよかった～。

「……桑こ折おりと、リンク……」

　まだ言ってる。

「すぐできるよーになりますって。ほら、明日休みですし、また行きましょ？　先輩の保護者……おとーさんかおかーさんのオッケーがもらえたら、ですけど」

　ってそこまで言ってから先輩の親って──ってなる。

「そういえば先輩の親って……」

　先輩が退院するときも来なかったとゆーことは……。

　言いかけたせいでにごせなくなって、おそるおそる先輩を見ると、

「ああ、今夜にでも同意をとりつける」

　あっさり答えた。

　てゆーか。

「あれ!?　いたんですかっ？」

「……？　いた、とは？」

「あ、や……えっと……」

　余計なコト言ったかも。

　さすがにここまで言って引くのもアレなので、あたしはもにょもにょ続ける。

「その……先輩のお見舞いしてたときも、ぜんぜん見なかったし、退院したときも……いなかった気がしたから、てっきり……」

　親がいないのかと──。

「ああ、そういうことにあまり興味がない人たちなだけだ」

「え!?　興味がないって自分の子供の入退院に!?」

　二年昏こん睡すいしてたのに!?

「ん……ああ、誤解を招く言い方だったな。少し説明が難しいんだが……」

「あ、あ、話しにくかったらムリしないでダイジョーブです！　てかあきらかあたしが踏み込みすぎだし……！」

　もちろん気にはなってるんだけど……。

　てか先輩のコトならなんでも知りたいけど──ってなにそれ考えかたヤバっ。

　あたしの慌てっぷりに、先輩はなぜか驚いたような顔をする。

「そもそも親という話をするなら……いやこれはもう違うんだったか」

　ビミョーに気になる発言を途中でやめて。

「とりあえず俺と親とのあいだに問題はない。忙しくてどちらもあまり家にはいないが、ちょうど今夜父親が帰ってくるから同意書はもらえると思う」

「そ、そーですか……」

　先輩のおとーさん……どんな人なのか気になる……。

　もちろんいきなり家行くとかシツレイすぎだし、さすがにムリだろーけど……。

「しかし……どちらにしても今夜は桑こ折おりとリンクができないんだな……」

「ん、ちなみにリンクって、スマホ以外でもできますよ？」

「本当か!?」

「パソコンとかタブレットがいりますけどね～」

「どちらも…………いやパソコンは、あった……気がする……」

「あ、そしたら設定だけしにいきましょーか？」

　ってナチュラルに先輩んち行く流れ!!

　あたし天才!?　って思ったのは一瞬だった。

「あ、ダメだ……スマホの電話番号いる……」

　正確にはＳＭＳだけど、どっちにしてもスマホ必要。

「──、──」

　先輩がめっっちゃヘコんで、あたしはビックリする。

　なんかもうその場で膝つきそうで、まさに絶望ってカンジ。

　ええ……？　リンクできないだけで、そんなに……？　てか昨日もしてないのに──って思ったけど、これはあきらかあたしが悪い。

　いろいろアゲてアゲて、やっぱムリでした～って……フツーにない。

　アゲられたぶんだけヘコむよね……。

「すみません先輩……」

　って謝っちゃうと、たぶん先輩は大丈夫だって言っちゃいそうだったので、あたしはとっさに目に入ったスタパを指さした。

「あの、じゃあ──今日のトコは夜リンクする分もスタパでいっぱいダベるってゆーのはどーです？」

　──どゆこと？

　ってあたしだったら思う。なんだったら言う。

　や、言ったのあたしだけど。

　先輩もあきらか説明がほしそうな顔をしてたので、あたしはそのまま勢いで言った。

「えっと、今日いろいろアレでしたし、あたし奢おごります！　なんでも頼んでください！」

　グランデでもなんでも！

　……あんまお金ないけど。てかそろそろまたバイトしないとな～。

　先輩は、スタパには興味あるっぽく、ちょっと中をのぞきこむようにしてからこっちを見た。

「いや……付き合ってもらったのは俺のほうだ。俺が払う」

「いやいや期待させるだけさせてダメにしたのあたしなんで」

　ホントに。

「それは関係ない。桑こ折おりは有益な情報を与えてくれた。礼に値する」

「いやいやいやお礼とかもーぜんぜん」

「いや桑折のおかげですべてが進んで──」

　いやいや。いや。いやいや──って言い続けてるうちに、あたしのほうがガマンできなくなった。

「んふっ、なにこのやりとり……っ」

　スタパの前で。

　ウケるんですけど。

　やっぱ先輩と一緒にいるとこうなる。

　トモダチと遊んでもこーゆうふうになることなかったし、そもそも笑うことの意味が違う気がする。

　もちろんトモダチといろんなトコ行って遊ぶのも楽しい。先輩にだって気はつかうけど──それが楽しいってゆーのは先輩だけなんだよね……。

　なんで楽しいのか、先輩が好きってゆーのをべつにしてもよくわかんないから説明できないんだけど……って結局説明できないんかーい。

　でも、とにかく。

　先輩が相手だとぜんぶがいいなって思えて、いやなコトがびっくりするくらいなくて、少しでも長く一緒にいたいって、心から思えるから。

「わかりました！　このままだとお茶できないし、ダベるのが目的だし……今回はおたがい自分の分だけ払うってコトでどーです!?」

「…………！　賢いな」

　ってガチでその手があったかって顔してうなずいてる先輩マジヤバいんですけど～！

「いやいや先輩……ぜんぜんスゴいこと言ってないですから……なん……そんな──あははははっ！」

　もう最高に最高すぎる先輩がどんどん好きになってしまってくのがわかって、明日も超楽しみ！

　せっかくの休みの日だし、スマホ見るだけじゃもったいないから、なんか他のトコいく計画も立てちゃおっかな……先輩に内緒で……とか、マジ策士かあたし！　ってなってワクワクしちゃうのでした。まる。






Memory 4　カラオケとスマホとあたし









　予定通り親の同意を得て、桑こ折おりとの待ち合わせ場所に向かう道すがら。

　ふと、気づく。

　家族について尋ねられ、あそこまで深く答えたのははじめてだったということに。

　もともとあまり人と関わらないというのもあるが、形式的な会話でも親のことを知ろうとする者は少なかったし、そもそもこちらから避ける努力もしていた。

　どうやら両親は振る舞いもさることながら、人格その他が世間一般の常識から大きくかけ離れているらしい。

　下手に説明すると誤解されかねないし、余計な手出しをされることもある。

　したがって、できれば他人に干渉してほしくない事柄なのだが──なぜか桑折に聞かれるのは嫌ではなかった。

　むしろ理解してもらいたいとすら思う。

　同じ他人なのに、なぜ桑折の場合は違うのか──。

「桑折はただの他人ではないが……」

　軽く声に出して、俺は自らの愚かさに目を見開く。

　今の言い草では、まるで桑折が身内であるかのようではないか。

　なんたる傲慢。愚劣な自惚うぬぼれ。

　そして、なによりも。

「……っ」

　桑折が身内であるという言葉の響きに、心地よさすら感じてしまっている。

　こんな恥知らずが、桑折と同じスマホを……キャリアを使ってもいいのだろうか。

　いやむしろ──と考えたところで桑折の姿を目にして。

　俺は嬉うれしさと同時に感じたつらさに顔を歪ゆがめる。

　待ち合わせのＫＱショップ前。

　私服姿の桑折はガードレールに腰掛け、簡易兜サーブレア……ではなく……ヘッドフォンをして、どうやら音楽を聴いているらしい。

　とても、とても似合っている。

　ただヘッドフォンをしているだけだというのに、たまらなく──可愛かわいい。

　服も、種類はよくわからないが、今までに見たことがないもので……にもかかわらずすごく桑折らしくて。

「あ、先──いや、なんすかその悲しそうな顔！　どこか痛いの!?」

　ヘッドフォンをずらし、首にかけながら、こちらに近づいてくる桑折を、俺は直視することができない。
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「桑こ折おり…………俺は……」

「え、え、なになにナニゴトっ？　やっぱ親の同意書もらえなかったとか!?」

「それはもらえた」

「もらえ──え？　あ、もらえたんすか。よかった～」

　ほーっと、胸を撫なで下ろし、自分のことのように心配してくれる姿に、胸が痛む。

　桑折はこんなにも優しいというのに、俺は……。

「スマホは契約できる、が……俺に桑折と同じスマホを使う資格があるのだろうか……？」

「……へ？」

　パチパチと瞬しばたたく桑折は、しばらく凍り付くように固まっていたが。

「ぶっ──し、資格……資格て!!　一緒のスマホ使う資格てー!!　あはははははっ！」

　一度噴き出すと、こらえきれないように笑う。

　そうして笑いながら、当たり前のように言った。

「そんなのあるに決まってるじゃないすか～！　一緒しましょーよ」

　その笑顔は。

　いつまでもどこまでも、永遠に──見ていられるから。

「ほーら先輩、ゼンは急げですよ！　行きましょ行きましょ！」

　先に店に入って手招きしてくれるまで、俺はその場から一歩も動くことができなかった。
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　やっと先輩がお店に入ってきてくれて、あたしたちはおねーさんに勧められた椅子に座って手続きをお願いする。

　おねーさんがなんかの確認に席を立ったところで、あたしはさっきの出来事の思い出し笑いをした。

　や～ほんと先輩おもしろすぎる……。

　毎回こっちのソーテーをうわまわってくるからすごい。

　ぶっちゃけデートだーってアガってちょっとドキドキもしてたのに、先輩のすんごく落ち込んでる顔にびっくりして、その理由に笑ってるうちにいつものカンジになっちゃった。

　……まー、先輩がすぐ隣に座ってるって思うとまたちょっとアガってくるけど。

　ちらっと先輩を見たら、こっちをガン見しててびっくりする。

「な、なんすか？」

「……音楽が流れていないか？」

「音楽……店内でかかってるヤツのコトです？」

「いや」

　そう言って先輩が指さすのは首にかけっぱのあたしのヘッドフォン。

「あ、曲かけっぱだった」

　ちゃんと止めたはずだけど、びっくりしたときに再生ボタン押しちゃったかな？

　スマホを取り出して操作してると、先輩が興味深そうにこっちを見てきた。

「桑こ折おりは、どんな曲が、好きなんだ？」

「お、先輩音楽聴く人です？」

　二年前までぜんぜんそんなカンジじゃなかったと思ったけど、異世界でなんかキッカケがあったのかな？

　もしそうなら──めっちゃ気になるんですけど！

　先輩どんなん聴くんだろ？？

　思わず身を乗り出すと、先輩はほんのちょっと慌てたように右手を突き出した。

「いや俺はあまり聴かないんだが……桑折がなにを聴いているのかは、興味がある」

「それって……」

　あたしのことはなんでも知りたいってコト？

　……ヤバ。ニヤける。

　って関係ないことは置いといて、あたしはいつも自分が聴いてる曲を思い浮かべる。

「そっすねー、ＰＯＰ、ロック、洋楽、アイドル、アニソン、ボカロ……いろいろ聴いてますけど……ロックが多めかな～？」

「ロックが好きなのか」

「んー、っていってもバンドによるかも。好きなバンドはライブとかにも行ったりしますけどね」

「ライブ……」

「めっちゃアガりますよ～！　最近だと、十年ぶりに活動を再開したバンドのライブがマジ最の高で……あ、よかったら聴いてみます？」

　ヘッドフォンを外して手渡すと、先輩がなぜか固まって動かなくなった。

「あー、長さ調整しないとか」

　先輩の耳に合うようにバンドのスライダーを動かそうとして……気づいた。

　これ、アレができるんじゃ？

　好きピとやるアレ。

　思ったら、もう言ってた。

「あの、やっぱあたしも一緒に聴いていいです？　なんか話してたら聴きたくなってきたんで」

「……？　ああ、もちろんだ」

　首からヘッドフォンを外した先輩は、片方のハウジングをこっちに渡して、もう片方を自分の耳に当てる。

「じゃ…………えっと、かけますね～」

　再生ボタンを押してあたしも同じようにハウジングを当てると──ハウジングを持った先輩の手にちょこっとふれる。

　てか、手よりなにより──すぐそこに先輩の顔がある。

　そう……ヘッドフォンを二人でシェアするとめっちゃ距離が近くなるってゆー！

　耳を澄ませば先輩の息づかいとかまで聞こえてきそうで、そっと横を見ると……うっわ、マジで近い近い!!

　先輩地味にまつげ長いよね……首細……てか全体的に骨張ってるカンジがなんかこう……めっちゃよきなんですけど……！

　てゆーか待って……あたしの心臓鳴りすぎじゃない!?

　これ絶対聞こえてるよね!?

　とか。

　思うなっていってもムリムリのムリすぎて、しょーじき曲を聞くどころじゃなさすぎて。

「っ、ど……どーですっ？」

　耐えらんなくて一曲目の途中でハウジングから耳を離したあたしは、顔が赤くなっていませんようにって祈りながら、言う。

「こ、こーゆうカンジの、エモめなパンクロックがあたしは好きなんですけど……」

「…………」

「……先輩？」

　先輩はヘッドフォンを外すと、シンミョーな顔で言った。

「すまん……よく、わからない」

「あ……ああ～、そっすよね、曲の好みとか人によってぜんぜん──」

「いや」

　右手をこちらに突き出した先輩は、ちょっと強めに言うと、左腕で顔を隠すようにして。

　てか、今気づいたけど──先輩、顔まっかっすね？

「……桑こ折おりが近すぎて……集中、できない」

「────そ」

　それあたしも同じ──とか、言っちゃいそうになった。

　てか、先輩かわいすぎでは？

　とゆーことはあたしもかわいすぎでは？

　いやいやなに言ってんだあたし──

「……あのーそろそろいいでしょうか」

　いつの間にか戻ってたらしい店員さんに言われて、超反応した。

　そーだった！　ここショップの受付！

「あ、は、はい！　ごめんなさい！　だいじょーぶでーす！」

　うわ、あたし声デカ……。

「お邪魔してしまって、ごめんなさいね～」

　うっ……おねーさんめっちゃ苦笑してる……恥ずい～。

　あたしが、や、ぜんぜん……って続ける前に先輩が言った。

「確かに邪魔だったが、気にしなくていい」

「せんぱーい!!」





　　　　★☆






「はー……寿命ちぢまるかと思った……」

　ショップを出たあたしは、深呼吸をする。

　おねーさんピキってたよねあれ……。

　後ろを振り返ってショージキすぎる先輩を見たら、今手に入れたばかりのスマホをじっと見下ろしてて……あ、笑った。

　……はあああ？　なにそのどちゃくそイイ笑顔！

　ピュアかよ。ピュアピュアかよ！　カワイイかよ～!!

「……桑こ折おり？　なぜスマホをこちらに向けてるんだ？」

「──え？　あ、いやいや、なんでもないっす！」

　あぶな。無意識にカメラ起動して先輩撮りそうになってた。

　……や、撮っちゃっても別によかったのでは？

　なんか記念に～とか言って……。

　いやでも……と、あたしが自分でもナゾに悩んでいると、先輩が軽く頭を下げてきた。

「ありがとう桑折。桑折のおかげでスマホを無事手に入れることができた」

「ぅ…………ど、どーいたしまして……」

　くっ……先輩の素直なカンジがココロにささる。

　あたしはもう一回胸に手をあてて深呼吸して、ジャネンの原因になったヘッドフォンをバッグにしまう。

「これでやっと……桑折とリンクができる」

「あ、そっか。番号新しくなったからまた交換しないとっすね」

「……番号…………自分の……電話番号…………」

「やりましょーか？」

「いや、これくらいは……」

　先輩が難しい顔で真剣にスマホをいじってる。

　両手でめっちゃ画面押してて、慣れてないカンジがパない。

　……なんかもーそれ見てるだけで癒やされるんですけど。

　しばらく見守ってたけど、先輩がボソっと「無理か……」ってつぶやいて、なにもないトコに手をつっこみそうになったので、あたしは先輩の肩をちょんちょんとつつき、今思いついたテイで言った。

「先輩先輩、落ち着いてスマホイジれるトコがあるんですけど」





　　　　★☆






　スマホの設定するのにサイコー……かはわかんないけど、今日行く予定だったトコ。

　それは。

「おお～ラッキー、めっちゃキレイな部屋だ。先輩、奥行ってください奥」

　入り口で止まる先輩をうながして、あたしはドリンクバーで注ついできたウーロン二つをテーブルに置くと、部屋のいろいろをチェックする。

　エアコンオッケー、Wi-Fiオッケー、リモコンオッケー、マイクオッケー。

「ここが…………カラオケか……」

　ソファーに座った先輩が興味深そうにキョロキョロしながら口にしたその言葉に、あたしは噴き出した。

「『ここが……異世界か……』みたいなカンジで言わないでくださいよ～」

「いや……異世界ならこんなに驚かない」

「ぶっ、異世界よりカラオケのほうがめずらしーって……！」

　ウケる。

　まーでも二〇年ぶりだし、先輩からしたらカラオケのほうがシンセンなのかなー？

　てかそう思ったから、カラオケに来たんだけどね！

「先輩、カラオケめっちゃひさしぶりっすよね？　ここWi-Fiもフリーですし、ウチら以外誰もいないし、多少声出しても大丈夫だし……スマホイジるのにもベンリで──」

　ん。

　ウチら以外誰もいなくて多少声出しても大丈夫って…………。

　……まいっか。

「とりあえず歌う前にスマホの設定だけ終わらしちゃいましょーか。まず、自分の番号見るのは……」

「────」

　先輩の持ってるスマホのぞき込もうとしたら、先輩が飛んだ。

「え!?」

「………………すまん……その…………近かった、から……」

「あ……ご──」

　めんなさい、ってゆー前に。

「いや近いのが嫌なわけじゃない！　むしろ嬉うれしい……うぁ、ち、違う！　……い、いや違わない、んだが……その……」

　……部屋が暗かったから気づかなかったけど、よく見たら先輩の顔鬼赤くて。

「暗い、密室で……桑こ折おりと、二人きりで……近いと、自分がなにをしてしまうかわからない……」

「────」

　…………えっと。

　……え？

　あ、これあたし──ミスった？

　なんか顔めっちゃ熱くなってきて、どこ見たらいいのかわかんなくて、やたら明るいモニタ見て──

「えと、じゃ、じゃあ──あたし、とりあえず歌いますね！」

　……なに言ってんだあたし。

　って思ったけどなんかいろいろ限界で、なんも考えないでリモコンをめっちゃ操作する。

　カラオケで歌う曲。トモダチと行くとき選ぶテーバン曲。

　イントロが流れて──あ、そーいえばこれ失恋ソングだった……って気づくの遅すぎ！

　でも曲がはじまったらフツーに歌えたので、やたらとカラオケばっか誘ってくるトモダチに感謝する。

　歌ってるあいだは先輩を見ないよーにしてたけど、間奏はどーにもならない。

　ドリンク飲みながら、さりげなく先輩を見て──めっっっっちゃこっち見てるー!!

　腕組んで、すっごい真剣に……あ、はじまる。

　後半はちょっとミスったけど、なんとか最後まで歌いきれた。

　なんの準備もしないで歌ったにしてはよかったかな～……なんて自己評価してたら、フツーに拍手されてびっくりした。

「え……あ……ど、どーもです……？」

「桑こ折おり」

「は、はい？」

「歌もうまいんだな。驚いた」

「────」

　いやいや驚いたのあたしですけど～!?　てかなんでもう先輩フツーになってんの!?　さっきまでのあのめっちゃ焦ってたカンジは!?

　とか思ったけど、また気まず恥ずかし空間になっても困るので、あたしは素直に喜ぶ。

「いや～カラオケはよく行くんで……」

「よく行くだけで上達はしない。才能があるんだと思う」

「……ちょ、ちょっと先輩～。ほんとのこと言わないでくださいよ～えへへ。……あ、ジョーダンですからね？　ツッコんでください」

「……？　なにがだ？」

「ですよね……」

　自分で言うな、ってツッコんでもらうのは、先輩相手にはムリすぎた。

　まーそんなピュアピュアな先輩が好きなんだけどね……。

「えっと、それで……スマホのことなんですけど」

「──あ、ああ……番号はわかったぞ」

「お、おお～！　グッジョブ先輩！」

「あと、ソフトウェアの……ダウンロード……？　は、していいんだよな？」

「はい。あ、Wi-Fiの設定……」

「それもおそらくできていると思う。確信はないが……」

「え、うそ」

　ってのぞきこむなあたしー!!　のぞきこむとヤバイんだって！

「……っ、ちょっと、借りていーです？」

　先輩もたぶんあたしが近づいたらいろいろマズイってわかってるっぽく、フツーに貸してくれた。

　……あ、ほんとだ。つながってる。

　フツーWi-Fiの設定に苦戦するんだけどな～。どーやったんだろ？

「じゃあ、ダウンロードをちょっと待ちましょーか。終わったらリンクの設定しますんで」

「助かる……」

「…………先輩、その目……あたしに歌えって言ってます？」

　こくりとうなずき、ちょっと笑う先輩。

　いやいや……そんなん見たら歌うしかないっしょ。

「しょーがないっすね～。じゃもう一曲入れちゃいますかー！」

　にひっと笑ったあたしは、調子に乗るついでに軽く言った。

「その代わり次は先輩っすよ？　はいリモコン……使い方わかります？」

「……ああ。だが──」

「歌わないはなーし！」

　ぴっと×印を作り、マイクを通して言うと、先輩は戸惑った顔をして、あ、その顔イイ、とか思う。

　二曲目はテンポが早くて明るい、ポップなボカロ曲。

　テーマが失恋とかでもないので、めっちゃ楽しく歌えた。

　けど、それよりも。

「──おお～っ!?　え、先輩選曲いーですね!?」

　リモコンをたどたどしく操作して先輩が入れたのは、めっちゃはやりの曲。

　カラオケに行ったら誰かが一回は入れる、それでも飽きたりはしないで、一緒に口ずさんでみんなが沸くようなやつ。

　ただ結構難しくて、そこがまたいいんだけど……ってあれ？

　待って。これ去年リリースされた曲だから、先輩知らなくない……？

　もしかして──リモコンを見たあたしは確信する。

「先輩これ……ランキングからテキトーに選んで入れた……？」

「ああ」

　それがどうしたとばかりに首をかしげる先輩に、あたしは慌てる。

　いやいや知らない曲歌うとかムリゲーすぎだし！

　これはムリでしょ──ってフツー思うじゃん？

　でも、ゲンジツはあたしのななめうえってた。

「…………は？　え？」

　まず歌い出しがちがう。

　ってゆーか……歌詞ぜんぜんちがってる！

　画面は見てるのに、まったく合ってない！

　それなのに、そのコトを言わなかったのは──めっちゃうまかったから。

「…………なに、これ……」

　音取り、リズム、ボリューム。

　ぜんぶがカンペキすぎる。

　なんで歌詞どおり歌わないのかはわかんないけど、もともとこーゆう曲だよね？　ってゆーかなんなら元の曲よりイイかも──ってカンジで、鳥肌がスゴすぎ。

　そのまま最後まで歌いきった先輩は、汗を拭うような仕草をしてからこっちを見てきて。

　──あ、ヤバい。ムリ。

　なんかよくわかんないけど、今先輩見たら乙女的ななにかがバクハツしちゃいそうな気がして目をそらす。

　──いやいやさすがに目をそらすはない。なしよりのなしでしょ。

　なんか言わないと──。

「…………あの……もう一曲お願いしてもいーですか？」

　なにそれ。ないでしょ。ってなったけど、ホンネだった。

　フツーにまだ聴きたい。もっと聴いていたい。

　先輩は少し考えこむようにしてから、うなずいた。

「わかった」

　そのままリモコンを操作して、入れた曲は──

「マ!?」

　声出た。てかスタンディングした。

　なんでって、先輩が入れたのはあたしの大好きなバンドの、お気にの曲だったから。

　ウソ……先輩、歌えんの……？

　高音ヤバイとこあるし、全体的にめっちゃムズいと思うけど……。

　てか、歌詞変えちゃうの──？

　期待半分不安半分のままイントロを駆け抜けたあと。

　先輩の声がバクハツした。

　真剣な表情で。今度は歌詞も変えないで。

　カンペキに。でもキチンと先輩らしく。

　歌う。

　……ヤバイ。

　ヤバイヤバイヤバイ。

　めちゃくちゃ──カッコイイ……！

　アガる曲なのに。

　誰かが歌ってたら、曲に合わせて体揺らしてヘドバンして、サビは一緒に歌って叫んで、ハイタッチとかしちゃうよーな曲なのに。

　レベチで、うますぎて、震えすぎて、なんかもう──涙出てきた。

「──桑こ折おり!?　すまん、桑折が好きな曲だと思って選んだんだが……うまく歌えていなかったか……」

　歌い終わった先輩がそんな風に言うのをあたしは全力で否定する。

　うますぎだし。感動させすぎだし。

　てゆーか。

「カッコよすぎかよ……惚ほれ直すじゃん……」

　絶対聞こえないちっちゃい声でつぶやいて。

　一回ふかーく息を吐いて、レーセイになって。

　あたしは顔を上げた。

「てゆーか──いくらなんでもうますぎでしょ!?　先輩カラオケ二〇年ぶりっすよね!?」

　めっちゃカラオケ行きまくりのカラオケ大好きマニアでもここまでうまく歌うのはムリでしょ！

　てか先輩、今の曲はたぶんあたしとのヘッドフォンシェアではじめて聞いたはずだし！

　なのにこれだけうまいって……。

「二〇年ぶりではないな。カラオケは行ったことがなかった」

「…………は？　てことは……初カラ？」

「ああ」

「天才……？」

　マジマジのマジで天才？

　はじめてで知らない曲別の神歌詞で歌って、一回途中まで聞いただけの曲カンコピするってもう魔法みたいな──

「あ、魔法!?」

　そうだ忘れてた。先輩はガチの魔法使えるんだ。

　身を乗り出して叫んだあたしに先輩は少し首をひねる。

「魔法……確かに使っているが、歌に魔法を使ったわけじゃない」

「やっぱり！　……え？　どっち？」

　使ったの？　使ってないの？

　先輩はじっと遠くを見るようにしてから手を伸ばしてきた。

「見たほうが早い」

　あ、これ異世界の想おもい出で見るパターン──。

　三回目なのでさすがに慣れた。

　目の前がカラオケルーム以上に暗くなってから、また明るく──

「……あれ？　明るくなってない？　先輩、これって──きゃっ！」

　目の前の先輩が突然後ずさって、あたしに当た──ら、ない……？

「あ、これ昔のほうの先輩……？」

　よく見たらボロボロの、バックパッカーみたいなカッコしてる。

　って言ってるあいだに、先輩がまたすごい勢いで動いて、あたしは思わずその場にしゃがみこんだ。

「ちょ──なになになに!?」

　なんか先輩、誰かとたたかってるっぽいんですけど！

　キホンまっくらで、たまに光ってちょっと見えるだけだから誰とたたかってるとかわかんないけど、とりあえずめっちゃ激しい。

　映像……ホログラム？だからどんなことが起きてもだいじょーぶってわかってても、フツーにこわい。

「うわ、うわ……なんかきたなんかきた、なんかすごいのきたあああ!!」

　目つむって、顔かくして……ん？　あれ？　音しない？

　ちょろっと目を開けて、様子を見ようとしたら、現実の先輩がめっちゃ近くにいた。

　てかこの体勢……壁ドン……？

「……大丈夫か？」

「だい、じょぶ……っす」

　別の意味でだいじょばないけど。

　とかやってるあいだに先輩の背中越しが明るくなってて、そっちを見る。

　あ、結構広い場所だったんだ。

　石畳で……学校の教室くらいの広さの場所に先輩が立っている。

　すっごい激しかったけどぜんぜんケガはしてないっぽい。

　あとバックパッカーっぽい格好だと思ってたけど……なんかゲームに出てくるアサシンみたいなカンジ……？

「先輩、ここって……」

「《ステロウン》のアリデジャ……コロシアムだ」

「コロシアム……!?」

　って古代ローマのやつ？

　スマホでググろうと思ったけど、ネット繋つながってるわけないよねー。

「《ステロウン》は他世界からの来訪者をすべてダーリャ……最下層の奴隷の身に落とし、アリデジャというダンジョンに放り込む世界で、ダーリャたちは同じダーリャやモンスターと戦いながらアリデジャからの脱出を目指す。そしてその様子を《ステロウン》の人間たちが観戦して楽しむシステムになっている」

「え？　観戦って」

「ようは娯楽だ」

「……うわ……ゲスい……」

　ヒドすぎ……。

「そうだな。ここはそこそこひどい世界だった」

「そこそこ……!?」

　これで!?

　先輩、異世界でどんな目に遭ってきたの……!?

「この世界で大変だったのはそんなシステムよりも……」

　そこではじめて先輩がしんどそうに顔をゆがめる。

『──平気？』

　突然画面に出てきたのは、生足がまぶしー女の子。

　年は……あたしと同じくらい？　先輩と同じくらいボロボロで……あ、顔見えた。お、カワイイ。

　え……いやいや待って。カワイイどころじゃないじゃん！　めっっちゃカワイイじゃん!!　前髪かかっててよく見えなかった！

　目おっきくて、瞳くりんくりんしてるし、口元めっちゃクールだし……！

　ちょっと汚れててダマされそうになったけど、青緑っぽい灰色くせっ毛ショートのふんいき激ヤバだし、ちゃんとしてもすんごいキレーなんじゃないの……？

　でもそれよりなにより──めちゃくちゃ薄着くない!?

　これ……動いたら絶対いろいろ見えるよね。

「先輩、この子……」

「ああ……桑こ折おりに、少し似ている」

「は!?」

　どゆこと!?　どこが!?

　ってなったけど、先輩はなんかすごく苦しげで、ホントにそう思ってるっぽい。

　ええ～……？　鏡で自分の顔めっちゃ見てると思うけど……似てる～？　あたしこんな美人か～……？

　どう考えても盛りすぎだと思うけど、先輩はつらそうにしてる。
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　今までの異世界ガールたちとはちょっとちがうリアクション。

　向こうの先輩もぜんぜんなんも言わないし……とか思ってたら。

『……俺にかまうな』

『そういうわけにはいかない。あなたは私の主人なのだから』

「主人!?」

　思わず先輩の顔を見た。

「セリの種族……〝ラシャ〟は、自らの命を助けた者を主人と呼び、一生をかけて尽くすのが習わしらしい……」

　あ、この子セリちゃんってゆーんだ。

　名前もかわいいな……ってゆーのはともかく。

「先輩……それ受け入れちゃったんです？」

「……何度も断った。……だが……その……」

　チラチラとこちらを見る先輩に、あたしはまさかと思いながら言う。

「あたしに似てたから、断れなかった、とか……？」

「…………」

　イエスの沈黙にあたしはなんて言ったらいーかわかんなくなる。

　セリちゃんみたいにめっちゃかわいい子と似てるって言われたらフツーに悪い気しないし、あたしに似てるからセリちゃん受け入れたっていうのもうぅぁあああって叫びたくなるくらい恥ずかしうれしーし、でも他の女の子受け入れちゃったんだってモヤるし、いやいやあたしにそんなん言う資格ないし、そゆこと思ったらダメでしょーとかも思うし──あぁぁよくわかんなくなる！

　よくわかんないことはおいといて。

　いやおいとけないけど……おいといたことにして。

　あたしは先輩に聞く。

「てか、歌の魔法は……？」

　それ大事。そもそもそのために見てるしね、これ。

　……今はそれが一番大事ってゆーことにしとく。

「……それは……」

　先輩の言葉が聞こえたみたいに、画面の中でクールなセリちゃんが急に後ろを向いた。

『……！　カイリ、すぐにここから──きゃっ』

　セリちゃんがその場にうずくまって、先輩も無言でしゃがむ。

　……なにげセリちゃんかばいつつ。

　むー……やっぱり……なんか……なんかなぁ……！

　いやいや。

　セリちゃんはなんか頭を押さえて苦しそーで……って、え？

「頭に耳生えてる!!」

　顔じゃなくて頭に。ねこっぽいヤツ。

　パーティとかで使うカチューシャじゃないし、ホンモノだ～。

「ラシャは状況によって耳だけでなく……いやすまん、今は関係ないな」

　なになに？　耳だけでなく？

　気になる。

　けどそれ以上に目の前で起きてるコトがよくわかんなくてまばたきしてると、先輩が続けた。

「アリデジャは各階層にボスモンスターが配置されていて、この階層のボスは──」

『セイレーン……』

　向こうの先輩が続けたのを受けて、こっちの先輩があらためて言う。

「この階層のボス、セイレーンは歌を武器としていて、基本的に防御不可能な上、セリのように身体能力──聴力の秀でた者によく効く」

『逃げ……て……』

　あ、ほんとだ。セリちゃんめっちゃつらく……なさそう……？

　いや苦しそーではあるんだけど、目がトロンとしてて、眠いのをどうにか耐えてるみたいな……。

　てかそもそもそのセイレーン？の声、あたしぜんぜん聞こえないんだけど。

　カットしてんのかな？

　先輩に聞いてみようか悩んでるうちに、突然声が聞こえた。

　セイレーンのかと思ったけど、これって……。

『…………カイリ……？』

　画面の中のセリちゃんのギモンも納得。

　先輩が歌ってた。

　ハミングだけだけど、やっぱめっちゃうまい……。

　フツーに聴き惚ほれてると、先輩は歌うのをやめて、セリちゃんがゆっくり立ちあがった。

『歌を歌で打ち消す、なんて…………』

　あ、ぜんぜん表情変わんなかったセリちゃんが驚いてる……。

　歌を歌で打ち消すの意味はわかんないけど、先輩がすごいことしたのはそれだけでわかった。

『歌は音の連なりだ。解析できれば打ち消す音の配列を忠実に歌うことは難しくない』

『………………』

　いやそれめっちゃむずいのでは……!?　ってたぶんセリちゃん思ってるんだと思う。

　あたしならそう思うし言う。

『簡単に……できることじゃない』

　あ、言った。

『あなたは、そのために、どれだけの努力を……』

『階層を抜けるのに必要だった。だから習得したまでだ』

『──』

　……カッコイイな先輩。

　セリちゃんも……無表情だけど、ちょっとキュンてしてる気がする。

『…………あなた一人なら……必要なかったのに……』

「え!?」

　思わず現実の先輩を見るけど、答えてくれたのは画面の中の先輩だった。

『……必要ないことをするような余裕はない』

　それだけ言って、画面の中の先輩は先へ進んでいく。

　セリちゃんは──

「というわけで、俺が魔法を使ったのは──」

「あ、先輩、戻るのちょっと待ってください！」

　先輩の言葉と手の動きで映像が終わっちゃうのがわかったので、あたしは慌ててお願いする。

　なんでって、セリちゃんがすっごい気になるカンジの顔してたから。

　なんか怒ってるみたいな、拗すねてるみたいな、でもすっごく──恋してるカンジの。

「この後は特になにもなかったと思うが……」

　先輩は不思議そうに首をかしげていたけど、あたしは確信してた。

　セリちゃん、絶対このあとなんか言う。

　そう思って待ってたら。

『…………いつか……認めさせるから……そして──この想おもいを……！』

「ほらー！」

「……っ!?」

　セリちゃんの言葉じゃなく、あたしの声に驚いたように、先輩がこっちを見るけど、それどころじゃない。

　セリちゃん……。

　先輩に助けてもらって、主人にもなってもらって。

　でも先輩ぜんぜん見てくれなくて、なのに優しくされて……。

　いつかきっと先輩にこの想いを知ってほしくて、今はその資格がないって思ってて──。

「……というわけで、俺が使ったのは分析魔法で、歌うことそのものに魔法は──」

「先輩！　セリちゃんとはあのあとどーなったんすか!?」

「ど……どう、とは？」

「セリちゃんめっちゃ先輩のこと好──」

　ハイあたし待ったー!!

　それ言ったらダメなやつ！　絶対ダメなやつ!!

　あぶないあぶない……なんかセリちゃんのつもりになりすぎた……。

　でも、

「セリちゃんめっちゃ先輩のこと好きじゃないですか！　想いに応えてあげたんですか!?」

　って言って、先輩が、

「ああ応えた」って言っても、「いや応えてない」って言っても、なんか……なんか……なんかなぁぁ……！

「うぅぅ……っ」

「こ、桑こ折おり……？」

「先輩……今日はいっぱい歌いましょう！　思うぞんぶん！　ぜんりょくで！」

　いつの間にか戻ってきてたカラオケボックスであたしはマイク片手に宣言する。

　今日は歌う！　セリちゃんのためにも！

　ってイミフ。

　レーセイにレーセイに……冷静に考えて、気づく。

「あ、それと曲の分析？　とかでも魔法は使ったらダメっすよ？」

「……！　ダメなのか……!?」

「ダメでしょ……てかキホンこっちで魔法使ったらダメですってば」

　フツーに誰かに見られたらヤバい。

　まー先輩の中ではもう魔法とかジョーシキすぎてムリめなのもわかるけど……。

　そう思って先輩を見ると、めっちゃ難しそうな顔してて。

「……えっと、じゃあ、あたしの……あたしだけしかいないトコなら、さっきのだけはアリってゆーのは……どーっすか？」

「いいのか……？」

「ってゆーか……ぜんぶあたしが勝手に言ってるだけですし……先輩はぜんぜん自由にしてくれていーんですよ？」

　彼氏だからって束縛するとか……そーゆうのは違うと思うし。

　なのに。

「……やめておこう。魔法のせいで桑こ折おりといられなくなるのは嫌だ」

「────」

　その、言葉より真剣な表情が……響いて。

　あたしはショージキに白状する。

「あの……えっと、ですね……さっきのは……先輩のすっごいうまい歌、あたしだけが聴きたいなって……そーゆうワガママなだけですから。ホント気にしないでください……」

　分析魔法とか、フツーにみんな気づかないと思うし。

　ただあたしが先輩の歌をドクセンしたいなって思っちゃっただけで。

　あ～……なにが束縛するとかそーゆうのは違うってゆーね……。

「なるほど……わかった。桑折以外の前では今後二度と歌わないことにしよう」

「──!?　や、だ、だから──」

　それただのあたしのワガママだから──。

「桑折に言われたからじゃない。俺がそうしたい……俺のわがままだ」
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　……ぅー……ぁー……。

　無敵かよもー……………………スキすぎる。

　結局、いっぱい歌いましょーって言ったのに、あたしがいろんな意味でいっぱいいっぱいになっちゃってぜんぜん歌えませんでした……。まる。




　……あ、先輩のスマホの設定……！






Extra









　──その日の夜。




「は～……お風呂サイコ～…………ん？」

　お風呂の中でスマホ見たら、リンクの通知がきてた。




『送れてるか？』




「え、先輩からリンクきてる!!」

　結局あたし設定し忘れちゃったのに……。

「自分でできたんだ……すご！」

　や、インストールと設定自体はそんなに難しくはないからすごくは……ううん、先輩は久しぶりだからやっぱすごい！




『バッチリ送れてますよ～〈笑顔〉〈ピース〉』

『そうか……よかった〈がっかり〉』




「ぷっ……絵文字打ち間違えてるし」




『絵文字ミスってますよ！〈爆笑〉〈爆笑〉』

『すまん〈笑顔〉』




「あはははっ、ちょ、先輩ねらってるの～？」




『笑顔で謝るて！〈爆笑〉〈爆笑〉〈爆笑〉』

『おかしい……どうすればいいんだこれは』

『いや、フツーに押すだけですよ押すだけ』

『〈怒り〉〈笑顔〉〈ニヤリ〉』




「……いろいろ試してんのかな？」

　てか、今のが先輩と付き合ってからの初リンクか～。

　まあ送るのだけはもうやっちゃってるけど……やっぱお互いに送りあわないとだもんね。

「なんかウケる……先輩とリンクしてるの」

　ニヤニヤしてると、先輩からのメッセージが来なくなったので、そのあいだに湯船から出て最後のシャワーを──

「ん……鳴ってる？　……んしょ」

　片手にシャワー、片手にスマホの格好で、画面を見たあたしは、そこに先輩の顔が映っててパチクリする。

「……は？」

　あれ、あたし先輩の写真壁紙にしてたっけ？

　てかこれ動いてるような……。

『こ……桑こ折おり!?』

　声まで聞こえるし──って。

「なんでビデオ通話になってんの!?」

　はあ～!?　はあああ!?

　え、え!?　あたし受話ボタン押した!?

　なんでビデオ通話──あ、先輩が間違えたのか……。

　とゆーことは……こっちの映像がぜんぶ向こうに……！

「ちょ、ちょ──ひゃっ」
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　焦ったのがホント最悪すぎた。

　お風呂場でめっちゃスベって、転ぶ。

「いったぁ……」

　で、あたしのスマホはとゆーと──。

「あー!!」

　お尻の下にめっちゃ敷いてて……が、画面……。

　いやいやそれより先輩のほうにどう映っちゃってんの!?

　聞くに聞けないあたしが青ざめてると。

『どうした桑こ折おり！　真っ暗でなにも見えないが……！』

　あ、なんも見えてないんだ……そだよね～お尻に完全に敷いてるし～……って。

「なんもよくな～い！」

　叫んだあたしは、先輩がビデオ通話を消してくれるまで一歩も動けませんでした……。まる。






Memory 5　『那な乃のちゃんと渡わた世せ戒かい理りのラブラブ日記』









　こんにちは。

　私の名前は──あ、私みたいな陰キャ糞くそザコナメクジの名前なんてどうでもいいですね……すみません。

　私は那乃ちゃん──桑折那乃ちゃんのクラスメイトＡです。

　自他共に認める陰キャで、クラスに数人はいる同じ陰キャの人にも声をかけられない、ガチコミュ障ガールです。えへへ。

　趣味も特技も特にない私ですが、存在感のなさだけには自信があって、なんとこんなに陰キャでコミュ障なのに、小中高といじめられたことがありません。すごいでしょう。

　そんなクラスカーストの最下層どころか、場外にはみ出ている私ですが、一つだけ自慢できることがあります。

　それは那乃ちゃんと中等部のときからずっと同じクラスだということです。

　桑折那乃ちゃん。

　私が那乃ちゃんのことを知ったのは中等部の入学式でした。

　私はガチコミュ障なので、人がいっぱいいたり、なにかのイベントに強制参加させられると、すぐお腹なかが痛くなります。

　その日も私はあっさりポンポン痛い痛いになったのですが、入学式だったので我慢してしまったんです。

　それが間違いでした。

　式が始まってから、私のお腹の中のそれは大暴れしてしまったのです。

　困りました。存在感の薄いことに定評がある私も、さすがに式の真っ最中に抜けだしたらバレます。

　かといって誰かに声をかけることなんてできるわけありません。

　そんなことするくらいなら体育館ごと爆破して死にます。死なば諸もろ共とも。

　どうにか粘っていましたが、どうにもならない絶望にまみえた私がどうやってこの体育館を爆発させるか考えはじめた──そのときでした。

「センセ～、保健室行きたいんですけどー」

　校長先生の話の真っ最中。

　堂々と手を上げたその子は、先生に呆あきれられ、眉をひそめられ、周りからクスクス笑われても平然と微笑ほほえんでいました。

「あはは、すみませーん……あ、オッケー？　ありがとうございまーす。…………行って大丈夫だって。歩ける？」

　驚きました。

　てっきり同じ境遇の人がいたんだと思っていたら、なんとその人──クラスメイトのすっごくかわいい女の子は、私のために手を上げてくれていたのです。

　そのまま保健室までついてきてくれて、先生に事情を話してくれて……付き添ってまでくれたその子こそ私の女神桑こ折おり那な乃のちゃんでした。

　保健室の一件のあと、同じ一年生でしかも同じクラスだと知ったときの喜びといったら忘れられません。

　もちろん私のコミュ障は筋金入りなので、クラスで話しかけたりはできませんでしたが、那乃ちゃんはそのかわいさと面白さと天使さと女神さであっという間にみんなに愛され、クラスの中心になっていって、それはもう私に感動を与え続けてくれました。

　あんなに女神な那乃ちゃんが愛されないわけないよね……！　世界はちゃんと愛されるべき人を愛されるようにしてくれてるんだ！　ありがとう世界！

　しかも……しかもです。

　驚かないでください。

　なんと那乃ちゃんは入学式の一件と共に私の名前まで覚えていてくれて、あるとき普通に声をかけてきてくれたんです!!

「あはは、忘れるわけないじゃん。あとずっと気になってたんだけど……名字呼びめんどくない？　ナノでいーよ」

　その日、私は家に帰ってから泣きました。

　感涙です。夜ご飯もお母さんに言ってお赤飯を炊いてもらいました。

　お母さんには「あら、あなたもやっと大人になったのね……」って言われましたが、私は大人になったんじゃありません。信徒になったのです。

　桑こ折おり那な乃の教の信徒に。

　という冗談はともかく……まあ別に冗談でもないですが、その日から余計に那乃ちゃん大好きっ子になってしまった私は、それはもう全力で那乃ちゃんと仲良く……できるわけがないので、陰から見ていました。

　あ、陰といってもストーカーとかそういう行為はしていませんよ？

　家くらいは知ってますが、あと通学路も知っていますし、たまにネコを見に迂う回かいすることも把握してますが、ついていってはいません。たまにしか。

　ともかく中等部三年間、教室ではずっと見続けて、その甲か斐いあってか、高等部でも那乃ちゃんと同じクラスになれました。

　この身に起きた奇跡にいてもたってもいられず、家に帰って叫びました。お風呂のお湯の中で。

　まあ奇跡といっても、全国の神社仏閣をまわりにまわって、夏休みはお遍路もして「神様、高等部でも那乃ちゃんと同じクラスにしてください……っていうかなれなかったらわかってますよね神様？」って真摯にお願いしてたので、当たり前と言えば当たり前だったかもしれません。

　そんなわけで高等部でも那乃ちゃん幸せウォッチな毎日をすごせていたのですが──。

「ナノにカレシできたって！」

　衝撃でした。

　人生で二番目のショックだったかもしれません。

　那乃ちゃんは私の信者補正抜きでも超絶かわいくて、性格も最高で、明るくて面白くてユーモアがあって、少し変で、オシャレで、癒やし系だったので、太陽が東から昇るくらい当たり前にモテていました。

　特に中等部のときはすごくて、私が知ってる限り、最高記録は一週間で八人、一日に三人に告白されていました。

　それでも那乃ちゃんは誰とも付き合いませんでした。女の子にも告白されてましたが、断っていたのでそういうことでもないと思います。

　きっと特定の男子と付き合う気はないんだ、だって那乃ちゃんはみんなの那乃ちゃんだから──なんて、思っていたのに……。

　いえ、そんなのは糞くそザコ陰キャの勝手な思い込みです。

　私は那な乃のちゃんのただのクラスメイトですし、というか家族であったとしても、那乃ちゃんの決定に文句なんてつけられるわけありません。恐れ多いことこの上なしです。罰が当たります。

　彼氏ができて幸せになった那乃ちゃんを応援しよう──そう思おうとしました。

　というか、那乃ちゃんの信者としてそんなの当たり前のことです。

　でも、無理でした。

　相手の男子……渡わた世せ戒かい理りがめちゃくちゃ訳アリだったからです。

　ぱっと見はまあ普通、でしょうか。

　前髪長めで、寡黙で、ひょろっとしてて、制服はきちんと着てて……ちょっと陰キャの香りもしますが、それどころじゃありませんでした。

　なんと彼は事故かなにかでずっと昏こん睡すいしてた二留の先輩クラスメイトだったんです。

　二留とか。

　アニメの世界です。いえ、アニメでも見たことありません。

　それでも那乃ちゃんが付き合うくらいなんだから──と思ってイイとこ探しをしました。

　それ専用の日記アプリをダウンロードしたくらいです。

　タイトルは『那乃ちゃん神！　ついでに渡世戒理調査日記』です。

　これで渡世戒理の問題を洗い出そう──と思ったのですが、洗い出す必要もありませんでした。

　ヤバイです。

　渡世戒理のヤバさマジパない。

　……ちょっと陽ようキャの人みたいな言葉を使っちゃいました。えへへ。

　渡世戒理、大人しそうな見た目に反して、問題行動のオンパレード。

　まず、初日に渡世戒理に投げられた人が一三人。ちなみにこの中には先生も含まれてます。

　別に渡世戒理を攻撃しようとしたりしたわけじゃないのにこれです。

　どういうわけかケガはないようですが、それでも異常です。

　異常といえば、授業中の異常行動もスゴイ。

　基本的には大人しく授業を受けているのですが、先生が寝ている人を起こそうと軽く……軽くですよ？　教科書でぽんって叩たたこうとしたのを、教科書を高速で抜き取って止めるとか。

「な……え？　わ、渡世？」

「──すまない。体が勝手に動いた」

　いやいやいやいや体が勝手に動いたって！

　暗殺者かなにかですか。

　まあ確かに動きが洗練されていて、異様なほどカッコよかったですけど。

　ちなみに似たようなケースで、授業中に男子Ａと男子Ｂが「消しゴム貸してくれ」「オッケー、投げるぜ？」「おう……渡わた世せくん!?」「なんで取って……え、今どうやったん!?」「…………危険物ではないな」ということもありました。

　渡世戒かい理りのはるか後ろで繰り広げられていたやりとりで、彼はそれまで振り向いてすらいなかったのに、空中の消しゴムを見事にキャッチしていました。

　意味がわかりません。

　ちなみにこれは那な乃のちゃんのすぐ前で行われていたので、ドン引きしてるだろうな～と思ったら、めっちゃ笑ってました。正確には笑いを必死にこらえていました。

　ただ楽しそうにも見えますが、苦笑にも見えます。苦笑だとしたら……？

　とか考えてるうちにまた渡世戒理が超反応で後ろの席の男子を投げてしまいました。

　どうやらプリントを前に回すときの背中を叩たたく動きに反応したようです。

　ヤバすぎです。

　それでも座学はまだマシなほうでした。

　体育はもう……文字通り驚天動地空前絶後の連続。

　体育は男女で授業が分かれているので、抜け出して少し見ただけですが、それだけでもヤバいシーンが満載でした。

　サッカーをしていたのですが、渡世戒理と接触する先から男子が投げ倒されていって、サッカーになっていませんでした。

　あ、ちなみにファウルは取られていませんでした。

　あまりに彼の動きが速くて投げ倒す瞬間が見えていなかったからでしょう。

　傍はた目めからは近づく男子たちが勝手に倒れていったように見えていたと思います。

　あの動き……私でなきゃ見逃しちゃうね。

　まあもちろん私も見えていないので想像ですが。

　あと言動もヤバイです。

　彼がよく口にするのが「魔法を使えば」です。

　たまによくわからない……ちょっと覚えられない専門用語っぽい単語も飛び出します。

　そして、突然空中に手をかざしたり、それこそ魔法を使うかのような素振りを頻繁に見せます。

　察するに……彼はちょっと厨ちゆう二に病びようをこじらせているのでしょう。

　そのような時期は誰しもあるものです。かくいう私もそうでした。

　ですので、基本的には寛大に見たいスタンスですが、那乃ちゃんの彼氏となればそういうわけにもいきません。

　もちろん那な乃のちゃんがそういうの大好きで、たまたま渡わた世せ戒かい理りがそうだった、ということであればかまいません。

　でもそうではないのです。

　那乃ちゃんは確かにいろんなことに興味を示す素晴らしい好奇心をお持ちですし、オタク趣味的なものも全然嫌がらず、場合によっては自分で体験してみたり、楽しんだりしていて……もう那乃ちゃん最高！　大好き！　なのですが、決してそちらに好みが偏っているわけじゃありません。

　あくまで好きなことの一つで、彼氏に求める決定打ではないでしょう。

　というより、決定打などというものはおそらくないのでは……？

　もっといえば那乃ちゃんが渡世戒理を好きなのではなく、渡世戒理が一方的に那乃ちゃんを好きになっただけでは──。

　事実、渡世戒理は頻繁に那乃ちゃんを見ていて、そこに好意が潜んでいるのは間違いありません。ぱっと見無表情ですけど。というか表情変わるの？　って感じですけど。

　対して那乃ちゃんもまあたまには渡世戒理を見ますけど、基本はみんなに分け隔てなくその視線は向いています。私ともごく稀まれに目があって笑いかけてくれます。那乃ちゃん神。全世界が崇あがめるべき。

　さて、ここまで書けばもうおわかりでしょう。

　そうです、那乃ちゃんは渡世戒理を別に好きなわけじゃない！

　にもかかわらず渡世戒理は彼氏になった……。

　ということは──なにか重大な理由がある！

　ズバリ、那乃ちゃんは渡世戒理に脅されて付き合った!!

　なんということでしょう……許せません。那乃ちゃんかわいそう……。

　この状況で陰キャ糞くそザコナメクジコミュ障の私が取れる行動など一つしかありません。

　そう、通報です。

　私たちの那乃ちゃんを誑たぶらかした悪鬼を公僕に捕まえてもらわなければ……！

　そのためには証拠が必要です。

　公僕は無能なので、証拠がないと動いてくれません。

　それもより詳細なものが。

　そのためには犯罪行為もやむなし……！

　というわけで、私は那乃ちゃんのために渡世戒理のストーカーをすることにしました。

　つぶさに観察し、あわよくば那乃ちゃんを脅して付き合ったことの言質を取る。

　私が陽ようキャならその証拠を元に社会的に抹殺することもできたかもしれませんが、いかんせん陰キャなのでそこまではできません。

　せいぜいできるのは那乃ちゃんを救うお手伝いのお手伝いくらいです。

　ともあれ、『那な乃のちゃん神！　ついでに渡わた世せ戒かい理り調査日記』はより本気度の高い感じのタイトルに……うーん、そうですね、『渡世戒理のことをもっと知りたい！』、意思表示をそのままタイトルにしてみました。

　と、勢い込んだのはいいのですが……渡世戒理のストーキングは困難を極めました。

　まず大前提として渡世戒理に興味がない。

　興味がないものをストーカーするのは大変です。

　渡世戒理は学校でも登下校でも那乃ちゃんと一緒にいるのでそのときは那乃ちゃんを見て癒やされて……でも隣の鬼畜にこの関係を強制されてるんだ……那乃ちゃんかわいそう……私が救うお手伝いのお手伝いをするからね……！　と、奮い立つこともできたのですが、那乃ちゃんと別れたあとの渡世戒理を追うときがしんどかったです。

　なんでこんなことしてるんだろう私……ううん、那乃ちゃんのため！

　で、肝心の渡世戒理ですが、大体普通に帰るだけなのですが、たまに独り言を言ったりするんです。

　なんか異世界がどうとか……？　うわあ厨ちゆう二に設定キタ……とか思えるだけならいいんですが、実際に急に素早く動いたりするので正直怖かったです。途中で帰ろうかと思いました。

　それでもがんばって、尾行して尾行して……一度も気づかれることなく、ついに渡世戒理の家を突き止めました。

　伊だ達てに存在感皆無ではありませんね。えっへん。

　渡世戒理の家は思ったより……いえ、想像をはるかに超えて大きいものでした。

　これ絶対なんか悪いことして建てたおうちだ……！

　そう気づいてしまったら、私は急に怖くなって逃げ出しました。

　あんなおうちに住んでる人がまともな職業なわけない。

　公僕に訴えてもダメ。もみ消される……！

　家に帰って敗北感と無力感で打ちひしがれましたが、それ以上に那乃ちゃんを守らなければという想おもいが強くなりました。

　もう陰キャとか糞くそザコナメクジとか言ってる場合じゃありません。

　救うお手伝いのお手伝いではなく、私が那乃ちゃんを救わなければ。

　そのための手段は──問いません。

　渡世戒理を止めるためならなんだってする……。

　そう、命を奪うことすら。

　翌日、私はとっておきの武器──三角定規を握って、そのときを待ちます。

　カッターとかハサミのほうがいい？　いえいえ、そんな危ないもの間違って私に刺さったらどうするんですか。普通に死にますよ？

　さすがに手が震えました。

　なにせ渡わた世せ戒かい理りはスゴ腕の体術使いです。

　後ろに立つだけで投げられますし、死角とかありません。

　学校の廊下とかでも生徒がちょっとよろめいて隣の那な乃のちゃんに当たりそうになったら投げ飛ばしたりします。無敵です。厨ちゆう二に設定のためだけにあれだけの体術を極めたのだとしたら……ちょっとカッコイイです。

　いえいえなに言ってるの私！

　相変わらず那乃ちゃんは渡世戒理の横で笑わされている……あのニセモノの笑顔をやめられるようにしてあげなきゃ！

　そのための手段も完璧です。

　近づけば投げ飛ばされ、当たりどころが悪ければ死。

　そんな最強の渡世戒理ですが、私には絶対の武器──存在感のなさがあります。

　彼が気づく間もなく近づき、一息にこの三角定規を突き刺す絶技が……！

　そうですね……『無音殺インビジブルレイド』とでも名付けておきましょうか……。

　事件になって週刊誌とかで書かれるときにこういうのがあるとないとでは売れ行きが大違いですからね……。

　ふ、来週のワイドショーは私一色か……止まらない未成年の暴走……。

　などと考えているうちに放課後になってしまいました。

　断じてびびっていたわけじゃありません。当たり前ですね。本当ですよ？

　その証拠に、これから私は渡世戒理を……さ、刺すんです……！

　な、那乃ちゃんのため那乃ちゃんのため那乃ちゃんのため……！

　帰り道、なぜかいつもと違うルートを歩く二人を少し後ろから尾行して、人目につかないように人目につかないように……と思ってたら、大きな河川敷に出てしまいました。

　そよそよと春の爽やかな風が頬ほおを撫なでます。

　那乃ちゃんの笑い声が聞こえて、前を向くと、遊歩道を歩く二人が……なんかちょっといい感じの……青春真っ盛りみたいに見えてきました。

　いいなあ……。

　──ううん、だまされたらダメ。

　那乃ちゃんを救えるのは私だけ！

　最後の一押しを自分でして。

　私は覚悟を決め、少しずつ早足になって、十歩くらい先の渡世戒理に近づいていきます。

　一歩……二歩……三歩、四歩、五歩六歩七八きゅ

「──ぁぅっ」

　なんということでしょう。

　最後の一歩というところで盛大につまずきました。

　やはり陰キャ糞くそザコナメクジは陰キャ糞ザコナメクジなのです。

　無理をした罰が当たっちゃった……ってこれ土手の向こう側にダイブしちゃってますね？

　え……待ってください私泳げないんですけど？

　転げ落ちて川にざっぱーんしたら普通に死んじゃうんですけど？

　ちょ、これホントやばい──！

「──きゃぅ」

　ガクンと。

　ゴートゥーリバーしそうになっていた私の体が空中で止まりました。

　この浮遊感……もしや異能に目覚めてしまった……？

　河川敷から始まるスペシャルマイストーリー──とか言ってる場合じゃありません。

　超至近距離に渡わた世せ戒かい理りの顔がありました。

　あれ？　近くで見ると意外とイケメン……？

　というかこれもしかして……お姫様抱っこされてるのでは？

「────」

　か、河川敷から始まるスペシャルマイストーリー……!?

「あれ、コトちゃんっ？」

　私の名前を呼ぶ那な乃のちゃんの声が、私を現実に引き戻してくれました。

　危ない危ない……なんか変なところに行きそうになりました。恐るべし渡世戒理……って、まだ近いです……恥ずかしいから見ないでほしい……。

「ちょ、だいじょぶ!?　めっちゃ空飛んでたけど……」

「……ぁ…………ぅ……」

「ケガは……ないよね？　よかった～！　びっくりしたよ～！」

　陰キャ糞ザコナメクジコミュ障なのでうんも言えません。

　というか、那乃ちゃんがコトちゃんって名前を呼んで心配してくれた……超嬉うれしい！

　などという幸せ時間はすぐに終わりを告げました。

　なぜなら。

「あ、これコトちゃんのスマホ落ちて……ん？　……『渡世戒理のことをもっと知りたい！』……？」

　し、しまったあああああ!!

　転んだときにスマホを落としてしまっていたようです。

　しかも直前までイジイジしていたせいで、日記アプリがつけっぱになっていました！

　な、なんということでしょう……もうこの世の終わりです……ハルマゲドン。

「コトちゃん……これ……」

　那な乃のちゃんが戸惑っています。当たり前です。ごめんなさい、ごめんなさい那乃ちゃん……！

　と、いうか。

　渡わた世せ戒かい理り無反応すぎでは？

　一連のあいだうんともすんとも言っていません。

　人の形をしたロボットでしょうかっていうくらいノーリアクションです。

　い、いくら陰キャ糞くそザコナメクジとはいえ、お、乙女をお姫様抱っこしておきながらそれですか……!?

「えっと……コトちゃん、どこも痛くない？　……先輩、もー下ろしてあげてもダイジョブっすよ」

　那乃ちゃんの言葉にようやく反応した渡世戒理に下ろされて、いよいよ私が裁かれるとき──。

「えっと、すみません先輩、ちょっと先行っててもらってもいーです？」

「……わかった」

　首をかしげていた渡世戒理は、それでも迷うことなくうなずきました。

　……なんでしょう。二人のあいだにやたらと固い信頼関係がある気が……。

「あーっと……それで……コトちゃん……ええっと……これの、ことなんだけど……」

　──ち、違うんです！

　それはあくまで那乃ちゃんを渡世戒理の毒牙から救うためにつけていたもので、決して那乃ちゃんを傷つけるためのものでは──！

　と、言えたらいいのですが。

　いかんせん陰キャコミュ障にはハードルが高すぎました。

　それに、薄々感じていましたが……さっき確信しました。

　渡世戒理はまったく那乃ちゃんになにかを強制したりしていませんでした。

　むしろ那乃ちゃんには絶対服従感すらあります。

　もちろん那乃ちゃんが利用するとかそういうことはないので、やっぱりそれは二人のあいだに信頼関係があるということになります。

　つまり私がしていたことは…………余計なおせっかいだったということに。

　──謝ろう。

　二人の周りをつきまとってすみませんでした──と、一言だけ。

　それなら陰キャ糞ザコナメクジコミュ障にもできるはずです。

　いえ、しなければなりません。

　だから。

「……ぁ……の、ごめ──」

「ごめん！」

　え？

　なんで那な乃のちゃんが手を合わせてるの……？

　私が言おうとしてたのに。

　そうしているうちに、那乃ちゃんは拾った私のスマホを返してくれます。

「見るつもりはなかったんだけど……拾ったときに目に入っちゃって……これって、コトちゃんも先輩を好きってことだよね……？」

　──おほっ。

　変な声が出そうになりました。

　え？　え？

　どうしてそうなっちゃったの……？

「えっとね、先輩、最近クラスメイトにつけられてるって言ってて……いつもじっと見られてるって……それで見晴らしのいいとこ歩きましょーってここに来たんだけど…………それで、この日記ってことは……」

　あ。

　あ～。ああ～。

　私が渡わた世せ戒かい理りのこと好きだから調べてると思ったんですね。

　なるほどなるほど……。

　なんという勘違い。

　那乃ちゃんにこんなドジっ子なところがあったなんてますます推せます。私の那乃ちゃんは神を超える存在。

　この日記はあくまで那乃ちゃんのためにつけていたものなのに。

　でも……冷静に考えるとこのタイトルみたら普通は那乃ちゃんみたいに思うかもしれませんね？

　というか──あらためて見たら私でも勘違いしたので、そうとしか思えないですね。

　あ、これは私がドジっ子でしたてへぺろ。

　恥ずかしくて赤くなってしまいます。

　そんな私を見て、那乃ちゃんは気まずげに言います。

「やっぱり…………だよね……」

　そうしてなぜか悩むようにしてから、いつもハキハキ明るい那乃ちゃんにしてはめずらしくたどたどしく続けました。

「えっと、ね……あー……こーゆうのはあくまで個人の自由で、あたしが言えるようなことじゃないとゆーか……うん、他人の恋愛に口出すなーってゆーのはよーくわかってるつもりなんだけど……そ、そのー……──せ、先輩だけはごめんしてくれないかな!?」

「………………ぇ？」

「お、お願いっ……渡わた世せ戒かい理り先輩を彼氏にしようとするのだけは諦めて！」

　ぱん、ともう一度手を合わせた那な乃のちゃんは頭まで下げてきて。すっごく必死で。

　──そもそも私は渡世戒理のことなんとも思ってない、とか。

　たとえ絶世の美女だって那乃ちゃんのかわいさには敵かなわないんだから、とか。

　逆ならともかく那乃ちゃんがとられることを心配することなんてないのに──とか。

　いろいろなことを思ったけど。

　私が口にできたのは、一言だけでした。

「………………ん」

「…………ホ、ホント!?」

　もう一度、今度は声に出さないで、大きくうなずきます。

「………………よ……よかった～……」

　ほーっと息を大きく吐き出す那乃ちゃんは、私が嘘うそをつくかもとか、ぜんぜん思っていなくて、やっぱりすごく優しいいい子なんだとわかります。

　けれど。それよりなにより。那乃ちゃんは本当に渡世戒理のことが。

「好き……なんですね……」

「え……あ、先輩？　……い、いやー……なんとゆーか………………………………うん」

　ああ～……ああ～……。

　今の間。

　このすっごく恥ずかしそうな顔。

　渡世戒理の背中を追う、幸せそうな眼まな差ざし。

　尊すぎる……。

「応援、します……」

「え………………ありがと、コトちゃん」

　それじゃあたし行くね。と言って、那乃ちゃんはまだ少し赤い顔のまま走っていきます。

　そうして渡世戒理に追いつくと、また楽しそうに話し始めました。

　青い空を背景に歩く二人は、まるで一枚の絵画のようにとてもとても美しくて……。

　那乃×戒理──推せる……！

　私は例のアプリを起動させるとタイトルを変えます。

『那乃ちゃんと渡世戒理のラブラブ日記』。

　やっぱり那乃ちゃんは素晴らしい……。

　那乃ちゃんさえいれば明日も生きていける──。

　これからも那乃ちゃんのファンでいよう。ついでに那乃ちゃん絡みで渡世戒理のことも見ていこう──そう、かたくかたく誓うのでした。
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Memory 6　ネコカフェとベッドシーンとあたし









　──ショージキびっくりしたし、めっちゃ焦った。

　そもそものきっかけはフツーの話だったと思う。

「そーいえば先輩、最近なんか変わったこととかありました？」

　先輩がこっちに帰ってきてしばらくたったので、少し学校にも慣れたかな～？　くらいのカンジで聞いたんだけど。

「変わったことは特にないが、よく何者かにつけられてはいるな」

「へ？　つけられてる？」

　つけられてる……尾つけられてる!?

「昨日ついに家までついてきた」

「え──えええええっ!?　いやそれ大問題じゃないっすか！」

「問題はない。相手が誰かはわかっている」

「あ、そなんです？」

　フツーにストーカー案件かと思った。

　や、相手わかっててもストーカーはストーカーだよね……？

　まあ先輩はストーカーとかされてもぜんぜんヘーキそうだけど。

「クラスメイトの女だ」

「クラスメイトの、女子？」

　え。それって。

「それ……えっと、どーゆうカンジにです？」

「どうゆう感じ……？　そうだな、こちらに気取られないようにしていて、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくも見逃さないという熱情のようなものを感じるな」

　バレないよーに……熱情……。

　いやそれ──フツーに先輩のコト好きなんでは!?

　告白する機会をうかがってて、つい家までついていっちゃったとか──アリよりのアリアリなヤツでは!?

「ち、ちなみに誰、とかは……」

「名前はわからないが、今もついてきているな」

「──マジっすか!?　あ──むぐ」

　騒いだらバレちゃう。

　声あげたあとにそんなことしても意味ないかもだけど。

「……？」

　先輩がなにをしている？　みたいに見てきたけど、あたしはそれどころじゃなかった。

「と……とりあえず河原のほう歩きましょう！」

　見晴らしのいい場所ならついてきてる子がわかるかも──。

　で。

　いろいろあったけど、結局ついてきてたのはコトちゃん……中等部からずっと同じクラスのパッツン前髪カワイイ御み影かげ言こと葉はちゃんで、本当に先輩のことが気になってたっぽいってわかって。

　……ぶっちゃけちょっと嬉うれしかった。

　先輩、結構変なことしちゃいがちだし、みんなからも敬遠されてると思ってたから。

　それがコトちゃんみたいにカワイイ女の子の好きピになるくらい受け入れられてるのは、なんか、よかった～ってカンジで。

　でも、その何倍もびっくりしたし、え、先輩とられちゃうかも……？　とかなって、超超焦ったせいで、かなり恥ずいこと言った気がする……。

「どうした桑こ折おり」

「え。な、なにがっすか？」

　先輩が横にいる今思い返すとホントヤバみがハンパないので忘れよう。はい、忘れた！

「とゆーか……先輩、コトちゃんと話したことあったんです？」

　忘れたっていってんのになにいってんの!?

　最近ちょいちょいこーゆうのあるな……ダイジョーブかあたし……。

「会話はしたことがないな」

「……会話は？」

　とゆーことは？

「初日からずっと盗み見られていたから覚えてはいた」

「うそ……」

　初日からってことは、コトちゃん先輩に一ひと目め惚ぼれ……!?

「てゆーか、先輩気づいてたんですかっ？」

「向けられる視線を正確に読み取るのは自衛の基本だ」

　マジか～……ずっと先輩のそばにいたのにぜんぜんわかんなかった……。

「コトちゃん、もしかしてはじめてだったのかな……」

　初恋だった、とか。

「いや、はじめてということはないだろう」

「へ？　なんでわかるんです？」

「隠し方が巧妙だった。あれは慣れている」

「へ……へえええ～！」

　コトちゃん実は恋多き乙女？　今度話聞いてみよーかな……。

　や、さすがにあたしが聞くのはないか。

　恋が多かろうとなんだろうと、コトちゃんが失恋したことにはかわりないし、そのきっかけ作ったのはあたしだし。

　てか、絶対ヘコんでるはずなのに最後はあたしのこと応援するとか……カッコよすぎ。

　あたしが逆の立場だったら、身を引くことはできても、応援とか絶対できない……。

　そんなイイ子の恋をあたしが終わらせちゃったって考えると……けっこークるな～。

　いやでもだから譲るっていうのも違う……ってゆーかムリ……。

　うーん……恋バナはトモダチからよく聞いてたし、相談されたり、巻き込まれたこともあったけど、まさか自分の恋愛で悩むコトになるとは……。

　ちょっと前のあたしからは信じらんないな～。

　それもぜんぶ先輩が──って、先輩めっちゃこっち向いててビクってした。

「な、なんすか？」

　うわ声裏返った。恥ず……。

「すまない。驚かせたか」

「あ、いえ、あたしがぼーっとしてたせいなんで」

　せっかく先輩と歩いてるのに……。

　先輩と、二人で……二人……。

　うーん。

「桑こ折おり」

「はい？」

「その、よかったらなんだが……今から少し付き合ってくれないか？」





　　　　★☆






「お～！」

　先輩に誘われてきたのは、駅近くの全面ガラス張りキラキラのでっかいビル。

　この前まで工事してて、つい最近開店したばっかりのショッピングタワー。

「あーそっか、もうできてたんだっけ」

　先輩の退院のときにはまだ開いてなかったから、ホントここ数日だと思う。

　そーいえば、トモダチにも誘われてたな～。

　いろいろ忙しくなりそうだったからゴメンしたけど。

「てか、まさか先輩に誘われるとは……」

「だめだったか……？」

「ぜんぜん！　でもほら、あたしが誘ってとかならわかりますけど、先輩からってゆーのは……なんかおもしろいなーって」

　ちょっとニヤける。

　なんだろ、このカンジ。

　まだこっちに慣れてない先輩に新しくできたばっかのトコ誘われて、うれしーはうれしーんだけど、それだけじゃなくて……説明しづらい。

「それで、先輩はどこにつれてってくれるんすか～？」

　後ろ手にバッグを持って、上目遣いでにやにやしてると、先輩は迷うことなくエレベーター……の奥に進む。

　へ～こっちにも店あるんだ……ってこれ。

　カフェ？

　土足厳禁とかめずらしー。

　靴を脱いで、ふんわりした絨じゆう毯たんにあがってから、もう一枚ドアを開けて中に入る。

「二人だ」

　先輩が店員さんに一人でフツーに対応してる！　すごい！　とか、ズレたとこで感動してたら、目の前にネコがいた。

「お、おおぉ!?」

　え、店内だよね!?

　うわ、うわ、めっちゃカウンターに寝そべってる……！　ヤバイ、カワイすぎなんですけど……！

　てか、すっごい慣れてるし……わ～……。

「中にもたくさんいるぞ」

　先輩にうながされて中を見たら、そこかしこにいろんなネコがいて、寝てたり歩いてたり毛繕いしてたり……。

　そう、よーするにここは──

「ネコカフェか～！」

「ネコカフェというらしい」

　先輩とかぶって、ちょっと笑いあうと、足下に白黒の雑種っぽい子が寄ってきた。

　いやいや～そんなんされちゃったら屈かがんでご挨拶しますよ～。

「わ～、カワイ～……お出迎えかな～？　キミ名前なんてゆーの？　あ、これかな名前。……ブチコちゃんか～！　よろしくねブチコちゃーん……うっわ、つやっつやのいい毛をお持ちですな～……写真一枚いっすか～？」

　うひ～……喉ゴロゴロしてる～！　カワイすぎー！　なにこれなにこれ～！

　ネコカフェって聞いたことはあったけど、行ったことなかったんだよな～。

　とかいってるうちに、もう一匹、おっきなマンチカンっぽい子が「こっちもいいよ？」みたいなカンジで、すぐ目の前でお腹なか見せてくるし。

　その向こうのキャットタワーで「なんだ新顔か？」みたいにふてぶてしく見下ろしてくる子もいるし、あ、あっちで座って見てるのロシアンブルー？　めっちゃ気品みある～！

「はああぁ～……なんなんすかこの幸せ空間～！」

「……気に入ったのなら、よかった」

「えー、こんなんめちゃめちゃ最の高じゃないですか～！　てか、先輩よく知ってましたねー？」

「ああ……調べた」

「え、調べた？」

　たまたま見つけたとかでなく？

「桑こ折おりが、ネコを好きだと言っていたから……そういう場所はないかと思って」

　あたしのために、わざわざ？

　現実世界オンチの先輩が？

「さっき……落ち込んでいたように見えた。だから……その、ちょうどいいと思った」

「────」

　……や。

　…………えっと…………。

　…………も、なんか。

　…………そんなん、泣きそうに……なるじゃないっすか……。

　でもこんなとこで泣いたら絶対誤解させるし、それだけは絶対いやだったから。

　あたしは涙引っ込めー！　って念じて、ブチコちゃんをそっと抱っこする。

「ほ──ほら、先輩も！」

　にゃんこの力を借りて乗り切らせてもらおー──。

　と思ったら。

　先輩が超反応で後ずさった。

「え？」

「………………どうした？」

「……や、こっちのセリフですけど……」

　先輩に一歩近づいて無反応。二歩近づいて無反応。

　三歩、四歩、五歩……はい、渡──超反応で後ずさる。

「…………」

「…………先輩？」

　先輩の表情は変わってない。

　くしゃみしたりとかもないのでアレルギーもダイジョーブなはず。

　とゆーことは。

「ネコ……苦手です？」

　そんなことない、と思うんだけど。

「そんなことはない」

　そのとおり答えた先輩に、あたしはですよね～と笑う。

「ネコに限らず、小動物は好きなほうだ」

「……そんなカンジっすよねー」

　ネコを見る先輩の目すっごくおだやかだし、たまにクスっとしてるときもあって……めちゃくちゃカワイイめちゃくちゃカワイイ。先輩が。

　だからフツーに好きなんだろうなーって思ってたんだけど……。

　さわるどころか近づけられるのもムリって……おかしくない？

「もしかして異世界でなにかありました？」

　言った瞬間、先輩の表情が一気に暗くなって、当たりだこれ……ってなった。

「桑こ折おりは……鋭いな」

「いえ、たぶん誰でもわかると思います……」

　や、意外とわかんないのかな？　みんな先輩の表情ずっと変わんなくて怖いって言ってたし。結構コロコロ変わってんのに。

「…………気になる、よな」

　あれ？　いつもなら実際に見たほうが早いって言って秒で異世界コースなのに。

　てか、先輩青ざめてない……？

　これもしかしてガチでトラウマ的なヤツ？

「えっと……気になるは気になりますけど、思い出すのがつらいとかならムリには──」

「実は、セリが……」

　え、セリちゃん？

　あたしに似てるって先輩が思ってる猫耳美少女系の？

「……いや、すまん。そうだな。忘れてくれ」

「え、え、ムリ！」

　セリちゃんがらみの話はフツーに気になる！

「セリちゃんがどしたんですか!?　まさか、死──」

「いや死ぬとかではない……逆だ」

「逆……？」

　逆ってどゆこと？　ってなったけど、先輩はしまったという顔をしていて、あたしはなんかピンときてしまった。

「先輩、見にいきましょう。ぜひ」

「……、……」

「ぜひぜひ」

　あたしがブチコちゃんと一緒に迫ると、先輩はすごく困った顔をしていて、あたしはちょっとその顔もいいな、めっちゃ写真に撮りたいとか思う。

「…………わかった……」

　最終的にそう言ってくれた先輩に、ガッツポーズをとろうとしたら、まっくらになった。

　次に見えたのは……ん？　暗いまま？

　よーく見ると……ベッドに誰か横たわって……あ、先輩？

　うわ、先輩の寝てるとこゲットしちゃったんですけど……！

　とか、テンションをあげてる場合じゃなかった。

　誰かが寝室に忍び込んできた。

　なんか動きにムダがないカンジで、こう……プロっぽい。

　その誰かは先輩の私物には目もくれず、まっすぐ先輩だけを見ている。

　……これはさすがのあたしもわかる。

　映画とか漫画とかアニメとかいろんなエンタメで見る──暗殺者的なヤツ。

「起きて先輩!!」

　画面の中の先輩に声をかけてしまって、それが聞こえたよーに暗殺者がベッドに飛びかかった。

　うそ、ヤバイ──ってなって、かけよろうとしたけど、そんなことしなくてもダイジョーブだった。

　先輩がベッドにいなかったから。

　で、いつのまにか後ろにいた先輩が暗殺者をベッドで取り押さえる。

　あたしも自分で言っててよくわかんなくなってきたけど、とにかく見たとおりだとそんなカンジ。

　先輩が右手を振ると、そばのランプ？みたいなのに火がともる。

　……あ、そっか。さっきのも魔法でなんかしてたのかな？

　魔法超ベンリ～って思ってるあいだに、先輩がキツめの声で言う。

『──なんのつもりだ、セリ』

「は!?　セリちゃん!?」

　うっそ、セリちゃんが暗殺者だったの!?

　そんな超展開……あ、ほんとだ……セリちゃんだ……。

　ええ～……セリちゃんなんで……ん？

「ちょ──なにそのエッチなカッコ!!」

　フツーに下着じゃん！　下着だけじゃん!!

　てかなんか、顔赤いし、すっごく目とろーんてしてて……めちゃくちゃエッチな顔してる……。

　セリちゃんって、基本無表情で超クールな子じゃなかったっけ……？

「てゆーか、これ……フツーに誘ってるんじゃ……！」

　あたしがいろんな意味で焦ってると、先輩はすっごくしんどそうな顔で言う。

「見ていれば……わかる」

『はぁ……はぁ……ぁあ……カイ……リ……』

　うわ……うわっ、吐息えっろ……!!

　こ、これはダメでしょ……ダメすぎでしょ!?

　いつものセリちゃんとのギャップヤバいし、こんなん男の子だったらムリすぎじゃん!!

　先輩、先輩は!?

　って画面の中見たら。

『…………発情期か』

　先輩めっちゃクールだった。

　フツーに対応してる。メンドーって思ってるカンジがすっごい伝わる。

　……これはこれで……。

「先輩、冷静すぎません……？」

　セリちゃんの立場だったらフツーにショックとゆーか、傷つくとゆーか。

　あたしなら立ち直れないまである。

「ラシャに発情期があるという話は聞いていたからな。そのときからこういう可能性は考えていたんだが……」

『……、……』

　エッチなセリちゃんがめっちゃ苦しそうな、申し訳なさそうな顔になって、画面のなかの先輩もため息をつきながらセリちゃんを解放──あ。

　一瞬だった。

　セリちゃんが体操の選手みたいに、すんごいやわらかい動きで先輩をベッドに引きずりこんでその上にのしかかっちゃった。

『う……うごかない……で……』

　そのまま先輩の首筋にネイルにしてはするどすぎのツメをあてる。

「え、これ……」

　絶体絶命じゃ……!?

　画面の中の先輩も驚いてる。

『おい、セリ──』

『…………ごめん……なさい……ごめんなさい……っ』

『……謝るくらいなら、今すぐ』

『……っ、……ぁっ……』

　うわ……うわ～……セリちゃん……なんかもう先輩の声だけで……感じちゃってない？

　普段すっごいクールな人のこーゆう姿……ヤバすぎでしょ。

「って、ちょ！　先輩の服の中!!　手入れてるっ!!」

「桑こ折おり……、できれば、この先は……」

　見ないでくれ──たぶん先輩はそう言うつもりだったと思うけど、ムリっす。

　ガン見するあたしの前で、先輩の上にのるセリちゃんは自分を抱きしめるように悶もだえる。

『カイ、リ……おね……がい……おねがい……っ』

『や……やめろセリ──』

　先輩の声もむなしく、セリちゃんは露あらわにした先輩の胸に顔をうずめ、舌をはわせ──

　そのままゴロつきはじめた。

　胸だけじゃなく腕とか足に自分の体すりすりして、ペロペロなめて。

『にゃぅ～、んにゃぁ～……にゃ～…………んんっ、ぁあ……っ』

　たまに恍こう惚こつとしてる。

　……えっと。

　まあ……エッチな光景っていえばエッチなんだけど。

　なんだろ。

　おっきいネコにじゃれつかれてる感がすごい。

　確かにそのネコは発情期で、じゃれつき方が異常なんだけど、人の……んーとエッチとはまた違う気する。

「てか、なんで先輩振り払わないんすか……？」

　画面の中の先輩はさっきからされるがまま。

　いや、いーんですけど。

　いーんですけど！

　いやがってたわりにはあれ～？　ってちょこっと思うだけで。

「振り払えないんだ……振り払えるなら振り払った」

　言い訳っぽく言う先輩につられるように画面の中の先輩がうめく。

『……っ、な……ん……、か……からだ、が……!?』

「え……なに？」

　動かないカンジ？

「後日聞いた話だが……発情期のラシャは異性──男の体だけを麻ま痺ひさせる特殊な粘液を分泌するらしい」

「え……麻ま痺ひって……こっわ」

「ただ麻痺させるだけならよかったんだがな……」

『……っ、これ……は……感覚が……ん、鋭敏、にっ、セリ……やめ、ろ……！』

　なに……なになになになにっ？

　先輩もめっちゃエロくなってますけど!?

「分泌液には……皮膚感覚を鋭敏にして……その、性感帯を刺激する効果もあったらしい」

　絶望的な先輩のつぶやきをあたしはほとんど聞いてなかった。

　目の前の、なんかいろんなものを耐えてる先輩の表情に釘くぎ付づけになってたから。

　う……うわー……うわー……うわ～……。

　こ、これ……最後まで見ていいやつ……？

　こんなのもう──って。

「あれ!?」

　急に画面が暗くなって、しばらくして元の猫カフェに戻る。

　いいトコだったのに……って先輩めっちゃ汗かいてるっ!!

　顔鬼赤くて、ちょっとうつむいてて、目そらして、めっちゃ恥ずかしそうで……ヤバイ……カワイイ。

　いやいや、そーゆうことじゃないよね。
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「えっと……」

　あれ、なんか気まずい。

　先輩の恥ずかしいとことゆーか、なんか……その……エッチなとこ見ちゃったからかな？

「あ、そだ、あのあとどーなったんですか!?」

　一番大事なトコ。

　先輩とセリちゃんのテーソウは!?

「……一晩中……舐なめられ、こすりつけられ……見せつけられた……。それだけだ」

「…………それだけ？」

　その先には、いってない？

　こくりうなずく先輩は本当にもう思い出したくないってゆー顔。

「セリちゃんは……？」

「……夜が明けたら正気に戻って謝罪してきたが、そのあと一週間ほどは話しかけてこなかったな」

　うわあ……。

　まーわかるけど。そりゃそーなるよね。

「……発情期って、どーしようもないヤツですよね……？」

　自分でどーにかできないよね、たぶん。

「……そうだな。それはお互い理解していた」

　理解してたけど。

「ともかくその一件以来……俺はこうなった」

「…………な、なるほど～……」

　なんだろ。

　たぶん先輩はホントにつらい……とゆーかしんどい思いをして、そのせいでネコ好きなのに近づかれるとだめになって、それはかわいそうだなって思うけど。

　一番の被害者ってセリちゃんだったんじゃないかな……。

　先輩のこと好きで、認めてもらえたらいつか想おもいを──って思ってたのに、あんなんで誤爆するとか……つらたんすぎ……。

　あ、またセリちゃん目線で考えてた。

　えっと、あたし的には……先輩がエッチとかしてなくてよかった～ってカンジかな……。

　…………うーん、よくよく考えたら、あれってセーフなの？

　すっごくびみょいんですけど。

　てか、それよりなにより。

「先輩ネコに近づかれるのダメなのにネコカフェとかよく──」

　あ。

　あー……そっか。

　あたしが、ちょっとモニョってたから……。

　先輩がダメでも、あたしがアガるならって──連れてきてくれたんだ。

　…………。

　先輩やさしすぎかよ……。

「なんか、すみません。気つかってもらっちゃって…………あの、ありがとです」

　う、あらためて言うと恥ずかし。

　そのまま先輩の顔とか見てたらヤバそうだったので、あたしは足下のブチコちゃんに逃げる。

　はー……ニャンコサイコー──とか思ってたら、先輩がぽつりと言う。

「いや……謝るのも礼を言うのも、俺のほうだ」

「え？」

　なんで？

　ってカンジで見あげると、先輩は片手でちょっと顔隠すようにしてて。

「桑こ折おりがネコに喜んでる姿を見て……気づいた。俺が、見たかっただけなんだ……その、桑折の笑顔を……」

「────────」

　う。うぅ……。

　……うわーうわーうわ～!!

　あ、暑い暑い暑い！

　ク、クーラー、クーラー、クーラー!!

「ふぎゃぉっ！」

「あ、ご、ごめんブチコちゃん」

　無意識に力入りすぎてたっぽい。

　でも──。

　ムリでしょ。

　こんなん言われてフツーにしてろってムリすぎでしょ──。

「桑折……？」

「あ……あはは、それなら…………その……別に、エンリョしなくていっすね～」

「ああ……。……？　なぜ下を向いたままなんだ？」

　──そんなの。

　そんなの、顔がめちゃくちゃ赤いからに決まってるでしょーが！

　心の中でだけ逆ギレしつつ、あたしは「いやー……ネコと視線を合わせたほうがよってくると思って……」とかごまかしつつ、なんとかやりすごそうとして。

「まだ奥にもいるぞ。……連れてくるか？」

「いや先輩ムリでしょ!?」

　その話を今してたでしょ!?

「がんばれば……なんとかなるかもしれない」

「そんなとこでがんばんないでいーですってば……！」

「いや、桑こ折おりのためならやる価値はある」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ、もー、だーかーらー！」

　そーゆうとこ！

　そーゆうとこっすよ!?

　って言ったところで、先輩には伝わんないんだろーな……。

　先輩は一見無愛想で無表情でわけわかんない行動とりがちだけど、ちゃんとぜんぶ意味があるし……気持ちもこもってる。

　だから、ちょっとでもそのことがわかっちゃうとセリちゃんとかシェミちゃんとかシャルティニアさんみたいにコロっといっちゃうんだろーな……。

　だから、コトちゃんも別に特別ってワケじゃなくて。

「う────ん……」

　先輩の魅力がみんなに伝わるのはうれしーけど、カノジョとしてはそれはそれで……めっちゃフクザツだよねってゆー。

　つらたん……。

　あと先輩、すっごいピュアなカンジで急にイケメンなことしてくるから、身がもたないっす。

　…………。

　……まあ、でも、うん。

　よーするにめちゃくちゃ幸せすぎる悩みなんだな～って気づいて、あたしはひとりにやにやしちゃうのでした。まる。






Memory 7　先輩んちとテストとあたし









　こんな日が来るとは夢にも思わなかった。




　家の廊下で待機していた俺は、ドアチャイムの音の気配を感じてドアを開く。

「ひぁあっ！　──せ、先輩？　び、びっくりした～……反応鬼はっや……」

　驚いた様子の桑こ折おりが、立っている。

　玄関扉の前。

　渡わた世せ家の──敷地で。

「は～……もしかしたら先輩のおかーさん出てくるかもとか思って、すっごく気合い入れてたのに……今のでぜんぶどっかいっちゃいましたよもー」

　あは、とちょっと困ったように笑う桑折は、どこからどう見ても俺の知ってる桑折那な乃の以外の何者でもない。

　だがやはり、この光景が信じられない俺としてはなかなかそれを現実のものとして受け入れることができなくて──

「……あの、入ってもいーです？」

「──もちろんだ。あがってくれ」

「じゃ、お言葉にあまえて……おじゃましまーす」

　笑顔の桑折が、俺に続いて玄関に入り、靴を脱ぐ。

　その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見つめながら、俺はなぜこのような状況になったのか思い返す──。





　　　　☆★






　学校という場所では細かな試験が頻繁に行われる。

　そのことを思い出したのは、授業を受け始めてすぐのことだったが、さして気にも留めていなかった。

　だが。

「あのー先輩、勉強だいじょぶです？」

　ある日、桑折がそんなことを聞いてきて。

「ああ、だいぶ慣れてきた」

「おーいっすね～。いーんですが……えっと、実はですね、数学のセンセーにちょろっと聞きまして……先輩、小テストとかどんなカンジです？」

「小テスト？」

「ほら、授業の頭に毎回やってるヤツです。前の授業の復習的な」

「受けている」

「……うんうん、受けてるのはいいとして。手ごたえとかどーです？」

「手ごたえ……」

「もしかして、あんまり解けてないのかなーって」

「解く？」

「そこ!?　そこ疑問形になっちゃうんだ!?　あははは、ウケる！」

「……？　……名前を書くのは合ってるか？」

「合ってます合ってます。そのあとの計算式とか……あ～……いえ、わかりました。センセーがあたしに言ってくるワケだ……」

　それは聞き捨てならなかった。

「俺のことで、桑こ折おりがなにか言われたのか？」

「──や、先輩待った！　手入れるのストップ！　むしろセンセーはめっちゃ先輩のコト心配してくれてますから!!」

　……よくわからないが、どうやら桑折に迷惑をかけたらしい。

「すまない……俺はどうすればいい？」

　どうすれば桑折に迷惑をかけずにすむ？

　それが、それだけが重要だ。

「そっすね～……んー」

　桑折は軽く腕を組んで考え込む素振りを見せると、すぐに言った。

「うん、決めた。先輩、あたしと一緒に勉強しましょーか♪」

　──そこからすぐにどこでやるかという話になり、場合によっては中学でやった内容も思い出す必要があるかもしれないということで、そういった資料があり、なるべく外部の雑音がなく、落ち着いて取り組める場所がいいと聞き、俺は言った。

「それなら、うちはどうだ？」





　　　　☆★






　桑折は二つ返事で快諾してくれた。

　そのことには感謝しかない。

　言うまでもなく我が家は俺にとって最も慣れ親しんだ場所であり、文字通りのホームだ。

　異世界とのギャップを気にする必要もないし、この上なく気楽……だったはずだが。

「……おーい、先輩？　さっきからだいじょぶです？」

　桑折がひょいと顔をのぞきこんできて、ふりふりと手を振ってきた。

　普段サラサラと揺れる後ろ髪が今日はシュシュで結ばれていて、細く綺き麗れいな首筋がいつも以上に露あらわになっている。

　そんな些さ細さいな違いにも、俺は反応せざるをえなかった。

「あ、ああ……その、いつもと格好が違うんだな。髪型も……」

「え。あ、あーまあ……さっきも言いましたけど、先輩の親御さんとかいたら……こう、あんまり派手なカンジもどうかなーとか思ってですね……」

「……そうか」

　よくわからないが、今日は親のどちらも帰宅する予定がない。

　なので、その心配は無用だったが、わざわざ口に出す必要もない。

　そう思っていたのだが。

「あのー、ちなみに、今日親御さんは……」

　少し迷ったが、桑こ折おりには嘘うそを吐つきたくなかった。

「今日は帰ってこないはずだ」

「……、……そ、そですか」

「……？　なにか問題があったか？」

「え！　も、問題!?　な、なんの!?」

「いや、今急に顔が赤くなったから……」

「い、いやいやいやっ、そんなことないですって！　も、もー先輩～、先輩のほうこそ、今日親御さんがいないからって、ちょっと期待しちゃったりとか…………あ」

　しまったという顔。

　余計に頬ほおを赤くする桑折の、落ち着かなげなめずらしい仕草がたまらなく可愛かわいい。

　そのままじっと見つめてしまっていることに気づいて、俺はハっとする。

「……とりあえず俺の部屋でいいか？」

「────は、はいっ」

　……？　やはりどこかおかしい。

　急に桑折も緊張しだした気がする。

　対面する相手の緊張が伝わると、こちらは落ち着いてくる。

　この非対称性はあらゆる場面において役に立った。

　異世界でこの事実に気づいたときはなかなか感動したものだ。

　どんな絶望的状況でも平静を装い、相手に重圧をかけることができれば、優位に立てる。

　その自己暗示によって何度窮地を切り抜けられたことか──。

「あの～……」

　遠慮がちな桑折の声に、俺はまたハっとさせられる。

　しまった、つい思考に没頭してしまっていた。

　振り返ると、桑こ折おりは周りをキョロキョロ見るようにして言った。

「いまさらですけど……先輩のおうち、めちゃくちゃ広いっすね……」

「そうか？」

　あまり自分の家が広いかどうかは考えたことがない。

　だが、過去にも誰かにそのように評されたことがあった気がする。

「そーですよ……こんな長い廊下はじめて見たし。部屋の数すごいし。……その割には玄関扉道路に近いですよね？　防犯とかダイジョブなんです？」

　桑折はやはり面白い着眼点を持っている。

「問題ない。父親いわく、わざとだそうだ。ああ見えてかなりセキュリティは強固に作ってあるらしい。むしろ実験を兼ねているので侵入してほしいくらいだとまで言っていた」

「ええ……？　侵入してほしいて。やっぱ先輩のお父さんもおもしろそうですね～」

　そうだろうか？　それもあまりよくわからない。

　少なくとも俺にとっては桑折のほうがはるかに興味深い。

「父親も桑折にそう言われたら喜ぶだろう」

「えー？　なんすかそれ」

　くすりと笑ってくれた桑折に俺は、ほっとする。

　桑折が笑ってくれさえすれば、すべてをよしとできる。

　自然と頬ほおがゆるむのを自覚しながら、俺は辿たどり着ついた部屋の扉を開いた。

「ここが俺の部屋だ」





　　　　★☆






「おお～……」

　ピンポンを押すときと同じかそれより緊張しながら、先輩の部屋に入る。

　入ってすぐ、あ、先輩の部屋だってなった。

　ちょっと散らかってて、でもあんまりモノがなくて。

　すっごいシンプルなカンジがいかにも先輩っぽい。

　あ、でも本棚が三つもあるのは意外かも……。ぜんぶにぴっちり中身入ってるし。

　えー先輩、マンガとか読むのかな？

　けど、それよりなにより一番気になったのは。

「ベッドおっきいっすね……」

　部屋の一番奥、テラスっぽいとこに続く窓の手前に置かれてるベッドの存在感がヤバい。

「ああ、それはつい最近購入したものらしい」

「え」

　つ、つい最近ってまさか──みたいに一瞬なりかけたけど。

「……らしい？」

「俺が異世界に行っているあいだにはなかった。入院中、いざとなれば俺を病室から移せるように買い換えたそうだ」

「あ……」

　そう……だったんだ。

　……先輩の親御さん、ちゃんと考えてるじゃん。

　なんか、ずっと気になってたことが一個解消された気がして、あたしはほっこりする。

「先輩、愛されてますね」

「愛？　親にか？　そんなことないと思うぞ」

「え!?　いやいや、ちゃんと考えてくれてるじゃないっすか！」

「考えてはくれているな。間違いない」

「…………んん？」

　それが愛されてるってことなんじゃ？

「ん？」

　お互いにハテナしてると、先輩が「ああ……」ってなにかに気づいたように言う。

「俺と桑こ折おりで〝愛されている〟という言葉の使い方……意味に齟そ齬ごがあるな。俺にとって親から向けられる感情は愛ではない。あえて愛という言葉を使うなら……そうだな、親愛の情といったところか」

「はあ……」

　いやそれ愛なんじゃ？

　よくわかんない……。

　先輩にもそのカンジは伝わったのか、頭をかいてどう言えばいいのか、みたいに口元に手を添える。

「ようするに、俺にとって純粋に愛というのは桑折にのみ向けられる特別な感情であって、それ以外のあらゆるものには当てはまらない。だから親に向けたり向けられたりするそれとは明確に違う」

「………………え？」

　え。え。

　今。

　先輩すごいこと、言ってなかった？

　先輩にとっての愛は、あたしにだけ向ける特別な感情……？

「あ、いや……だから…………その」

　先輩も気づいたのかな。

　自分がすごいこと言ったことに。

「な──なにか飲み物を用意してくる……適当に座っててくれ」

　そのまま先輩が部屋から出て行くのを見送って。

「………………ぷはー……」

　ああ～……ヤバい……まだ勉強会はじまってもないのに。

　もうすでにいろいろヤバすぎる──。

「……いやいや、ダメだって」

　そうだ。

　今日は先輩と勉強をする。それが目的。

　てか、マジでがんばんないと先輩がヤバイ。

『──桑こ折おり、少しいいか？　渡わた世せと仲がいいと聞いたんだが……』

　センセーにそう声をかけられたときはなにかと思ったけど、このままだと中間試験どころじゃない、単位落とすぞって聞いたときはガチで焦った。

　先輩はすでに二留してるので、もう一年とかはなく、進級できないとフツーに退学になっちゃう。

　それは──めちゃくちゃ困る。

　だって、今はムリでもいずれは学校でも先輩といちゃいちゃしたい！

　それはまあジョーダンだけど……や、ジョーダンでもないな。

　学校以外ではけっこー一緒にいると思うけど、学校でもなるべく一緒にいたいし、学校のイベントもいっぱいあるし……そーゆうのを先輩と経験したら絶対楽しいし、考えるだけでワクワクする。

　なにより──先輩自身のためにも高校は卒業しないとって思う。

「だからがんばんないと！」

　気合いを入れて、バッグを置いたあたしはなんかすごい高そうなローテーブルの前に座ろうとして。

　おっきなベッドが目に入る。

　ベッド……先輩が、いつも寝起きしてるベッド。

　………………先輩まだ来ないよね？

　一回ドアを振り返って、ちゃんと閉じられてるのを確認してから、あたしはそそくさとベッド前に移動する。

　……いやいや待って待って。

　さすがにそれはマズイって。

　変態じゃん。

　いくら先輩が好きで、そーいえば先輩ってやたらといい匂いするんだよね……香水とかつけてないと思うんだけど、めっちゃ安心するし、ちょっとドキドキもしてほーってなるから、一回思うぞんぶん嗅いでみたいなーって思ったことがあって、あれ？　先輩のベッドに寝転んだらそれできちゃうんじゃ？　とか、今最大のチャンスじゃん！　とかなっても、さすがに実行するとか──

「…………いやしてるし!!」

　してるし！　フツーにベッドに飛び込んでるし！

　ダイジョブかあたし!?

　考えてるあいだに体が動くとか──え、待って。

　ホントに先輩に包まれてるカンジするんですけど……!!

　え、ヤバイヤバイヤバイ！

　こんなんめっちゃアガるじゃん……てゆーかドキドキがパない！

　うわ～うわ～……ヤッバイ……このままずっと──

「…………桑こ折おり？」

　心臓止まった。

　ガバッと起きたあたしは、驚いてる先輩を見て、髪が乱れてないか気になって──ってそれどころじゃない！

「あ……あ、こ、これは！　そ、その……その～…………」

　うああぁぁ！　い、言い訳できないんですけど！

　どうしよどうしよ──

「もしかして……転んだのか？」

「……え？」

「いや、急に声が聞こえたから戻ってきたんだが……」

　あ……さっきのセルフツッコミが聞こえて──ってそれはどーでもよくて！

「そ、そー！　そーです！　よくわかりましたね！　先輩天才！　大天才!!　転んだ先にベッドがあってよかった！　ホント！」

「あ、ああ……そんな勢い込んで言うようなことでもないと思うが……」

「いえいえいえ！　先輩はもっと自分に自信を持つべきっすよ、マジで！」

「…………？　とりあえず、飲み物はウーロン茶にしたんだが……別のものがよければ言ってくれ。買ってくる」

「や、ウーロン大好きです、ありがとうございます」

　は、はああ～……！　焦った～!!

　てか、マジであたしなにしてんのってゆーね……。

「……ホントすみません」

「ん？　いやむしろこちらこそだ。茶請けを失念していて、母親が買ってきたらしい適当な菓子しかなかったんだが……」

「…………いやこれ、行列必至のめっちゃ有名なスイーツでは？」

　箱見て、店名でググって、やっぱり、ってなる。

　なんかのＳＮＳで見た、バエるオシャレマカロンだ。

「わ～……実物はじめて見た～。ちょっと気になってたんすよね～。でもさすがにこれだけのために一人で都内行くのもなって思ってて」

「そうなのか……」

「あ、写真撮ってもいーです？」

「ああ」

「やった。……わ、細かいとこまですっご……かわい～！　ここ確かカフェも併設してて、そこもキレイなんすよね～」

「…………今度、行くか？」

「え？」

「こ……桑こ折おりがよければ、だが……」

「いいんすか!?」

　先輩、あんま甘いの好きじゃないと思ってて遠慮してたのに……。

　実は結構いけるクチ？

「てか都内行くなら、他にも寄りたいとこあるんですよ！　先輩が一緒してくれるなら、それ用に計画立ててもいーです？」

「ああ……ぜひ頼む」

　……うわ……先輩のその嬉うれしそうな笑顔──とてもよきなんですが。

　今カメラ起動してるし、ちょっと動かせば撮れるのに、生で見てるこの時間を終わらせちゃうのがもったいなくて、動けない。

　あ～…………てか、うん……やっぱ…………好きなんだよなあ……。

　なんかもう、この時間が幸せすぎる……。

　…………。

「って違う！」

　いや違わないけど！

　ほんわか次の遊びの予定立てるとか、そんなことしてる場合とは違う！

「先輩、今日は勉強会ですよ勉強会！　勉強しないと」

「そのつもりだが」

「………………すみませんでした」

　あたしだけめっちゃ浮かれてて。

　ちょっと反省して、あたしは自分に気合いを入れ直す。

　よーし、きりかえきりかえ！

　ローテーブルの前、先輩と向かい合って座ったあたしは、夏休みの宿題を一気に終わらせるカンジで言った。

「それじゃ数学の復習からいきましょーか！」





　　　　★☆






「いや先輩、フツーにできるじゃないっすか……」

　先輩、ぜんぜん勉強できた。

　気合い、意味なかった。

　こー見えて勉強はわりと得意系ＪＫなので、いいとこ見せるぞ～とかひそかに思ってたのに……。

　むしろ数学とか先輩のほうができるまである。

　ただ。

「これも……普通に答えを書いていいんだな？」

「……先輩、普通に答えを書いちゃいけないテストとかないっす」

「だが……」

「だいじょーぶです。異世界と違って、ちゃんとした手順ふまないと急に答案用紙が燃えるとかないっすから！」

　これ、ふざけてるわけじゃなくて、本気で言ってるっぽい。

　なんかどっかの異世界で概念そのもの……？　フツーに言葉そのままを書いたりすると、それをした人にその現象が起きちゃうとか……よくわかんないけど、そーゆうトコがあったらしい。

　そのせいで、文字を書くときには用心に用心を重ねるのが癖になってるとか。

「てか数字とかは別にだいじょーぶですよね……？」

　数学の小テストはフツーにできたんじゃ。

「ああ、それは書く必要がないと思ってそのままにしていただけだ」

「必要がないって！　いやテストの意味!!」

「それなんだが……そもそもなぜ俺たちは教師に細かく試されているんだったか……教師は何様なんだ？」

「……いや…………んふ……そ、それ……聞いちゃいます……？」

　ヤバイ。ツボる。

　とゆーわけで、勉強会もとい常識チェック会を進めていった結果、先輩は問題なく勉強はできて、ただ学校での試験の作法みたいなのが抜けてるだけだった。

　ちょっとひょーしぬけしたけど、フツーによかったと思う。

　使うかな～って思っていちおう中学までの要点もノートにまとめてきたけど……いらなかったな……。

　そんなカンジで一通りチェックが終わったところで。

「……じゃ、そろそろ一回きゅーけいしましょっか」

「…………」

「先輩？」

「…………すまん……キリがいいところまでやりたい」

「あ、はい……」

　あ、問題集最後までやるんだ。

　最初のとこの解きかた確認するだけでいっかって思ってたんだけど……。

　そーゆう真面目なとこは変わってないんだなー……。

　うん、なんか、安心したとゆーか、あたしの知ってたままの先輩を見るとうれしくなる。

　違うのは、こんな近くで先輩が真剣に勉強してるとこ見れるようになったコト。

　前見たときは遠くからだったし。

　……字キレイなんだよね～。先輩っぽいカンジの、ちょっと角張ってて、繊細で……。

　シャーペン動かしてる指とかめちゃくちゃよきなんだよな～……。

　うーん……いや……ほんと、見れば見るほど…………。

「──よし。これで」

「……っ」

　急に先輩が顔をあげたからビクってなった。

「桑こ折おり？」

「あ、い、いえ……おつかれさまです」

「ああ、桑折も。……お茶、まだ飲むよな？」

　先輩がカップを持って部屋を出て行って。

　あたしは座ったままのけぞってほー……っと息を吐く。

　のけぞりついでに本棚に目がいって、あー入ってるの教科書なんだーとか思う。

「うわ、すご……小学校からぜんぶそろってる」

　たまに問題集……あと小説とかも入ってるけど、これたぶん課題とかで読んだヤツじゃないかな？

　やっぱ先輩はマンガとか読まないか～。

　……てか先輩がマンガ読んだらどんなカンジの感想言うんだろ？

　あ、楽しそう。

　今度何冊かおすすめしてみよっかなー。

　とかなんとか考えてたら。

「んん？」

　見間違い……じゃないよね？

　立ち上がって、本棚に近づいて、隙間に刺さっていたそれを手に取って──やっぱ気のせいじゃない。

「これ……猫耳カチューシャ？」

　……なんで？　パーティーグッズ的な？

　や、先輩そんなん絶対買わないな。

　てかなにげ作りしっかりしてるし……百均とかドンキのヤツじゃないっぽい。

　え、まさかガチで先輩がつけてるとか──!?

「待たせたな──ん？　どうした？」

「先輩、これなんすか!?」

「…………なんだそれは」

「え？　いや、この本棚に挟まってたんですけど……」

「……心当たりがないな」

「ええ……？　じゃなんでここに……あ、もしかして先輩のご両親が」

「それはない」

「……ですよね」

　まあ親だったとしてもナゾすぎ。

　けど、それがヒントになったっぽい。

　先輩はああ、ってカンジで言う。

「従兄弟いとこのものかもしれないな」

「おー、イトコさん！」

　先輩イトコいるんだ。

　で、そのイトコのものが先輩の部屋にあるってことは。

「結構仲いーんです？」

「どうだろうな……二つ年下だが、年の割にわけのわからんことをしがちだと思う」

「あはは、先輩のイトコっぽ～！」

　二つ下ってことはあたしとタメか～。どんな子なんだろ？

「家が近いから時折……いや、去年オーストラリアに留学したんだったか」

「へええ！　留学とかカッコイイ！」

「…………留学はカッコイイのか」

「え。いや、先輩はしないでくださいよ？」

「……なんでわかったんだ？」

「ぶ、ほんとに考えてたんだ……ウ、ウケる……」

　イトコさんのことぜんぜん言えない。

　絶対先輩のほうがわけわかんないことしがちってなってると思う。

「まあじゃーイトコさんのおみやげとかですかね～これ」

　私物かと思った。先輩がつけてるとこちょっと想像したし。

　……や、待って。

　意外と似合うんじゃ？

　思うと同時に、あたしは先輩を手招きした。

「先輩先輩、ちょっとこっちきてください」

「…………つけないぞ？」

「え！　なんでわかったんすか！」

「桑こ折おりの顔を見ればわかる」

「マジか～！」

　それはそれでちょっと……ううん、かなり嬉うれしいヤツ……。

「まーまーそー言わず。某ランドではデフォでつけるものなんすよ？　あ、ランド行くのもありっすね～。今度行きましょ！」

「それはもちろんかまわないが……ここはその某ランドじゃないだろう」

「それはそですけど～少しだけ！　少しだけでいいですから！」

　あれ、なんかちょっと楽しくなってきた。

　あたしがなんかいって先輩が嫌がるのってキホンないし……ヤバ、ニヤニヤする。

「ほらほら、こんなカンジでかるーくつけて──ね？　どっすか？　似合ってます？」

　そう言って猫耳カチューシャをつけたあたしに──先輩はめっちゃ反応した。

　なんかドアの前からワープしたみたいに動いて一瞬でこっちまでくると。

「え……え？　な、なに──」

　カチューシャをはずそうとしたあたしの腕を握って、じっとこっちを見てくる。

「────」

　先輩に押されて、あたしの背中が本棚についちゃっても……すごく近くからアツい視線を向けてくる。

　え。え。なに？

　先輩すっごい真剣な……カッコイイ顔なんですけど。

　フツーに、見つめあって。

　これ……もしかして。

　そーゆうふんいきのヤツ……？

　キスとか。

　……その先、とか。

　一回意識しちゃったら。

　もうそれしか考えられなくなった。

「あ、あの～…………これ…………そ、そーゆうことするカンジ、です……？」

　うっわ……声震えた～！　最悪すぎる～!!

　や、でもムリでしょ……心臓めっちゃ鳴ってるし。

　とか思ってるあいだに、先輩はぐっと一度目を閉じると、ふってカンジで一歩下がった。

　そのままうつむいて。右手で口元を押さえて。

「……すまん……その…………桑こ折おりが可愛かわいすぎて……勝手に体が動いた……」

「────」

　や、勝手に体が動いたって。

　猫耳カチューシャの効果ヤバすぎない？

　てか待って。

　そーゆうふんいきじゃなかったの!?

「本当に、すまない……」

　え、え。

　や、すまないとかじゃなくて──

　なんかムショーに焦ったあたしは、気づいたら声を出してた。

「あ、あの先輩、だいじょーぶですよ！」

　なにが、って自分でも言ってて思ったけど、もうなんか、止まんなかった。




「今日いちおー下着はかわいいのにしてるんで！」




「────」

　先輩が。

　見たことない顔してるのを見て。

　あ、これ、めっちゃミスったって思ったけど、言ったあとで気づいても遅すぎるヤツ。

「……………………や…………今のわすれてください……」

　とゆーか。

　あたしを消してください。

　この世から。ただちに。

　……うああああああああ！

　や、でもさでもさでもさあああ!!

　思うでしょ!?　フツー思うでしょ!?

　そーゆう流れじゃん……流れだったじゃん!!

　って、あたしが一人脳内絶叫をしてると。

「…………ふ」

「──!?」

　今、先輩声だして笑った!?

　めっちゃ恥ずかしくて死にそうだったのに、なんかもうそれだけでぜんぶどっかいく。

　……どっかいったことにして。

　先輩をガン見する。

　超超レアな先輩の爆笑……爆笑ではないかもだけど、笑顔を目に焼きつける。

　で、見てたら先輩はすごく綺き麗れいに笑いかけてきて。

「やっぱり俺は、桑こ折おりが好きだ。心からそう思う」

「────」

「だから、その……そういう、ことも…………大切に、したい……」

　最後のほうは小声すぎてよく聞こえなかった。

　…………いやいや。

　いやいやいやいや。

　ダメっすよ先輩。

　大切にしてくれるのはうれしいです。

　すっごくうれしいですけど──。

「男の子が好きな子にそーゆう欲求を持つみたいに、女の子も好きな人とはフツーにしたくなるんですよ!?」

　って言えるワケない！　言える、ワケ、ない!!

　言えたとしても……今の先輩にはまだ言っちゃダメな気がする。

　たぶん、先輩もそーゆうコトわかってる。わかってるけど、たぶん……いや絶対に──超超ピュア！

　だから、いいからヤろうぜ！　とか、もっとカンタンにいきましょ！　とか……そーゆうカンジになっちゃダメなんだと思う。

　まーそもそもいいからヤろうぜとか言えないけどさ……。

　あたしだってはじめてだし。

　とはいえとはいえ、やっぱモヤモヤするのはどーしようもなくて──

「だから今は……これで」

　え。

　先輩が顔寄せてきて。

「…………え？」

　キス、した。

　ほんとに一瞬で。

　あっというますぎたけど。

　てか。

「なんで……おでこ？」

　ほっぺですらないって。

　いやほっぺでもアレだけど。

「……、……く、口はまだ…………」

「どーゆう基準!?　せめてほっぺとかにしてくださいよ！」

「……ほ──そ、そうか、すまん……」

　でもしてこないとか。してこないとか！

　はー……？　は～？

　まあそのめっちゃいっぱいいっぱいってカンジの顔がめちゃくちゃかわいいから許すけど!?

　あとまあ、猫耳カチューシャに反応して勢いでってゆーのも……うん。

　れーせいに考えるとちょっとビミョい気がしてきた。

　ただまあ。
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「もー……先輩、イマドキヘタレ男子ははやんないっすよ～？」

　そこは言っときたい。

　ショージキあたしは好きだけどね！

　特に先輩みたいな、普段動じないクール系男子がこーゆうときヘタレとか大好物だけどね！

　リアルだと意外と……とか思ったら、先輩がその場でめっちゃカッコよく正座して、真剣に言う。

「──わかった。もっと強くなれるようにする」

「ぶっ」

　ちょ……ずるい……そんなの……噴きだす。

「ジョーダンですよ先輩……てか、もっと強くなれるようにするって……先輩今でも十分強いでしょ……？　異世界めっちゃ救ってるじゃないっすか」

「いや、まだまだだ。今日痛感した。俺は桑こ折おりには到底かなわない。異世界なんて目じゃない」

「んふっ…………ん、ふふふ……い、異世界より強いんすかあたし……」

　世界より強いとかヤバみ極まってんですけど。

　こんな表現出てくるの先輩だけでしょ絶対……。

「必ずもっと強くなるから……待っていてくれ」

「──え。待ってください、その言い方だとまた異世界いっちゃいそうなんですけど……それだけは絶対やめてくださいねマジで!!」

　ホントに！

　そこだけは、ジョーダンぬきで。

　あたしが必死に言ったせいか、先輩は少し驚いた顔をしてから、ふっと息を吐く。

「もちろんだ。今桑折と会えなくなったら、俺のほうが耐えられない」

「…………ん……や……それは、あの…………うれしいですけど」

　フツーに照れますよ？

　顔あげらんなくなりますよ？

「だから、その……ぜひ、これからもよろしくたのむ」

　先輩のその不安そうな、でもやっぱりどこか嬉うれしそうな言葉に、ああ、あたしとおんなじ気持ちなんだ～ってわかって。

　あたしはやっぱりちょっと笑ってから言った。

「……しょーがないですね～、そこまでいうなら──よろしくしてあげます」




　これがあたしと先輩の日常。

　ずっと、これからも続く……まったり面白い毎日。

　てか先輩と都内デートマジヤバいんですけど～。

　どこ行こっかなー？

　はー、楽しみ！　まる。






Continuing　日常と先輩とあたし









「…………リ……カ……リ…………」

　遠くから誰かの声が聞こえる。

　何度も何度も繰り返し──なにかを言っている。

「──カイリ！」

　目覚めた俺の前にいたのは、必死な様子の、一人の少女。

「…………桑こ折おり……？」

　呟つぶやいてからそんなわけがないとすぐに気づいた。

　桑折がこんなところにいるはずがないのだ。

　こんなどうしようもない世界には。

「──」

　俺の呟きを聞いて、ラシャという種族の少女──セリは、表情を凍り付かせてから、ため息を吐ついた。

「またそれ」

　そう、まただ。

　元の世界に帰る夢。

《ステロウンこの世界》に来てからその頻度が多くなっている。

　理由は……思い当たらないこともなかった。

「そんなに、似ているの？　その……コオリという子と私は」

　セリがわずかに感情を滲にじませた気がして、俺は立ち上がる。

「さあな……もう顔はよく覚えていない」

　嘘うそだ。最後に見た光景、桑こ折おりが俺に向けてきた表情は──どんなに時間が経たっても忘れることなどできない。

「嘘」

　セリの言葉に、俺は立ち止まりそうになった。

　冷徹で無表情。機械のように己の為なすべきことだけを淡々と為す彼女は、これまでに同行した他の誰よりも信頼できる。

　だが、彼女も決して感情がないわけではない。

　ときたまノイズのように混じるそれは、いつも俺たちの関係を悪化させる。

「お前になにがわかる」

　押し殺した声で返した俺に、セリもまた似たようなニュアンスで言う。

「感情的になってる」

「だからどうした。関係ない」

「関係ある。あなたはコオリについて語るときだけ感情的になる」

　強く続けられて、俺は足を止める。

「……そうだとしたら、なおのこと今お前とこの会話を続ける理由はないな」

「いいえ、そんなことはない」

　──しつこい。

　苛いら立だちと焦燥。

　俺は感情を制御するのをやめ、振り返って──すぐ目の前にまで迫っていたセリに、彼女の向けてくるこれまでに見たことのない強い決意の眼まな差ざしに、言葉を呑のみ込まされる。

「そんなにつらいのなら、私をコオリの代わりにすればいい」

　胸に手を当て、まっすぐ見上げてくる榛はしばみ色いろの瞳。

　片目が前髪に隠れている彼女は、ちゃんとその向こう側の瞳でもこちらを見つめてくる。

「私は、代わりでもいい。カイリ、主人であるあなたのそばにずっといられるのなら。だから……」

　そのあとに続く熱のこもった感情は、受け入れがたかった。

「やめろ」

　拒絶の意思を明確にして、けれど目を見張る彼女に桑折の面影を見てしまった俺は、袂たもとを分かつ決定的な言葉を口にできなかった。

「……誰も誰かの代わりにはなれない。お前はお前だ」

　だから自分の仕事だけを果たせ──そう伝えて前に進む。

　……そうだ。ずっと俺はそうしてきた。

　ここは俺の世界じゃない。ここが最後の地なんかじゃない。

　元の世界に戻るために。戻って、想おもいを伝えるために。

　他のすべてを……俺自身をも利用し尽くす──。

　あるいは異世界に行ったのが俺じゃなかったら、別の方法もあったのかもしれない。

　過酷にすぎる状況でも、絶体絶命としか言えない窮地でも、賢く無難に、乗り越えることができるのかもしれない。

　けれど俺は俺でしかなかったから。

　ただひたすらに、地道に、淡々とやり続けることしかできないから──




「──カイリ……！　……私は絶対にあきらめない……あなたをあきらめないから──！」




　それは誰の言葉だったか。

　俺が諦めないのはただ一つだけ。

　だからその想いにだけは共感した。

　けれどそれが誰だったのか。

　もう、思い出せない。

　────。

　──。

「ん……」

「……あ、やっと起きた。おはよーございます先輩」

　目の前に桑こ折おりがいた。

　夕暮れの学校の教室。

　桑折は前の席で後ろ向きに椅子に座って、こちらを見ている。

　いつもの笑顔。……なににも代えがたい微笑ほほえみ。

　差し込む夕日の朱あかがやけに綺き麗れいに見えて、それでも桑折の魅力には寸分も迫らない。

「あはは、めずらしーっすね、先輩が居眠りなんて」

「……、……俺は…………」

「あれ、もしかしてまだ寝ぼけてます？　ほら、数学の小テスト。これまでのまとめて受け直すことで白紙解答のヤツなしにしてくれるって。それで先輩、放課後に受けてたじゃないですか」

　くるくる動く桑こ折おりの人差し指。

　爪の先まで綺き麗れいな彼女の手首には、おそろいで買ったアクセサリーが光っている。

　俺は自分の腕にもあるはずのそれを、ゆっくりと確認して…………ある。ちゃんと。

「そうか…………夢を見ていたのか」

　ずっと見ていなかった、あの頃の夢。

「え、なんですか夢って。……あ、わかったエッチなやつでしょー？」

　椅子の背もたれに肘をつき小首をかしげ、にやにや笑う桑折は、なにか違うことを思っているようだった。

「……なんでもない。それより……待っててくれたんだな」

「ん、そりゃまー、当たり前じゃないっすか」

　そこで一呼吸置いて、にひっと笑う。

「先輩の彼女ですから」

「──」

「ちょ、な、なんか言ってくださいよ、結構恥ずいんですよ……？」

「…………ふ」

「え、なんで笑った!?　や、それはそれでアリよりのアリですけど……！」

　ごにょごにょ続ける桑折の表情はころころ変わって、本当に見ていて飽きない。

　だからそのとおりに言った。

「起きてすぐに桑折の顔が見られるなんて幸せだと思っただけだ」

「──、──」

　ほら、また変わった。

　どんな顔も輝いていて、この上なく……愛いとおしい。

　何度だって言える。

　また、この顔が見られたから。

　桑折に会えたから。

　想おもいを──伝えられたから。

　たとえ次の瞬間この命が尽きようと、俺にはなんの後悔もない──。

「も、も～！　とにかく起きたなら帰りましょ、先輩っ」

「ああ、待たせてすまなかった。……いつから待ってたんだ？」

「え？　えーと……試験終わってる時間なのに先輩が昇降口来ないなーって思って、教室行ったら先輩寝てて……三〇分くらい前かな……？」

「三〇分……そんなに……暇じゃなかったのか？」

「え、ぜんぜん。先輩の寝顔ずっと見てたし──あ、いや……えっと、お、音楽聴いてたんで」

「……？　ヘッドフォンしてなかったよな？」

「う……し、してたじゃないっすか～！　もー、先輩寝ぼけて～」

「いやしていなかった。……誰もいないし、桑こ折おりがよければ魔法で確認──」

「あ、あー！　先輩、そんなことより今日はですね！　なんとスタパの新作が発売される日なんですよ!!」

「スタパ……新作……」

　確か、やたらと長い呪文のような名前の飲み物を出す喫茶店だ。

　桑折と一度行って、ただしゃべっていただけなのに、すごく楽しかった。

　また行こうという話もした気がする。

「そうか……行かないとな」

「はい、行きましょ行きましょ」

「それでヘッドフォンの話だが──」

「流してくれてない!?　……もー、わかりました……ウソです。ホントは音楽なんて聴いてませんでした！」

「そうなのか……？　なんでそんな嘘うそを……」

「あ～……わかった……これ結局ホントのことぜんぶ言わされるヤツだ……」

「本当のこと？　本当のことがあるのか？」

「……っ、ホントは……先輩の寝顔見てずっとニヤニヤしてました！　先輩の寝顔、めちゃくちゃかわいかったです！」

「…………!?」

「ちなみに写真もバッチリ撮ってます。見ます？」

「消してくれ……！」

「や、それはムリです。これはコンビニでプリントアウトしてフォトフレームにいれて机に飾る予定なんで。あとスマホのロック画面の壁紙にもします」

「──!?　──!?」

「ちょっ、どんなリアクションですかそれ～！　ジョーダンですよ、ジョーダン。先輩が嫌ならやりませんてば」

「あ……ああ、冗談か……よかった……」

「とかいってやるんですけどね……」

「……!?」

「あは、あはははは！　せ、先輩、顔……！　あ、そのままでお願いします……はーい、撮りますね～」

「こ、桑折……やめ──」

「やめま、せん！　なぜなら先輩がめっちゃいい顔してるから!!」

　──そうして、昇降口を出てからも、笑い声は続いていく。

　桑こ折おりは笑って笑って、困って、照れて、たまにムっとして。

　俺はころころ変わる桑折に驚き、喜び、戸惑い、慈しむ。

　果てしない旅の終わりに手に入れた幸せな現実。

　俺は桑折と楽しいこの時を共有していく。

　いつまでも終わらない、夢の続きのように、ずっと、ずっと──。

　だから。

「先輩、明日はなにしましょーか？」





〈了〉







あとがき

　新シリーズ一巻なのに既視感があるスペースのなさ！　刈かり野のミカタです。

　さて、本作は『ちょいウザ後輩彼女とワケありクーデレ先輩彼氏のお前らさっさと結婚しろ系ラブコメ』となっておりますが、タイトルがだいぶアレですね！　街中で連呼してると誤解されかねませんので、ぜひ『たしかわ』とでも略してお呼びください。

　中身は大変初々しいものとなっていますので、ニヤニヤしていただければこれに勝る喜びはありません。そんな『たしかわ』ですが公式Twitterアカウントがあります。左下の二次元コードから飛んでフォローいただき、最新情報等をぜひチェックしてください～！

　以下謝辞です。担当編集Ｏ様。「こんなんどう？」「いいね！」という阿あ吽うんの呼吸……Ｏ様への信頼の揺るぎなさたるやこの上ありません。これからもよろしくお願いします！

　キャラクターの創造神magako様。「ヤバない？」「ヤバい……」素晴らしすぎるキャラデザの連続に刈野の語彙力は完全にゼロよ！状態です。本当にありがとうございました！

　家族や友人、特に三み河かわさん弘ひろ前さきさんにはめちゃくちゃお世話になりました……！

　お手伝いいただいた編集Ｋ様、Ｋ編集長をはじめ、本書を形にしてくださった皆様。

　そしてなによりもここまでお読みくださった貴方あなた様に全力の感謝を──。

　またお会いできますように！


刈野ミカタ
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『バレンタインと先輩とあたし』





「そろそろバレンタインデーっすね～。先輩は……あ、そもそもバレンタインデーって覚えてます？」

「…………覚えてる」

「お～！」

　ちょっと意外。先輩、もともとそーゆうの興味なさそうだったし、忘れてると思ってた。

「あ、もしかして異世界にもバレンタインデーがあったとか？　ってさすがにそんなわけないか～」

「…………似たような風習ならあったな」

「え、ウソ！　あったんだ!?　スゴ！　どんなですどんなです??」

「………………」

「ん？　あれ？　……あ、もしかして──」

「違う！　……わかった、証明する」

「や、まだなにも──って移動早っ！」

　目の前に広がってたのは……なんかアラブっぽいとこのパーティー？　みたいなカンジで、薄着の女の人たちが床に並べられたいっぱいの料理とお酒の前で……え？

「あそこにいるの先輩……？」

　お誕生日席っぽいとこに先輩がいて、めっちゃ下着の美女たちに囲まれてる！

　え、え、てかなになに？　アレいいの!?　胸とか、胸じゃないほうも見えてない!?

「なんですかこれ!?」

「…………セリマンチカオンだ」

「セリ……え？　ニャンコの名前？　──あ、セリちゃんいる！」

　よく見たら先輩のすぐ横でちっちゃくなってた。これセリちゃんいる世界の話なんだ。

　うわ、てかめっちゃ冷たい目先輩に向けてる～！　……うん、キモチはわかる。

　こんなん見たらビミョーになるよね。まあ先輩すっごい無の顔してるけど。

「これが異世界のバレンタイン……？」

「ああ……《ステロウン》でアリデジャを突破した日がちょうどその日だったらしく、迷惑極まりなかった」

「へ～………………ん？」

　待って。絶対これちがうよね？　バレンタインらしさ皆無なんですけど……。

　とかいってるあいだに元に戻ってて、あらためて聞いてみる。

「先輩……つかぬことをお聞きしますけど、バレンタインってどーゆう日でしたっけ？」

「選ばれた者が異性から望んでもいない接待をされる日だろう？」

「どんな解釈!?」

「……？」

「いやハテナじゃなく！　……はー……やっぱりな～。おかしーと思った……」

　そもそも先輩の覚えてたバレンタインが違うってゆーね。

「違ったのか……」

「まあ、違うってゆーか……逆にどーしてそんなふーにカンチガイしたのかが気になるヤツですね……」

　ホントに。

　……まあでもこれはこれでよかったってゆーことで──あたしはホンダイをきりだす。

「しょーがないっすね、あたしが先輩にホントのバレンタインってゆーものをトクベツに教えてあげましょ～」

「本当か……？」

　あ、今の顔いい……けどニヤけたら台無しなので我慢して、すまし顔をする。

「ホントです。だから先輩はその日をちゃーんとフリーにしておくこと！　いいですね？」

「わかった」

　あ～コクンって素直にうなずく先輩……カワイイか！　カワイイか!!

　ココロの中で叫びすぎたせいであたしはちょっとニヤけちゃったのをごまかして言った。

「じゃ、当日を楽しみにしててくださいね♪」
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